
3.遺物
江戸時代の出土遺物は、陶磁器類(土器製品等を含む)が大半を占め、その他に焼塩壷、瓦・石製品・

金属製品・木製品等がある。本節では、戦国時代同様陶磁器類を中心にその概要を見ることとし、その

他の遺物についての説明は後述の各節に委ねるものとする。そして陶磁器類の扱いに際しては、各遺構

から出土した遺物の一括性を重視し、用途分類に基づく器種組成を明らかにすることをその第一義とし

た。

(1)陶磁器類の分類と概要

分類

出土した陶磁器類の分類にあたっては口縁部計測法を利用した。まず、遺物の口縁を、用途を第1項

目、器種を第2項目、器形を第3項目として分類し、個々の遺物を3桁数字で表示した。遺物観察表の

器種がこれに当たる。また口縁部破片での分類のため器種・器形の分類に不統一な面が見られる点、通

有の遺物名称と分類上の名称とのずれが多少存在する点を初めに断っておく。

用途については、 1‐供膳具、 2-調理具、 3-貯蔵具、 4-灯火具、 5-火具、 6-化粧具、 7-神

仏具、 8-喫煙具、 9‐調度具、 0-その他に分類することとした。

それぞれの用途に基づく分類は以下の通りである。

1.供膳具

1椀口径が8.5cm以上のもの

1天日椀いわゆる天日形の椀。これに段付天日を含む。

2丸椀休部が丸みをもって立ち上がり、口縁部はほぼ直立する。尾呂茶碗、御室

茶碗を含む。

3腰折椀休部下方は丸みを帯び、上方は直立し、その境に稜線がはいる。

4平椀高台部からほぼ直線的に大きく開く休部を有する椀。

5筒椀腰が張って休部が円筒状を呈する椀。

6端反椀休部は丸みをもって立ち上がり、口縁部が外反して開くタイプの椀。

7広東椀休部は内湾気味に立ち上がる。高台が逆三角形状を呈する。ここには小杉

椀を含んでいる。

8腰錆椀休部下方は丸味を帯び、上方はほぼ直立し櫛描き沈線が施される。鉄釉と

灰釉の掛け分けがなされる。

0その他

2小椀口径が8.5cm以下のもので、 1-天日椀、 21丸椀、 3-平椀、 4-筒椀、

小杯5‐端反椀については椀の分類をそのまま踏襲している。

猪口

6猪口高台から休部にかけて直線的に開き、高台は断面三角形状を呈する、見込
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みの深い小型のもの。

7筒丸

0その他

3皿1-丸皿、 2-端反皿、 3-稜皿、 4-折縁皿、 51菊皿、 7-ひだ・稜花皿は、器形的

には戦国時代の皿の分類をそのまま踏襲している。

6型打皿成形用の型を用いて作られるもの。

0その他

4鉢1-丸鉢、 2-端反鉢、 3-折縁鉢、 4-平鉢、 5-型打鉢、 6-稜花鉢は皿と同様の分

類である。丸針と丸皿との区別は口径15cm以上のものを便宜的に鉢とした。また通有の大

平鉢・黄瀬戸鉢は2一端反鉢に、笠原鉢は3-折縁鉢に分類した。

7織部銅緑釉、鉄釉系、灰釉系等の釉薬を用いて従来みられなかった器形をなす

もの。向付、鉢等がある。

0その他

2.調理具

1鍋、釜1内耳鍋半球形の休部を有し、内面の口縁部直下に対となる横耳が付く。

2羽釜半球形の休部に鍔が付く。量的には少ない。

3焙烙底が丸く、器高に対し口径が大きい。内面に耳が付くものと付かないもの

とがある。

4行平体部は湾曲しながら立ち上がり、口縁は受口状を呈する。注口と把手、蓋

が付く。

5鍋湾曲した休部に一対の吊り手がつく。

0その他

2鉢1片口鉢円筒状の休部に片口がつく。食物の捜拝.混合、汁物の移替に用いる。

2こね鉢休部は丸みをもって立ち上がり、口唇部は内面に肥厚化して平坦面を持つ。

食物等を手でこねる際に用いる。

0その他

3擂鉢1 Ⅰ類戦国時代の分類のⅡ類に相当する。

2 Ⅱ類戦国時代の分類のⅢ類に当たる。

3 Ⅲ類休部はやや内湾気味に立ち上がり、口縁部を肥厚化させ、口縁内面に突起

もしくは段をもつ。 17世紀に比定される。

4 Ⅳ類休部は直線的で、上端部はやや外反し、口縁端部が立ち上がりながら膨ら

みを持つ。 17世紀後葉に比定される。

5 Ⅴ類休部は直線的に開き、上端は外折し、口縁端部が折り返されて縁帯を形成

する。 18世紀前半に比定される。

6 Ⅵ類折り返された口縁が休部と密着し、幅広の縁帯が形成される。 18世紀後半

に比定される。
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7 Ⅶ類Ⅵ類に類似するが、口縁は折り返さない。 18世紀後葉に比定される。

8 Ⅷ類休部は直線的に開き、口縁端部がやや膨らみを持つ。 19世紀代に比定され

る。

9いわゆる備前擂鉢、堺擂鉢と呼ばれているもの。

0その他

4瓶1土瓶丸い休部の一方に注ぎ口がつき、休部上半に一対の耳を付け、その間に把

手用の蔓が付けられるようにされているもの。

2銚子休部上方または側面にアーチ上の把手が付き、注ぎ口はU字状を呈す。

3急須丸い休部に把手と注ぎ口が90度の角度をもって取り付けられている。

4欄徳利A平底で胴部中央まで直立し、頸部にかけて緩やかにすぼまる。頸部以上は

やや外反する。

5個徳利B円筒形の休部にU字状の注ぎ口と一対の吊り手またはアーチ状の把手が付

く。ちろりと言われる。

0その他

3.貯蔵具

1瓶徳利1-6徳利については、 11徳利A (高台を有するもの)、 21徳利B (平底のも

の)、 3-徳利C (休部に凹みを有し、横断面が三角形を呈する) 4-徳利

D (休部に凹みを有し、横断面が四角形を呈する)、 5-徳利E (いわゆる

高田徳利)、 6-抽徳利に分類した。

汁次(7-9)休部にアーチ状の把手を有し、箇状の注ぎ口が付く。休部が丸みを持つも

のを7一汁次A、円筒形のものを81汁次B、その他が91汁次C。

0その他しぴん等

2壷壷に関しては、蓋の有無により1-蓋付壷、 2-無蓋壷に分類し、いわゆる茶壷形のもの

は3-茶壷とした。さらに茶入れと称される小型品は4-茶人とし1器種とした。さらに

材質により5-土師壷を設定した。

0その他

3甕A 1-6いづれも常滑産の甕で、口縁の形態により分類を行った。 1はN字形の最

末期、 2はY字形の初期段階、 3はいわゆるY字形口縁、 4はT字形口縁、

5は「字形の口縁断面を呈する。 6としてその他の甕を扱った。

4甕B 1半胴A高台を有し、休部はやや内湾気味に立ちあがる。口縁が肥厚する。

2半胴Aに対し、口縁が肥厚せず、外反する。

3銭甕平底で、休部は丸みをもって立ち上がり、口縁端部は丸くおさまる。

4胴丸形の甕で、休部上方に沈線が巡る。口縁は外へ折り返されている。

5鉢1蓋物A蓋付きの鉢で、口縁端部が無釉で蓋受けの無いもの。

2蓋物B蓋付きの鉢で口縁部に蓋受けがあるもの。

0その他
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4.灯火具

1皿1灯明皿口縁部に油煙等が付着している皿は、いずれもここに分類した。また、呪

具などの特殊な目的に使用されている場合を除き、土器皿は灯明皿として

使用されたと判断し、ここへ含めた。本来的には灯明具は皿2枚で一組で

あるため、灯さんとして使用されていた可能性もあることを注記しておく。

2灯さん休部内面に1、 2ヶ所U字形に切り込みの入った桟が設けられる。受皿。

3行灯皿盤形の皿で口縁の立ち上がりは少ない。

0その他

2ひょうそく1受皿と灯芯立てとが摸合された形式の灯明皿。

2脚付き中央に灯芯を支える立ち上がりを持つ杯部に台がつく。台部に未貫通の穿

孔がみられるものもある。

3中央に灯芯を支える立ち上がりを持つ杯部のみで、脚はない。タンコロ。

4窓あきの蓋のつくもの等。

5軟陶系。器形はタンコロに丸味をもたせた形状。

0その他

3瓦燈1瓦燈傘部と皿部に分かれ、皿部に灯明皿やひょうそくを置いて傘を被せると傘

の格子と穴から明かりが漏れる仕組みになっている。

0その他

4燭台皿状または盤状の蟻燭を乗せる台で、中央に蝋燭を固定する為の軸用の穿孔がされる。

0その他

5.火具

1鉢火鉢等を全てここに分類し、 1-火鉢、 2一瓶掛、 3-風炉、 4-こん炉A (内部構造が

一重)、 5-こん炉B (内部構造が二重)、 6-火いぶし、 7-火容(小型、窓付き)、 8-

火桶、 0-その他とする。

2壷1火消し壷蓋付きの火鉢

0その他

3くど可動式のかまど。 1-くどA (口唇部円筒状)、 2-くどB (口唇部がL字に外部へ屈曲)

に区分。

0その他1-五徳(三脚の環状台)

6.化粧具

1紅皿小型で浅い皿状のものが多い。中に紅を入れて伏せておく。

2壷1おはぐろ壷口縁の一箇所が鳶口状を呈する。

2髪油壷

3転用品

0その他

3ぴんだらい0平面が細長い楕円形を呈する盥状の容器。
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0その他

7.神仏具

1瓶1-神酒徳利A (鶴首、磁器に多い)、 2-神酒徳利B (口唇部外反または玉縁状、陶器に

多い)、 0-その他

2香炉休部の形態により、 1‐筒型、 2-袴腰型、 0-その他、に分類する。

3仏飯具下方が丸く、上方がほぼ直立した杯部と末広がりの脚部からなる。

4香合蓋物Bの小型製品

5線香筒細い円筒形の休部を有する、竹の形状を模したもの。

0その他

8.喫煙具

1火容基本的には口縁部における煙管等による敲打痕の有無により、香炉との

区別を行った。その結果、小型の火鉢状を呈する火容を1-筒型、 2-

香炉型、 0-その他、に区分した。

2灰落とし

0その他

9.調度具

1植木鉢1-植木鉢、 21半胴(半胴甕の転用品)、 3l転用(他の器種からの転用品)、 4-蘭鉢、

0-その他。

2餌鉢1 -餌鉢(半筒形の小型椀、休部に固定用の環状の摘み)、 2 -餌すり鉢(擂鉢の小型製品)、

0その他

3花生1-筒型(休部から口縁にかけて直線的)、 2-壷型(口縁が開く)、 0-その他

4水指1-水指(深鉢、壷形で有蓋)、 2-建水(深鉢、壷形で無蓋)、 3-水盤(浅鉢状、器高

低く、口縁折り返し)、 0‐その他

5水甕1- (口縁端部が張り出す)、 2- (口縁が外反する)、 0-その他

6壷1-唾壷(器高低く、頸部から口縁が開く)、 0-その他

0その他1-柄杓、 2-筒型、 3- (手桶)、 4-土管

0.その他

1蓋1- (落とし蓋、つまみ無し)、 2‐ (落とし蓋、円形つまみ有り)、 3- (円形つまみ有

り、かえり無し)、 4‐ (円形つまみ有り、かえり有り)、 5- (環状つまみ有り、かえり

無し)、 6- (上面偏平、肩部直角に折れる、つまみ無し)、 7- (つまみ無し、かえり有

り)、 8- (湾曲した傘部、円形つまみ有り) 9‐ (有孔)、 0-その他、

材質・産地の略記号について

材質については、各実測図の通番右側に、 D:土器、 T:陶器、 J :磁器、 N:軟質陶器、 G:瓦質

のアルファベットで表記した。また、産地は一覧表に、瀬:瀬戸・美濃、常:常滑、京:京都(信楽

を含む)、肥:肥前(北九州を含む)、中:中国、朝:朝鮮、丹:丹波、備:備前、堺:堺、不:不明

の漢字1文字の表記を行った。



概要

今回の発掘調査の過程で出土した近世遺物は検出段階の遺物を含めると、口縁部破片数で37179点あ

り、捻個体数は3686.50個体にのぼる。ここでは以下の個別遺構の個体数組成の前提となる近世全体を通

じての概要をまとめておきたい。

先に見た戦国時代の個体数組成と比較した場合、近世の遺物における組成の最大の相遠点は、やはり

その用途・器種の多きにあると言える。供膳具・調理具・貯蔵具を基本的生活様式を構成する遺物群と

考えた場合、副次的生活様式に関連する遺物群と思われる化粧具・喫煙具の登場や、供膳具・調理具・

貯蔵具等の同一用途内での器種の多様化であろう。この事は近世陶磁器産業が多種多量の生産を可能に

し、それらを流布させる為の流通網の発展に裏付けられているのであろう。更に言及するならば、化粧

具・喫煙具と同様に副次的生活様式の一部を構成する神仏具・調度具が近世遺物全体でそれぞれ3 % ・

6%と高い比率を占める点も注目される。この点とかかわって、戦国時代には14.4%、 11.0%に留まっ

ていた陶磁器の比率が66.5% . 18.9%に増加し、土器製品は代わって19.8%に減少している。但し、減

少した土器製品の84.0%を灯火具の土器皿が占める点は前代と同様である。

サu

図99近世陶磁器類の用途組成

集 計 表 D
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用 途

供 膳 具

器 種

A ′< 、′ 合 RTJ ′ー

土 器
ロ ′
陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 汁

8 1 1 3 2 2 6 2 6 9 6 1 7 6 0 5 8 1 2 2 4 3 5 4 5 9 1 3 1 7 7 2 3

梶 0 6 2 9 0 2 6 6 8 1 8 9 5 9 0 7 1 5 3 2 5 6 5 3 9 7 2 1

小 椀 1 7 8 0 2 2 3 6 1 3 0 1 8 1 8 6 4 1 6 5 8 3 2 5 2 6

皿 7 3 5 8 3 1 1 2 9 0 4 7 1 9 7 3 3 1 1 1 0 4 3 1 4 3 6 2

鉢 0 6 6 9 2 3 6 4 9 0 9 0 9 1 5 1 9 3 6 1 1 1 4

調 理 具 6 7 8 2 3 9 8 2 4 4 0 3 1 4 0 2 2 6 0 3 1 4 0 8 5 0 5 4 5 8

3 1 0 7
鍋 , 釜

鉢

6 7 8 7 3 5 0 3 5 1 4 4 8 2 2 6 0 7 9 7 0 5 0

0 3 8 6 7 0 3 9 3 0 4 8 8 3 0 4 9 1

擂 鉢 0 4 9 1 0 9 1 . 1 5 5 5

0 7 8 1 1 7 5 8 0 3 0 5 9 5 5 0 6 0 0

そ の 他 0 5 0 0 5 0 5 0 0 5

2 6 7 6
貯 蔵 具 3 2 3 6 8 1 3 0 4 1 2 4 0 2 9 2 5 2 4 5 1 1 9 5 5

柄 0 1 1 6 6 1 9 0 1 1 8 5 0 2 6 0 6 1 2 6 7

=ヒ 2 9 6 8 0 3 5 3 7 4 7 2 4 3 6 7 2 7 2 4 2 0

甕 A 0 3 9 7 0 0 3 9 7 0 5 1 8 0 0 5 1 8

3

0

7 5 3 4 9 7 6 9 1 7 4 1 3 2 7 4 7

6 8 4 2 4 6 0 9 3 0 0 5 6 4 1 5 9 0 7 2 3

l そ の 他 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1

～ ) ′ 目 ● ) ・・ ●・ ●
火 If "

1 9 7 5 8 9 0 1 2 7 9 8 1 7 9 6 3 5 0 1 2 8 2 6

ラーく
化 粧 具 一

目 -

5 2 1 4 2 9 9 0 5 1 8 1 9 6 8 3 0 1 8 0

1 6 7 4 7 4 7 5 0 1 2 3 8 1 6 3 0 2 1 4 2 0 4 6 0
神 仏 六

喫 煙 具

調 度 具

蓋

0 3 9 1 5 5 0 4 4 8 0 2 3 4 1 5 0 2 4 9

1 0 2 4 4 8 1 0 5 5 2 5 6 8 1 6 1 7 1 7 4 8 3 1 7 8 4

6 3 4 2 3 9 8 0 0 2 4 5 1 2 6 2 2 2 5 2 5 3 4 9 4 2 9 0 0

A 壬 ・ ●
ロ 計 ‐

表 10 近 世 出 土 陶 磁 器 類 集 計 表



また、各種の遺物に対応するであろう蓋を一括して扱ったが、その出土量が口縁部破片数で6923点、

総個体数427.17個に及ぶ点も特筆すべきことがらとしてあげることができる。

以上近世遺物の概要を述べてきたが、ここで示した数値は今回の発掘調査で出土した全遺物における

比率・割合であり、必ずしも近世の遺物組成の推移を示してはいない。そこで以下の個別遺構の記述に

際しては、ここで挙げた比率・割合を近世遺物群のあり方の平均値と考え、それに対してどう変化して

いるかを中心に記述を進めていきたい。

但し、蓋については、その使用が複数の用途にかかわる場合が多く、明確な用途の特定が困難である

ため、用途組成図及び本文中比率は総出土遺物から蓋を除外した数値を表わしている。

■3
図100近世遺構出土陶磁器類の用途組成(1)

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数
土 器 - 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 .器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 7 8 6 4 8 4 3 9 4 2 1 3 0 5 1 7 8 5 1 4 3 4 6 3 6 1 1 9 9 0

梶 0 4 9 2 1 1 8 7 8 1 6 8 0 0 0 4 9 7 0 1 5 6 2 3 6 5 3 5

小 椀 0 5 7 5 1 6 1 7 1 2 1 9 3 0 6 7 2 1 1 8 7 3 1 8 6 2

皿 7 2 6 1 0 7 1 4 0 3 3 3 1 7 2 2 1 6 5 8 2 0 2 8 0 5
鉢 0 5 4 2 1 8 5 0 7 2 7 0 6 5 6 1 3 2 0 7 8 8

調 理 具 4 7 0 1 7 9 9 l l 3 9 2 3 1 9 1 6 3 0 2 1 3 2 3 4 7 3 8 1 2
鍋 . 釜 4 7 0 5 4 9 0 3 4 1 0 5 3 1 6 3 0 5 5 4 0 4 7 2 2 3 1

鉢 0 2 6 9 0 0 2 6 9 0 3 5 7 0 0 3 5 7
擂 鉢 0 3 6 1 0 0 3 6 1 0 7 7 3 0 0 7 7 3
瓶 0 6 1 6 l l 5 6 3 2 0 4 4 4 3 0 4 4 7

そ の 他 0 4 0 0 4 0 4 0 0 4
貯 蔵 具 2 7 2 6 6 0 2 0 7 1 2 2 9 0 6 2 0 1 6 4 6 1 2 9 5 1 8 0 0

価 0 8 3 2 1 9 0 8 5 1 0 1 8 0 6 1 1 8 7
=土ごまE 2 4 4 9 9 2 4 3 5 5 0 1 9 2 3 3 1 2 2 2 6 6

甕 A 0 3 1 7 0 0 3 1 7 0 3 8 4 0 0 3 8 4
甕 B 3 4 7 4 4 9 4 9 0 1 4 4 0 3 2 4 4 6

鉢 0 5 3 8 1 6 0 0 6 9 8 0 4 0 9 1 0 8 0 5 1 7
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

灯 火 具 3 4 4 6 2 6 0 8 1 2 5 4 6 1 2 0 3 6 8 5 8 5 2 2 2 0 4 5 5 9
火 具 1 7 6 4 0 7 0 l l 5 9 4 1 4 2 4 4 0 0 l l 5 9 3

化 粧 具 0 1 9 4 2 2 7 0 4 2 1 0 8 2 6 0 0 1 4 2
神 仏 具 0 5 6 9 3 7 6 0 9 4 5 7 2 2 1 1 1 0 0 3 3 8
喫 煙 具 0 2 7 9 5 5 0 3 3 4 0 1 4 8 1 5 0 1 6 3
調 度 具 10 1 6 1 7 8 6 4 1 7 1 7 7 1 0 8 3 3 1 2 1 1 2 3

蓋 4 7 3 1 3 7 5 6 9 1 3 7 5 4 1 2 2 1 2 8 2 4 9 2 2 3 9 1
合 計 4 1 8 3 2 1 9 1 8 5 9 3 7 1 2 3 3 2 1 6 1 5 5 1 0 1 7 2 4 6 4 0 6 2 9 3 2 6 9 1 1

表 1 1 近 世 遺 構 出 土 陶 磁 器 類 集 計 表 (1)
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番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 P L

1 111 鉄釉 瀬

2 112 鉄釉+灰釉流し掛け 瀬

3 112 鉄釉+灰釉流し掛け 瀬

4 136 灰釉 五輪花(高台内トチン痕3ヶ所 瀬 20+31
5 132 鉄絵+灰釉 内面唐草文 瀬

6 411 長石釉 内面トチン痕3ヶ所 瀬 28

7 411 その他 34

8 411 底部糸切り痕 その他

9 411 長石釉 瀬 20

番 号 器 種 成形)調整等 備 考 産地 P L

10 143 灰釉 陰刻文 瀬

ll 233 鉄釉 瀬 29

12 213 その他 43

13 014 常

14 112 染付 草花文.高台砂目痕あり 肥

15 234 .鉄釉 瀬

16 332 外面赤色・内面榎 常 40

17 111 鉄釉 窯変あり 瀬

18 143 灰釉.鉄釉 瀬

図101近世井戸出土陶磁器類実測図
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用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 17 0 0 1 7 0 1 5 0 0 1 5
梶 0 7 0 0 7 0 7 0 0 7

小 椀 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
皿 0 1 0 0 0 1 0 0 7 0 0 7
鉢 0 0

調 理 具 0 0 0 0 0 2 1 0 0 3 1
鍋 . 釜 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

鉢 0 0
擂 鉢 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
瓶 0 0

そ の 他 0 0
貯 蔵 具 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

瓶 0 0
iまE 0 0

甕 A 0 0
蛮 B 0 0
鉢 0 0

そ の 他 0 0
灯 火 具 8 1 4 0 0 2 2 2 5 3 0 0 2 8

蓋 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
合 計 8 3 1 0 0 3 9 2 7 2 0 0 0 4 7

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 2 1 0 3 0 1 0 3 0 1 3

椀 0 1 1 0 2 0 4 2 0 6

小 椀 0 0

皿 0 1 0 0 1 0 6 1 0 7

鉢 0 0

調 理 具 0 1 0 0 1 1 2 0 0 3

鍋 . 釜 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

鉢 0 0

擂 鉢 0 1 0 0 1 0 2 0 0 2
柄 0 0

そ の 他 0 0
貯 蔵 具 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

瓶 0 0
i璽 0 0

甕 A 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

甕 B 0 0

鉢 0 0

そ の 他 0 0

灯 火 具 1 0 0 0 1 3 0 0 0 3

合 計 1 3 1 0 5 4 1 3 3 0 2 0

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 2 4 1 0 2 5 0 1 0 2 0 1 2
梶 0 1 0 0 0 1 0 0 3 0 0 3

小 椀 0 0

皿 0 1 3 0 0 1 3 0 4 1 0 5
鉢 0 1 1 0 2 0 3 1 0 4

調 理 具 2 1 0 0 3 4 5 0 0 9

鍋 . 釜 2 0 0 0 2 4 0 0 0 4

鉢 0 0

捨 鉢 0 1 0 0 1 0 5 0 0 5

瓶 0 0

そ の 他 0 0

貯 蔵 具 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1

瓶 0 0
.ニ土亡等E 0 0

蛮 A 0 0
蛮 B 0 0
鉢 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1

そ の 他 0 0

灯 火 具 7 0 0 0 7 9 0 0 0 9

調 度 具 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

合 計 9 2 6 1 0 3 6 1 3 1 7 2 0 3 2

表12近世井戸出土陶磁器類集計表
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用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数
土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 6 0 0 6 0 5 0 0 5
椀 0 5 0 0 5 0 2 0 0 2

小 椀 0 0
皿 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2
鉢 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1

調 理 具 0 1 0 0 1 0 2 0 0 2
鍋 . 釜 0 0

鉢 0 0
擂 鉢 0 1 0 0 1 0 2 0 0 2
柄 0 0

そ の 他 0 0
貯 蔵 具 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

瓶 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
=土ご"m 、 0 0

甕 A 0 0
甕 B 0 0
鉢 0 0

そ の 他 0 0
灯 火 具 3 3 0 0 0 3 3 1 4 0 0 0 1 4
火 具 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2
合 計 3 3 7 0 0 4 0 1 4 9 0 0 2 3

表13 SD402出土陶磁器類集計表
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番 号 器 種 成形.調整等 備 考 産地 P L

19 111 鉄釉+灰釉 瀬 22

20 411 底部糸切り 内面煤付着 その他

21 518 口縁内面側煤付着 常

番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 P L

22 233 鉄釉 瀬

23 314 その他

24 143 鉄釉・緑釉.長石釉 瀬

図102 SD402出土陶磁器類実測図
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SD104 :本遺構の時期は大きく2時期に区分され、埋土上層は18世紀前葉に、下層は17世紀の第3四半

期に比定される。

本遺構出土の遺物は口縁部破片数で703点、総個体数68.25個体である。この内供膳具が54.

8%、個体数34.67個体出土しており、平均値を上回っている。これに対し、灯火具が32.3%、

個体数20.42個体と、割合としては依然多くを占めてはいるが、この時期以前の遺構の比率と比

較した場合、やや低下の傾向を読み取ることができる。このことは土器製品の占有率が25.8%

に低下している要因となっている。この反面、磁器の占有率が11.4%と上昇傾向にあり、この

点に関しては近世的遺物組成の一面を表していると思われる。併せて副次的生活様式に関する

遺物群が2%の出土に留まっているということも、上記の側面を補強すると考えられる。

器種別比率を考えた場合、供膳具の椀と皿の比率が1 : 1.02とその差を縮め、調理具におけ

る鍋の割合が擂鉢と比較すると1 :0.81と従来になく低くなっている点が注目される。また貯

蔵具では甕Aに分類された常滑産の甕が1個出土しており、稔個体数から考えれば多いと思わ

れる。

図103 SD104出土陶磁器類の用途組成



㌢ノ′′.

eif.養

覇

34T

欄 馳im 腐 43T

番 号 器 種 成形 .調整等 備 考 産地 P L

25 11 1 鉄釉 瀬

26 112 鉄釉+ 灰釉流し掛け 瀬 22

27 112 灰釉 瀬

28 13 1 鉄絵+ 長石釉 高台内無釉 瀬 2.5

29 132 長石釉 見込印花 瀬

30 13 2 内面輪ハゲ)長石釉 瀬 40
30

3 1 13 4 鉄釉+ 灰釉 花文 .底部煤付着 瀬 30

32 14 6 鉄釉 瀬 31

33 14 7 長石釉 内面鉄絵 瀬

34 14 7 織部 白土ね りこみ (ア ミ部) 瀬 31+28

番 号 器 種 成形 .調整等 備 考 産地 P L

35 14 7 織部 つる革文to ) - 馬文 瀬 29

36 13 1 呉須絵 埠 31

37 3 15 鉄釉 灰釉筆書 き 瀬

38 13 1 長石釉 高台内釉ふきとり 瀬

39 4 11 底部糸切 り 口縁 ・底部油煙付着 不

40 4 11 灰釉 油煙付着 瀬

41 42 0 灰釉 瀬 23

42 23 3 鉄釉 瀬

43 23 4 鉄釉 港

44 93 2 鉄釉 瀬 42

図104 SDI04下層出土陶磁器類実測図
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番 号 器 種 成 形 . 調 整 等 備 考 産 地 P L

4 5 1 1 1 鉄 釉 瀬 2 2

4 6 1 1 1 鉄 釉 + 灰 釉 瀬

4 7 1 1 2 灰 釉 京

4 8 1 1 2 長 石 釉 瀬 2 2

4 9 1 1 2 鉄 釉 + 灰 釉 瀬 2 2

5 0 1 1 5 鉄 釉 瀬 2 3

5 1 1 1 5 染 付 うづ 文 + 竹 文 肥

5 2 1 1 2 赤 絵 肥 1 8

5 3 1 2 5 灰 坤 瀬 2 4

番 号 器 種 成 形 . 調 整 等 備 考 産 地 P L

5 4 1 2 5 染 付 M 肥

5 5 1 2 5 17 C 後 半
白磁 肥

5 6 1 2 2 赤 絵 ～毎.老文 肥 2 7+2 8
5 7 1 3 1 染 付 肥 2 5

5 8 1 3 1 染 付 肥 28 +35 +2 6
5 9 1 3 2 見 込 輪 ハ ゲ 17 C 後 半

青 磁 肥 2 7 +

6 0 1 3 1 染 付 肥 2 6

6 1 1 3 2 灰 釉 + 銅 緑 釉 17 C
見込 胎 土 日痕 肥

6 2 1 3 2 灰 釉 17 C白～尼 肥 2 9

図105 S DI04上層出土陶磁器類実測図(1)
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番号器種成形・調整等 備 考 産地PL

63 132 灰釉1650年代 瀬

64 135 灰釉+銅緑釉 瀬

65 141 染付 肥 28

66 145 青花 中 31

67 143 1630-40年代青磁1結び)級 肥 29

68 242 鉄釉+灰釉 瀬 33

69 40～手軽ね 焼成後穿孔 不 38

70 411 灰釉 港

71 411 底部糸切り 不

番号器種成形・調整等 備 考 産地PL

72 411 長石釉油煙付着 瀬

73 722 鉄釉 瀬 43
27

74 721 鉄釉 港

75 721 染付17C後半
山水文 肥

76 813 匣の転用か 瀬 39

77 630 灰釉 瀬 34

78 016 灰釉+呉須絵+鉄絵松文 京 35
34+39

79 014 17C後半
白磁 肥 23

80 013 鉄釉+灰釉流し掛け 瀬 43
26

図106 S DI04上層出土陶磁器類実測図(2)
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S D106 :本遺構の時期は17世紀の第3四半期から18世紀前葉に位置づけられる。

本遺構出土の遺物は口縁部破片数で550点、稔個体数55.83個体である。この内供膳具が20.67

個体で全遺物中の38.8%を占める。この割合は近世の用途別割合の平均値に近い数値である。

これに反し、近世の平均値では20%にとどまっている灯火具がこの遺構では50.4%、個体数26.

83個体にのぼっており、うち84.8%が土器皿によって占められている。更にこの点が影響し、

土器皿は出土遺物全体の42.1%を数え、磁器は僅か3.0%に過ぎない。

また、この遺構からは化粧具・喫煙具・調度具が口縁部破片8点、個体激0.67個体と極めて

少量の出土に留まっていることも注目される。

器種別の出土比率を見た場合、供膳具では椀:皿=1 : 1.46と皿が依然として椀を上回ってい

ることが看取される。また鉢の出土量が椀、皿に比して多い点も注目される。調理具において

は、鍋.釜に比して本遺構では、擂鉢が多く出土している。

二--- --- _-_fbニーーーー<-一薬-≡ 、-f

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 □ 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 2 3 1 1 7 0 2 4 8 0 2 2 9 2 8 0 2 5 7

棉 0 一 8 8 1 4 0 1 0 2 0 8 3 1 9 0 1 0 2

小 椀 0 1 8 0 0 1 8 0 9 0 0 9

皿 0 8 0 2 0 8 2 0 8 1 8 0 8 9

鉢 0 4 5 1 0 4 6 0 5 6 1 0 5 7

調 理 具 6 1 5 0 0 2 1 2 3 4 9 0 0 7 2

鍋 , 釜 6 0 0 0 6 2 3 0 0 0 2 3

鉢 0 0

擂 鉢 0 1 5 0 0 1 5 0 4 9 0 0 4 9

瓶 0 0

そ の 他 0 0

貯 蔵 具 3 3 2 0 0 3 5 1 l l 0 0 1 2

瓶 0 1 2 0 0 1 2 0 1 0 0 1

=土亡:壁: 0 1 3 0 0 1 3 0 5 0 0 5

甕 A 0 6 0 0 6 0 3 0 0 3

甕 B 3 1 0 0 4 1 2 0 0 3

鉢 0 0

そ の 他 0 0

灯 火 具 2 7 3 4 9 0 0 3 2 2 1 5 4 3 4 0 0 1 8 8

火 具 0 5 0 0 5 0 4 0 0 4

化 粧 具 0 0

神 仏 具 0 0

喫 煙 具 0 2 0 0 2 0 2 0 0 2

調 度 具 0 6 0 0 6 0 6 0 0 6

蓋 0 2 8 3 0 3 1 0 7 2 0 9

合 計 2 8 2 3 6 8 2 0 0 6 7 0 1 7 8 3 4 2 3 0 0 5 5 0

表 1 5 S D 1 0 6 出 土 陶 磁 器 類 集 計 表
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番号器種成形(調整等備考産地PL

81111 長石釉 瀬22

82112鉄釉+灰釉流し掛け体部下半・高台鉄化粧瀬27

83112鉄釉+灰釉流し掛け 瀬22

84116 灰釉 瀬3523
85122 長石釉 瀬29

86122 灰釉 瀬24

87123 鉄釉 瀬25

88141 長石釉 瀬

89124 長石釉 瀬

90131見込輪ハゲ)灰釉 瀬

91132 長石釉 瀬

番号器種成形・調整等備考産地PL

92134 長石釉 瀬

93136 長石釉 瀬

94131 赤絵 中28

95147 織部菊花文・同心円文瀬

96147 織部鉄絵(花唐草) 瀬31

97.410手軽ね 不

98013 灰釉 瀬

99411底部糸切り 不

100411底部糸切り 不

101019 長石釉かえし部煤付着瀬

102424 長石釉油煙付着 瀬

図108 SDI06出土陶磁器類実測図(1)
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番号器種成形.調整等備考産地PL

103143灰釉+銅緑釉 瀬

104143灰釉+銅緑釉 瀬29

105143灰釉+銅緑釉波状文.見込印花瀬

106143 灰釉鉄絵(草花文) 瀬29

107340 不

番号器種成形・調整等備考～産地PL

108322 灰釉底部煤付着・古瀬戸瀬36

109233 鉄釉 瀬

110315鉄釉+灰釉筆描き 瀬

111517 鉄釉 瀬39

112331 常

図109 SDI06出土陶磁器類実測図(2)
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SK210 :本遺構の時期は17世紀の第3四半期であると考えられる。

本遺構出土の遺物は口縁部破片数で466点、給個体数58.50個体である。この遺構は供膳具が

全体の64.4%、 32.58個体を占め、次いで灯火具が20.4%、 10.3個体を占める。併せて化粧具.

神仏具が出土しておらず、喫煙具もわずか0.3%であることは戦国時代の遺物組成に近いと考え

ることができる。このことは椀:皿-1 :2.19であることからも理解しうる。

反面、土器製品が12.1%に減少し、代わって磁器が16.5%に増加している点から近世的遺物

組成を読みとることが出来る。

一二N. --JLf丁≒≡≡亘--)I-

)用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 汁 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 2 8 5 1 0 6 0 3 9 1 0 2 0 1 8 9 0 2 9 0
梶 0 4 6 5 1 0 9 7 0 4 5 4 1 0 8 6

小 椀 0 7 1 0 0 1 7 0 2 1 0 0 1 2

皿 0 2 1 6 4 3 0 2 5 9 0 1 2 5 3 4 0 1 5 9

鉢 0 1 6 2 0 1 8 0 2 9 4 0 3 3

調 理 具 1 5 1 4 0 0 2 9 1 5 2 8 0 0 4 3

鍋 , 釜 1 5 0 0 0 1 5 1 5 0 0 0 1 5

鉢 0 1 0 0 1 0 3 0 0 3

擂 鉢 0 l l 0 0 l l 0 2 4 0 0 2 4

瓶 0 2 0 0 2 0 1 0 0 1

そ の 他 0 0

貯 蔵 具 0 4 1 0 0 4 1 0 1 4 0 0 1 4

価 0 2 0 0 2 0 1 0 0 1
=ヒ璽 0 3 6 0 0 3 6 0 9 0 0 9

甕 A 0 3 0 0 3 0 4 0 0 4
甕 B 0 0

鉢 0 0

そ の 他 0 0

灯 火 具 7 0 5 4 0 0 1 2 4 6 5 2 6 0 0 9 1

火 具 0 4 0 2 6 0 6 0 2 8

化 粧 具 0 0

神 仏 具 0 3 1 0 0 1 3 0 5 1 0 6

‐蝣Jim li-.・ ≡ 0 3 0 0 3 0 1 0 0 1

調 度 具 0 0

蓋 0 9 5 0 0 9 5 0 1 2 1 0 1 3

合 計 8 5 4 9 9 1 1 6 2 7 0 2 8 0 2 9 3 9 1 2 4 6 6

表 1 6 S K 2 1 0 出 土 陶 磁 器 類 集 計 表
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香 . 号 器 種 成 形 ・調 整等 備 考 産 地 P L

1 13 11 1 鉄釉 瀬

1 14 11 1 鉄釉 高 台内墨 書痕 瀬 22

1 15 11 1 長 石釉 + 鉄絵 つ た文 瀬 22

1 16 112 青磁 ・雲文 肥 22

1 17 112 赤絵 峰文 肥

1 18 112 赤絵 花文+ 圏線・圏線 肥

1 19 116 鉄釉 肥

12 0 112 赤絵 肥

12 1 112 染付 ねじり花文 肥 18

12 2 115 鉄釉 千段 巻風 瀬

*^H&-

番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 P L

123 114 鉄釉 瀬

124 112 染付 ぶどう文 肥 18

125 112 染付 1640年代 肥

126 125 染付 松と竹文+「大明成化年製」・梅文 肥

127 112 灰釉 瀬

128 122 染付 (「大明」) 肥

129 122 灰釉 瀬

130 131 長石釉 瀬 30

131 131 染付・吹き付け 1640- 肥 26

132 131 染付 肥 27

図Ill SK210出土陶磁器類実測図(1)
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番 号 器 種 成 形 ・調整 等 備 考 産地 P L

133 132 鉄釉+ 灰釉流し掛け 京 30

134 131 灰 釉 瀬

135 132 内面輪ハゲ.灰釉 瀬

136 132 灰 釉+ 鉄 絵 瀬 26

137 132 灰 釉 瀬 30

138 132 灰 釉 瀬

139 132 染付 肥

番 号 器 種 成形 . 調整 等 備 考 産地 P L

140 132 染付 蓮花文 肥 26

141 137 長石 釉 瀬 40

14 2 135 灰釉 + 銅 緑釉 菊花文 瀬 30

14 3 143 灰釉 瀬

14 4 143 灰釉 + 鋼 緑釉 高 台内煤付 着 瀬

145 143 灰釉+ 鉄釉+ 銅緑釉 瀬 29

図112 SK210出土陶磁器類実測図(2)
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番 号 器 種 成形 (調整 等 備 考 産地 P L

146 137 肥

147 136 染 付 肥 3 0

148 132 15買電 笠0年代 型押 し 中

149 142 肥

150 411 底部糸 切 り 不 38

15 1 411 底部糸 切 り 油煙付 着 不

15 2 411 長石 釉 瀬 38

153 411 灰 釉 瀬 30

154 411 輪ハ ゲ.長石 釉 瀬 2 5

155 421 鉄 釉 口縁 無釉 瀬

156 321 鉄 釉 瀬 36

遍Il i

門61T

162T 163T

167T

番 号 器 種 成形.調整等 備 考 産地 P L

157 322 鉄釉 瀬 36

158 321 口縁灰釉)休部鉄釉 瀬

159 721 灰釉 瀬

160 324 鉄釉 瀬

161 320 鉄釉 瀬

162 324 鉄釉 瀬

163 000 鉄釉 瀬 42

164 011 鉄釉 瀬 43

165 013 鉄釉 瀬 43

166 013 鉄釉 瀬 43

167 016 鉄釉 瀬

図113 S K210出土陶磁器類実測図(3)
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番号器種成形.調整等 備 考 産地PL

168 233 鉄釉 瀬

169 234 鉄釉 瀬

170 234 鉄釉 瀬

171 210 不

172 211 不

番号器種成形・調整等 備 考 産地PL

173 221 鉄釉 瀬

174 521 常

175 518 常

176 332 常

図114 S K210出土陶磁器類実測図(4)
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S K209 :本遺構の時期は17世紀末に比定される。

この遺構は出土遺物の総量が少なく、統計的な処理によって正確な比率が導き出されるとは

言いがたい側面を有していることを考慮に入れる必要があると思われる。この事を前提として

以下遺物比率を見てみると、供膳具・灯火具が35.2%、 2.08個体を占め、他の遺構同様この2

用途が中心と成っていることが理解される。これに対し調理具が11.3%、貯蔵具が14.1%と17

世紀第3四半期の遺構と比較するとその割合を増加させている。さらに貯蔵具のうち甕Aに分

類した常滑産の甕が90%を占めている点は注目に値する。

器種別の比率を見てみると、供膳具の椀と皿は1 : 1.27と同数に近づき、調理具では擂鉢:

鍋が1 : 2となり近世の平均値に近づきつつある。この事は遺物の組成が戦国時代の様相と異

なりはじめていることを示している。但し、化粧具.喫煙具・調度具の出土がないが、これは

貯蔵具が多くを占める本遺構の立地に左右されている可能性が高い。

頼,皮具
図115 SK209出土陶磁器類の用途組成

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 15 1 0 0 2 5 0 1 2 7 0 .1 9

梶 0 5 4 0 9 0 3 3 0 6

小 椀 0 0 2 0 2 0 0 1 0 1

皿 0 10 4 0 1 4 0 8 3 0 l l
鉢 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

調 理 具 2 6 0 0 8 1 5 1 0 0 0 2 5
鍋 , 釜 2 0 0 0 2 1 5 0 0 0 1 5

鉢 0 2 0 0 2 0 3 0 0 3

擂 鉢 0 1 0 0 1 0 6 0 0 6

柄 0 3 0 0 3 0 1 0 0 1

そ の 他 0 0

貯 蔵 具 1 9 0 0 1 0 1 6 0 0 7

柄 0 0

.ゴビ等E 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1

甕 A 0 9 0 0 9 0 6 0 0 6

甕 B 0 0
鉢 0 0

そ の 他 0 0
灯 火 具 1 9 6 0 0 2 5 24 6 0 0 3 0

火 具 0 2 0 0 2 0 2 0 0 2

化 粧 具 0 0

神 仏 具 0 1 0 0 1 0 2 0 0 2

喫 煙 具 0 0

調 度 具 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2
蓋 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1

合 計 22 4 0 10 0 72 4 0 4 1 7 0 88

表 17 S K 209 出土 陶磁 器類 集 計表
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番号器種成形.調整等備考産地PL

177112灰釉 瀬

178112染付巌敷に庭肥18

179112鉄釉 瀬22

180122 17C末~18C初
白磁肥

181131灰釉+呉須タンパン 瀬

182132染付 肥26

183132灰釉17C前半肥

184221鉄釉 瀬

185411 不

#̂器種成形.調整等備考産地PL

186411底部糸切り 不38

187411鉄釉口縁油煙付着瀬

188324鉄釉+化粧掛 瀬

189014 17C後半
青磁肥

190234鉄釉 瀬

191211 不

192950灰釉+鉄釉流し掛け 瀬

193332 常

図116 SK209出土陶磁器類実測図
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S K021 :本遺構の時期は18世紀前葉に比定される。

この遺構からの出土遺物は、口縁部破片数で216点、稔個体数で20.5個体が出土している。用

途別の割合は供膳具が11.25個体、 55.1%、調理具が0.92個体、 4.5%、貯蔵具が0.17個体、 0.

8%であり、貯蔵具が極端に少ないことがみて取れる。これは器種において、貯蔵具が壷の口縁

部破片2点のみの出土に留まっていることが最大の要因であると思われる。これに対し灯火具

が6.17個体、 30.2%と同時期の遺構に比してやや多めである。また化粧具、神仏具の出土が見

られない。さらに蓋が1点のみの出土に留まっていることは特筆すべき点である。各器種に対

応する遺物であるが故に、常に一定の比率で出土していたが、それが出土を見ないということ

は、対応する器種の使用が少ないと言えるのではなかろうか。

また器種の組成については、椀:皿=1.26 : 1と椀の比率が低下している。また調理具は比率

から判断すると、鍋の使用が少ない事が要因と思われる。

毎l具
図117 SK021出土陶磁器類の用途組成

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 1 15 2 0 0 1 3 5 0 6 7 2 1 0 88

梶 0 57 4 0 6 1 0 3 9 6 0 4 5

小 椀 0 0 7 0 7 0 0 5 0 5

皿 0 4 6 8 0 5 4 0 2 2 9 0 31

鉢 0 12 1 0 1 3 0 6 1 0 7

調 理 具 3 8 0 0 l l 2 9 1 5 0 0 4 4

鍋 . 釜 3 0 0 0 3 2 9 0 ▼0 0 2 9

鉢 0 3 0 0 3 0 4 0 0 4

擂 鉢 0 5 0 0 5 0 ll 0 0 ll

瓶 0 0
そ の 他 0 0

貯 蔵 具 0 2 0 0 2 0 1 0 0 1

瓶 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

士蛋 0 2 0 0 2 0 1 0 0 1

甕 A 0 0

甕 B 0 0

鉢 0 0

そ の 他 0 0

灯 火 具 3 1 4 3 0 0 74 5 8 9 0 0 6 7

火 具 2 8 0 0 10 2 9 0 0 l l
化 粧 具 0 0
神 仏 具 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
喫 煙 具 0 1 0 0 0 10 0 1 0 0 1

調 度 具 0 3 0 0 3 0 2 0 0 2

蓋 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1

合 計 3 6 1 9 0 20 0 24 6 8 9 1 06 2 1 0 2 1 6

表 18 S K 021 出土 陶磁器 類集 計 表
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番 号 器 種 成形 . 調整等 備 考 産地 P L

194 112 灰釉 瀬

195 113 灰釉+鉄釉筆塗り へ コミ5 ヶ所(*) 瀬

196 112 灰釉+ 呉須絵 17C後半 肥

197 112 灰釉 + 鉄絵 瀬 18

198 112 長石釉 + 鉄絵 丸文 瀬 18

199 112 長石釉+ 鉄絵 つた文 瀬 22

200 125 染付 草花文 肥 26

201 131 輪ハゲ 17C後半 肥

202 132 染付 牡丹唐草文 肥

番 号 器 種 成形 (調整等 備 考 産地 P L

203 134 灰釉+ 鉄絵 笹文 瀬 28

204 141 灰釉 瀬

205 813 灰釉+鉄釉流し掛け 火入れ転用 瀬 18

206 411 灰釉 瀬

207 411 底部糸切 り 口綾部油煙付着 不

208 411 灰釉 内外面油煙 瀬

209 234 鉄釉 瀬

210 311 長石釉+ 鉄釉
ス

瀬 34

211 518 内面煤付着 常

図118 SK021出土陶磁器類実測図
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SK401 :本遺構の時期は17世紀の第3四半期であると考えられる。

本遺構出土の遺物は口縁部破片数で572点、総個体数44.33個体である。一見して理解し得る

点は、供膳具と灯火具が22.7%、 69.7%と最も多いことである。このうち灯火具については、

98.9%が土器皿であり、この事が全体の比率にも影響を及ぼし、この遺構では72.9%が土器に

拠って占められている。また、化粧具・喫煙具・調度具が未出土である点も注目される。

以上の面から本遺構の遺物組成は戦国時代のそれに類以しており、前代の様相を色濃く残す

遺構であると考えることができる。但し、戦国時代においては従来から椀:皿=1 : 2と言われ

ているが、この遺構では椀:皿-1 : 1.56とややその比率差が接近してきており、新しい時代の

様相と考えられる側面も有しており、注目に値する。

==E=≡二(≡ ≒…--三享… sw‐∴tl

図119 SK401出土陶磁器類の用途組成

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 一 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 88 3 0 0 1 1 8 0 9 2 4 3 0 1 3 5
梶 0 2 2 7 0 2 9 0 2 8 2 3 0 5 1

小 椀 0 0 1 2 0 1 2 0 0 9 0 9
皿 0 5 8 6 0 6 4 0 4 9 7 0 5 6
鉢 0 8 5 0 1 3 0 1 5 4 0 1 9

調 理 具 6 8 0 0 1 4 1 3 1 6 0 0 2 9

鍋 . 釜 6 0 0 0 6 1 3 0 0 0 1 3

鉢 0 0

擂 鉢 0 8 0 0 8 0 1 5 0 0 1 5

瓶 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

そ の 他 0 0

貯 蔵 具 0 2 1 2 0 1 4 0 3 4 0 7

価 0 0 1 2 0 1 2 0 0 4 0 4

=お里 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1
甕 A 0 1 0 ‐ 0 1 0 2 0 0 2
甕 B 0 0
鉢 0 0

そ の 他 0 0
灯 火 具 35 4 8 0 0 3 6 2 3 8 8 5 0 0 3 9 3

火 具 0 1 0 0 0 1 0 0 4 0 0 4
化 粧 具 0 0

神 仏 具 0 1 0 0 1 0 2 0 0 2

喫 煙 (具 0 0
調 度 具 0 0

蓋 0 1 3 0 0 1 3 0 2 0 0 2
合 計 3 6 0 1 3 0 4 2 0 5 3 2 4 0 1 1 2 4 4 7 0 5 7 2

表 19 S K 4 0 1 出 土 陶 磁 器 類 集 計 表
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番 号 器 種 成形 (調整等 備 考 産地 P L

2 12 111 鉄釉 瀬 2 2

2 13 112 灰釉 + 鉄絵 蔦文 瀬

2 14 112 長石釉 瀬

2 15 112 赤絵 梅と菊文 肥

2 16 112 染付 網目文 肥

2 17 125 肥

2 18 125 染付 草花文 肥

2 19 131 染付 1630 - 164 0年代
ねじり花文 肥

22 0 135 灰釉 瀬

22 1 135 灰釉+ 銅緑釉 菊花文 瀬

番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 P L

2 22 132 灰釉 瀬

2 23 013 鉄釉+灰釉流し掛け 瀬 44

2 24 324 鉄釉 瀬

2 25 518 ヘラ刻み 常

2 26 143 灰釉+鉄釉・銅緑釉 キビ文 瀬 29

2 27 234 鉄釉 瀬

2 28 315 染付 1650 - 167 0年代
網目文・高台畳付砂米立付着 肥

2 29 41 1 不

2 30 41 1 口縁油煙付着 不

2 31 41 1 不

図120 SK401出土陶磁器類実測図
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S K304 :本遺構の時期は18世紀前葉に比定される。

本遺構の出土遺物は口縁部破片数で1077点、捻個体数で142.5個体である。このうち供膳具が

68.5個体、 50.7%と全体の約半数を占め、調理具8.0個体、 5.9%、貯蔵具5.38個体、 4.3%を併

せると約6割に達する。ついでやはり灯火具が35.33個体、26.1%と多くを占めている。さらに、

化粧具・喫煙具・調度具を併せれば、 10.83個体、 7.6%を有し、これらの比率はほぼ近世の平

均値に等しいものである(平均値は供膳具.調理具・貯蔵具で56.0%、灯火具が19.8%、化粧

具・喫煙具・調度具で8.0%)。また磁器が28.58個体、 20.1%と増加しており、これらの点から

用途にみる組成は近世の標準的な比率をみせている。

器種毎の比率で見た場合、供膳具では椀と皿が2.36 : 1となり、やはり近世的様相を窺うこ

とができる。また調理具で考えた場合、擂鉢:鍋・釜が1 :2.86とこれも平均値(1 :2.95)に

近い数値を見せており、先に見たことを補強し得ると思われる。

二二＼、二二1-=二一一二=_二三三≒三癖一二;二二:-_-_
図121 SK304出土陶磁器類の用途組成

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計
供 膳 具 0 5 5 7 2 65 0 8 22 0 4 05 1 63 0 5 68

梶 0 3 3 6 1 37 0 4 73 0 2 69 81 0 35 0
小 椀 0 1 6 54 0 70 0 5 38 0 4 3
皿 0 1 6 7 63 0 2 30 0 82 32 0 1 14
鉢 0 3 8 ll 0 4 9 0 4 9 12 0 6 1

調 理 具 63 3 3 0 0 96 1 36 4 0 0 0 17 6
鍋 , 釜 63 0 0 0 63 13 6 1 0 0 13 7

鉢 0 l l 0 0 ll 0 1 0 0 0 1 0
擂 鉢 0 2 2 0 0 22 0 2 9 0 0 2 9
瓶 0 0

そ の 他 0 0
貯 蔵 具 0 5 2 18 0 7 0 0 1 3 3 0 1 6

瓶 0 4 1 0 0 4 1 0 4 0 0 4
士璽 0 3 1 2 0 1 5 0 2 1 0 3

甕 A 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
甕 B 0 2 0 0 2 0 2 0 0 2
鉢 0 6 6 0 1 2 0 4 2 0 6

そ の 他 0 0
灯 火 具 2 9 2 1 3 2 0 0 4 2 4 1 7 6 3 4 0 0 2 1 0
火 具 1 2 2 8 0 0 4 0 9 1 9 0 0 2 8

化 粧 具 0 4 8 0 0 4 8 0 7 0 0 7
神 仏 具 0 22 1 8 0 4 0 0 9 l l 0 20
喫 煙 具 0 2 1 2 1 0 4 2 0 l l 4 0 15
m m 享 ≡ 0 4 0 0 0 4 0 0 1 9 0 0 19

蓋 0 6 7 2 1 0 8 8 0 1 2 6 0 18
合 計 3 6 7 10 0 0 3 4 3 0 1 7 10 3 2 1 5 6 9 1 8 7 0 1 0 77

表 20 S K 30 4 出土陶磁 器類 集計 表



番 号 器 種 成形 .調整等 備 考 産地 P L

232 112 灰釉+ 呉須絵 唐草文 瀬 18

233 112 灰釉+ 呉須絵 唐草文 瀬

234 112 染付 肥 18

235 112 灰釉+ 呉須絵 唐草文 瀬 22

236 112 灰釉+ 呉須絵 山水文 瀬 18

23 7 112 灰釉+ 呉須絵 17C 末
楼閣山水文1「新」(刻印) 肥 18

238 112 透明釉 刷毛目 肥 22

239 118 鉄釉+ 灰釉 瀬

240 112 赤絵
18C 前半 京 18

24 1 116 透明釉 刷毛目 肥

242 111 鉄釉 瀬 22

「二三=二

番号器種成形.調整等備 考産地PL

243110 透明釉▼12:
荒～韮毒昌SKSttES 肥21

244115 灰如 瀬23

245122 長石釉 不24

246112 染付18C後半
雨降文 肥18

247122灰釉+呉須絵幾何文 瀬18

248122 染付 肥26

249126 染付 肥25

250125 17C後半
白磁)角福 肥

251116 染付 肥26

252125 染付iwîaiM:、
脆1ーノ「シ、

肥25

253131灰釉+呉須絵17C未「「村中」金」.山水文 肥

図122 S K304出土陶磁器類実測図(1)
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番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 P L

254 131 灰釉 瀬

255 131 灰釉+鉄釉 花唐草文(スリ絵) 瀬 26

256 131 染付 肥 26

257 131 染付 17C後半 肥 26

258 136 灰釉 瀬

259 141 染付 草花文+花文 肥 31

260 411 底部糸切り 不

261 411 灰釉 肥

番 号 器 種 成形.調整等 備 考 産地 P L

262 411 底部糸切り 油煙付着 不

263 411 底部糸切り 油煙付着 不

264 411 底部糸切り 油煙付着 不

265 411 鉄釉 瀬 38

266 411 内外面油煙付着 不

267 143 灰釉+銅緑釉タンパン 瀬 29

268 143 灰釉+ 鉄絵 きびに蔦文 瀬 29

図123 S K304出土陶磁器類実測図(2)
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番号器種 成形.調整等 備 考 産地PL

269 351 灰釉+呉須絵草文 瀬 35

270 014 灰釉漆継ぎ痕 瀬

271 014 染付山水文 肥 44

272 321 染付
山水文

肥 34

273 317 鉄釉 瀬 35

274 721 灰釉 瀬 41

275 016 灰釉+鉄絵菊花文 瀬 44

276 622 灰釉+鉄絵菊流水文 瀬 39

277 630 灰釉+鉄絵 (草花文?) 瀬 35

278 721 染付 肥 41
40

番号器種 成形・調整等 備 考 産地PL

279 811 鉄釉+灰釉 瀬 41

280 422 鉄釉 瀬

281 821 鉄釉+灰釉 瀬

282 821 肥 42

283 932 鉄釉+灰釉 瀬 40

284 932 鉄釉+灰釉 瀬 40

285 73- 染付18C前半
im陣文 肥 35

286 73ー 染付幾何文 肥 41

287 922 鉄釉 瀬 33

288 961 灰釉+鉄釉桜文 瀬 42

図124 S K304出土陶磁器類実測図(3)
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番 号 器 種 成形 (調整等 備 考 産地 P L

289 210 不

290 211 外面煤付着 不 32

29 1 221 灰釉 瀬

292 312 火タスキ 備 33

293 311 鉄釉+ 灰釉 瀬 33

番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 P L

294 23 5 鉄釉 瀬

295 72 1 鉄釉+ 灰釉 瀬 39

2 96 143 灰釉 瀬 43

2 97 5 18 無釉 常 39

2 98 51 1 鉄釉 長方形 瀬 39

図125 S K304出土陶磁器類実測図(4)

-142-



S K211 :本遺構の時期は18世紀前葉に比定される。

この遺構からの出土遺物は口縁部破片数307点、総個体数30.08個体である。この内供膳具が

13.08個体、 49.7%と最も多くを占め、調理具が2.08個体、 8.0%、貯蔵具が1.58個体、 6.0%で

ある。この3着で全遺物の半数以上を占めている。次いでこの遺構では割合的には灯火具が7.

17個体、 27.2%に達するが、江戸時代当初に比すればその割合は低下している。このことが土

器製品の割合を17.7%と大幅に減少させたことの要因になっている。その反面、陶器が75.9%

と圧倒的多数を占めるようになっている。

器種別に見た場合、供膳具では椀と皿の比率が2.04 : 1と逆転し、椀の使用量が明確に増加

していることが理解できる。この点を鉢を含めて考えてみると、椀と鉢の比率は8.91: 1と近

世の平均値13.18: 1より比率差が小さく、皿:鉢は4.36: 1と平均値の5.19: 1に近い比率を

示す。このことからして、供膳具に占める椀・皿・鉢の使用量のうち、この時点で椀は未だ増

加の途中にあり、皿・鉢は比率的には近世の平均的使用量に近づいているとすることが可能で

あると言える。

また調理具では鍋・釜が88%と他の器種を圧倒している。

図126 S K211出土陶磁器類の用途組成

用 途

供 膳 具

器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

0 1 4 0 1 7 0 15 7 0 13 6 6 0 14 2

梶 0 5 2 6 0 5 8 0 5 4 4 0 58

小 椀 0 4 0 0 0 4 0 0 2 5 0 0 25

皿 0 3 7 l l 0 4 8 0 4 1 2 0 4 3

鉢 0 l l 0 0 ll 0 16 0 0 16

調 理 具 2 2 3 0 0 25 5 0 14 0 0 64

鍋 釜 2 2 0 0 0 22 5 0 0 0 0 50
.鉢 0 1 0 0 1 0 4 0 0 4

擂 鉢 0 2 0 0 2 0 10 0 0 1 0

柄 0 0

そ の 他 0 0

貯 蔵 具 0 1 3 6 0 19 0 2 3 2 0 2 5

瓶 0 3 0 0 3 0 2 0 0 2

=土ご璽 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2

甕 A 0 2 0 .0 2 0 9 0 0 9

甕 B 0 4 0 0 4 0 6 0 0 6

鉢 0 4 6 0 10 0 4 2 0 6

そ の 他 0 0

灯 火 具

火 具

化 粧 具

神 仏 具

喫 煙 具

調 度 具
蓋

4 0 4 6 0 0 8 6 1 8 2 6 0 0 4 4

2 0 0 0 2 5 1 0 0 6

0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

0 0

0 1 0 0 1 0 3 0 0 3

0 2 6 0 0 2 6 0 6 0 0 6

0 4 5 0 0 4 5 1 1 5 0 0 1 6

合 計 64 27 4 23 0 3 6 1 74 2 2 5 8 0 3 0 7

m m a m n im Lm m 盛 ≡・ -
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番号器種成形.調整等 備 考 産地PL

299 112 鉄釉 京

300 112 灰釉+呉須絵17C未
山水文.「柴」(刻印) 肥18

301 112 染付矢羽根文 肥18

302 114 透明釉刷毛目 肥22

303 110 灰釉 瀬24

304 015 灰釉+鉄釉+呉須絵 瀬

305 131 灰釉+呉須絵17C未
山水文・「′ト松久」(;別印) 肥27

306 131 染付1670-1700年代 肥

307 .900 灰釉 京～38

308 136 灰釉+呉須絵 瀬31

-Ti
15cm

-.- -.- - -.-.- -.-.- -.-

番号器種成形)調整等備 考産地PL

309 132輪ハゲ・灰釉+鉄釉届IJ毛目 肥30

310 136 染付
鳳凪 肥28

311 018 灰釉+鉄釉花文 瀬

312 352 灰釉 瀬

313 351 呉須絵山水文 肥34

314 932 灰釉+鉄釉 瀬

315 932 灰釉 瀬42

316 239 備

317 310三彩 弓師子 その他35

318 943 灰釉 瀬43

図127 SK211出土陶磁器類実測図
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S K206 :本遺構の時期は18世紀中葉から後某に比定される。

ここから出土した遺物は口縁部破片数で1314点、総個体数で140.56個体である。用途別では、

供膳具67.42個体、 53.4%、調理具9.25個体、 7・3%、貯蔵具11.75個体、 9.3%で、この3着で

全体の64.1%を占める。このうち供膳具は平均値に比してそれを上回っているが、他の2用途

はほぼ平均値である。この遺構でも灯火具の減少が見られ、 18個体、 14.3%となっている。さ

らに従1来、灯火具においては土器製品がその多くを占めていたが、ここでは25.5%で、陶器が

74.5%と大半を占めるという逆転現象が起きている。当然のことながら、これが出土遺物全体

に占める土器製品比率の低下(7.3%)に繋がっている。また化粧具.喫煙具.調度具で13.49

個体、9.6%と平均値よりも多くの遺物が出土していることが知られる。このことは3用途のう

ち、調度具が多く出土している点に起因していると考えられ、この傾向は近世全体に当てはま

る可能性を秘めている。

器種別では、やはり椀と皿が3.75: 1でありその使用量に大きな差が見られ、また鍋が調理

具の66.7%を占めていることが特徴的である。

ご二二三三三=三一三二≒≡甍≡二i

図128 SK206出土陶磁器類の用途組成

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 6 2 7 18 2 0 8 09 0 6 0 1 1 38 0 7 3 9

梶 0 4 5 6 2 4 0 4 80 0 4 3 2 24 0 1 4 5 6

小 椀 0 ll 1 20 0 1 3 1 0 7 86 0 9 3

皿 0 1 50 13 0 1 6 3 0 1 4 1 16 0 1 5 7

鉢 0 10 25 0 3 5 0 2 1 1 2 0 3 3

調 理 具 5 7 54 0 0 1 1 1 1 4 1 9 4 0 0 2 3 5

鍋 , 釜 5 7 17 0 0 74 1 4 1 1 8 0 0 1 5 9

鉢 0 l l 0 0 l l 0 1 3 0 0 1 3

擂 鉢 0 20 0 0 2 0 0 5 5 0 0 5 5

瓶 0 6 0 0 6 0 8 0 0 8

そ の 他 0 0

貯 蔵 具 3 1 14 24 0 1 4 1 3 5 0 1 7 0 7 0

瓶 0 2 8 0 0 2 8 0 8 0 0 8

=おヨ匿 3 27 0 0 3 0 3 1 2 7 0 2 2

甕 A 0 2 0 0 2 0 3 0 0 3

甕 B 0 1 6 0 0 1 6 0 8 0 0 8

鉢 0 4 .1 24 0 6 5 0 1 9 1 0 0 2 9

そ の 他 0 0

灯 火 具 5 5 1 6 1 0 0 2 1 6 4 4 5 0 0 0 9 4

火 具 2 l l 0 0 1 3 2 1 0 0 0 1 2

化 粧 具

神 仏 具

0 8 1 7 0 2 5 0 8 4 0 1 2

0 5 0 1 7 0 6 7 0 2 6 5 0 3 1

喫 煙 具 0 3 7 0 0 3 7 0 1 9 0 0 1 9

調 度 具 0 9 1 2 3 9 6 0 4 2 1 1 4 4

蓋 6 1 1 8 1 5 0 13 9 1 4 6 l l 0 5 8

合 計 12 3 1 2 7 1 2 5 7 3 1 65 4 1 9 1 94 6 17 6 1 1 31 4

表 22 S K 20 6出土 陶磁 器類 集計 表
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番号器種成形.調整等備考産地PL

319112灰釉瀬22

320112染付肥18

321112灰釉京22

322112灰釉+上絵付竹文.丸文京18

323113灰釉葦・サギ文か京20

324113灰釉+鉄釉+その他京20

325113鉄釉+灰釉瀬23

326113灰釉+鉄絵+呉須絵笹文瀬20

327112灰釉+鉄釉+呉須絵柳文莱20

328117鉄釉+灰釉流し掛け京21

338T

番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 P L

329 110 鉄釉+灰釉流し掛け 京 18

330 118 灰釉+鉄釉 瀬 18

331 110 鉄釉+灰釉流し掛け 莱 21

332 112 透明釉+ 長石釉 刷毛目 肥 18

333 112 鉄釉 瀬 24

334 115 灰釉+鉄絵 菖蒲文 瀬 20

335 126 染付
flu-

肥 26

336 131 灰釉+ 上絵付 膏清文+ 高台内墨書「○」 京

337 131 染付 唐草文+「大明年製」・扇と花唐草
文十五弁花 肥 27

338 411 灰釉+鉄絵 梅亀甲文、油煙付着 瀬 27

図129 S K206出土陶磁器類実測図(1)
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番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 P L

339 411 灰釉 外面体部下半油煙付着 瀬

340 411 輪ハゲ.灰釉 無釉部分油煙付着 港

341 136 灰釉+ 呉須絵 唐草文 瀬 28

342 136 灰釉 内面口縁部布 目痕 瀬

343 141 染付 18C 前～中葉 唐草文+ 「大明年 肥 31+28
344 239 堺

番 号 器 種 成形 .調整等 備 考 産地 P L

345 222 鉄釉 瀬 32

346 110 灰釉+ 鉄釉流し掛け 草文 瀬 21

347 215 鉄釉 不 32

348 318 鉄釉 瀬 33

349 213 不

図130 S K206出土陶磁器類実測図(2)
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番 号 器 種 成形.調整等 備 考 産地 P L

350 351 灰釉+鉄絵 瀬 34

351 351 染付 兎と流水文 肥 34

352 351 灰釉+鉄絵 蝶に草花文、底部煤付着(被熟) 瀬

353 351 染付 蘭と牡丹文 肥 35

354 014 染付 松竹梅文 肥

355 351 染付 肥 34

356 014 鉄釉+灰釉流し掛け 京

357 730 染付 18C前
雨降文 肥 41

358 740 灰釉 瀬 37

一二__ ___‥^ ^

番号器種成形.調整等 備 考 産地PL

359 351 灰釉+上絵付竹と梅文+竹と梅文 京35

360 740 灰釉底部墨書痕 莱

361 016 灰釉+上絵付菊文 京35

362 902 灰釉+鉄絵梅花文 瀬40

363 902 灰釉+上絵付花散し文 京40

364 712 灰釉 瀬41

365 921 黄釉 不

366 322 灰釉 丹34

図131 S K206出土陶磁器類実測図(3)
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5iii

番 号 器 種 成形 (調整等 備 考 産地 P L

3 67 95 0 灰釉 瀬

368 82 ( 灰釉+ 鉄絵 桜花文.被熟 瀬 35

369 96 1 鉄釉+ 灰釉流し掛け 瀬 40

370 4 11 底部糸切 り 油煙付着 不

371 4 11 底部糸切り.鉄釉 油煙付着 不

372 90 1 灰釉+ 鉄釉 瀬

番 号 器 種 成形 ) 調整等 備 考 産地 P L

373 9 31 灰釉+ 呉須散らし 瀬 42

374 0 14 灰釉+ 呉須絵 牡丹文 莱 35

375 0 13 底に煤付着 常

376 0 14 不

377 5 21 常

図132 S K206出土陶磁器類実測図(4)
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S K219 :本遺構の時期は18世紀中葉から後葉に位置づけられる。

本遺構からの出土遺物は口縁部破片数814点、稔個体数68.35個体である。用途別では供膳具

が35.0個体、 57.4%と最も多く、次いで灯火具が平均値より少ないものの。 7.67個体、 12.7%

を占める。調理具は5.42個体、 9.0%、貯蔵具は4.92個体、 8.1%とほぼ平均値を示している。

この比率を遺物の材質で見てみれば、灯火具の少なさが影響し、土器製品が4.0個体、 5.9%と

少なく、磁器が12.42個体、 18.3%とその比率を高めている。

器種別に見てみると、椀と皿の比率は2.67: 1とさらにその差が開いている。調理具では鍋・

釜が5.49個体、 90.8%を占め、その他の器種の出土が少量であるため、比率は大きく開いてい

る。貯蔵具は甕の出土を見ず、その他の瓶、壷、鉢が均等に出土している。

二^二二≡-‐-主‐二-妻≒_=三≒‐‐-≡-
図133 S K219出土陶磁器類の用途組成

用 途) 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 3 10 10 6 0 4 16 0 24 8 62 0 31 0

椀 0 1 88 3 7 0 2 25 0 16 1 33 0 19 4

小 椀 0 0 5 5 0 55 0 0 23 0 2 3

皿 0 91 14 0 1 05 0 56 6 0 6 2

鉢 0 31 0 0 3 1 0 31 0 0 3 1

調 理 具 2 6 39 0 0 65 62 21 0 0 8 3

鍋 . 釜 2 6 33 0 0 59 62 13 0 0 7 5

鉢 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1

擂 鉢 0 4 0 0 . 4 0 6 0 0 6

瓶 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1
そ の 他 0 0

貯 蔵 具 0 55 4 0 59 0 2 0 2 0 2 2

瓶 0 21 0 0 21 0 2 0 0 2

l*蛋 0 2 0 0 0 20 0 5 0 0 15

甕 A 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

甕 B 0 0

鉢 0 1 4 4 0 18 0 1 2 2 0 1 4

そ の 他 0 0

灯 火 具 2 1 7 1 0 0 92 1 3 1 3 0 0 2 6
火 具 1 2 0 0 3 1 4 0 0 5

化 粧 具 0 6 1 2 0 18 0 1 1 0 2
神 仏 具 0 2 2 1 0 23 0 1 0 1 0 l l

喫 煙 具 0 8 l l 0 19 0 7 2 0 9

調 度 具 0 3 0 0 0 30 0 1 2 0 0 1 2

蓋 0 7 4 1 5 0 89 0 1 6 3 0 1 9

合 計 48 61 7 14 9 0 8 14 7 6 35 2 7 1 0 4 9 9

表 23 S K 2 19 出 土 陶 磁 器 類 集 計 表
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番 号 器 種 成 形 . 調 整 等 備 考 産 地 P L

3 7 8 1 1 2 灰 釉 + 呉 須 絵 三 ツ 菓 英 瀬 1 8

3 7 9 1 1 2 透 明 釉 刷 毛 目 肥

3 8 0 1 1 2 染 付 1 8 C 前 半
輪 ′告 草 文 肥 1 8

3 8 1 1 1 2 染 付 1 8 C 前 半 肥 1 8

3 8 2 1 1 2 灰 釉 + 鉄 釉 流 し 掛 け 瀬 2 1

3 8 3 1 1 3 灰 釉 + 鉄 絵 割 菱 文 瀬 2 0

3 8 4 1 1 3 灰 釉 練 込 み 京 2 0

3 8 5 1 1 3 灰 釉 + 鉄 釉 + 銅 線 1 8 C 前 半 京

3 8 6 1 1 2 鉄 釉 + 灰 釉 流 し 掛 け 瀬 2 1

3 8 7 1 1 6 透 明 釉 1 8 C 前 半
刷 毛 目 肥 2 0

番 号 器 種 成 形 . 調 整 等 備 考 産 地 P L

3 8 8 1 4 0 灰 釉 棟 込 み 京 2 1

3 8 9 1 2 6 染 付 18 C 前 半 肥

3 9 0 1 1 0 灰 釉 + 鉄 釉 「戊 」 (墨 書 痕 一 周 ) 瀬

3 9 1 1 1 0 鉄 釉 + 灰 釉 瀬

3 9 2 1 1 0 鉄 釉 + 灰 釉 瀬 2 4

3 9 3 1 1 4 透 明 釉 18 C 前 半
刷 毛 目 肥

3 9 4 1 3 1 灰 釉 + 鉄 絵 京 3 0

3 9 5 1 3 1 染 付 肥 2 6

3 9 6 1 3 1 灰 釉 + 鉄 絵 梅 に 亀 甲 文 瀬

3 9 ケ 1 4 3 流 し # トけ 瀬 3 1

図134 S K219出土陶磁器類実測図(1)
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番号器種成形(調整等備考産地PL

398141灰釉 瀬

399141灰釉(墨書) 瀬31

400141輪ハゲ・灰釉 肥

401146灰釉+鉄絵斜格子文瀬

402145灰釉高台内墨書痕瀬

403143灰釉+鉄絵きび文港31

番号器種成形(調整等備考産地PL

404317鉄釉 瀬36

405211 不

406215鉄釉 瀬32

407215鉄釉 瀬

408213 不

図135 S K219出土陶磁器類実測図(2)
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番号器種成形・調整等備考産地PL

409351 鉄釉+灰釉 京

410351 灰釉 瀬

411351 灰釉 瀬32

412016 灰釉+鉄絵桐文 瀬44

413321 灰釉 瀬39

414011 鉄釉 瀬43

415321 鉄釉 瀬36

416316 鉄釉 瀬36

番号器種成形・調整等備考産地PL

417712灰釉+呉須絵 瀬41

418902 灰釉+鉄釉 瀬42

419821青磁釉+染付楼閣山水文 肥40

420812 灰釉+呉須「御屋敷」 瀬41

421014 呉須絵18C前半牡円唐草文 肥

422922 鉄釉 瀬33

423412 鉄釉 廟38

424019 内面煤付着 不

図136 S K219出土陶磁器類実測図(3)
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S K123 :本遺構の時期は18世紀中葉から19世紀初頭に位置づけられる。

本遺構からの出土遣物は、口縁部破片数で782点、総個体数で102.58個体である。ここでもや

はり供膳具が44.12個体、 45.7%を占め最も多く、次いで灯火具が36.75個体、 38.1%を占める。

これに対し、調理具4.0個体、 4.2%、貯蔵具3.67個体、 3.8%とその割合が低下しており、その

他の同時期の遺構とは様相をやや異にしている。先にも述べたように、灯火具の比率の増減は

土器製品、即ち土器皿に拠るところが大きく、本遺構の灯火具のうち74.4%がそれに拠って占

められており、全体でも29.5%とその割合を増加させることにつながっている。そして、この

様な組成を持つ遺構は土器皿の使用頻度の高い空間に隣接して構築されていたと言える。但し、

戦国時代との相違は、全体に占める割合がそれでもなお少数であること、そして磁器製品の割

合が18.3%に増加していることにある。

器種別では、椀と皿の比率が3.88:1とほぼ4倍に近づいている。これは鉢との比率比較か

ら、皿の若干の減少と椀の増加の両面からの結果である。また擂鉢と鍋の比率は1 : 3.18とほ

ぼ平均値となっている。

転㌘8
図137 S K123出土陶磁器類の用途組成

用 途

供 膳 具

器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

0 36 3 1 67 0 5 3 0 0 23 5 1 19 0 3 54

椀 0 23 2 63 0 2 9 5 0 15 2 6 5 0 . 2 17

小 椀 0 2 5 7 2 0 9 7 0 15 3 4 0 4 9

皿 0 7 3 2 8 0 1 0 1 0 4 5 15 0 60

鉢 0 3 3 4 0 3 7 0 23 5 0 28

調 理 具 3 5 13 0 0 4 8 7 9 23 0 0 1 02

鍋 , 釜 3 5 0 0 0 3 5 7 9 0 0 0 79

鉢 0 2 0 0 2 0 8 0 0 8

擂 鉢 0 11 0 0 1 1 0 15 0 0 15

瓶 0 0

そ の 他 0 0

貯 蔵 具 0 3 5 9 0 ′4 4 0 2 0 3 0 23

柄 0 2 6 0 0 2 6 0 4 0 0 4

=土r蛋 0 5 9 0 1 4 0 3 2 0 5

甕 A 0 3 0 0 3 0 1 2 0 0 12

甕 B 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1

鉢 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

そ の 他 0 0

灯 火 具 3 2 8 11 3 0 0 4 4 1 2 0 2 3 7 0 0 2 39

火 具 0 5 0 0 5 0 2 0 0 2

化 粧 具 0 0 8 0 8 0 0 4 0 4

神 仏 具 0 5 4 2 0 5 6 0 2 0 2 0 22

喫 煙 具 0 1 2 9 0 2 1 0 2 5 0 7

調 度 具 0 6 0 0 6 0 6 0 0 6

蓋 0 4 2 30 0 7 2 0 1 3 1 0 0 23

合 計 3 6 3 64 3 2 25 0 1 2 3 1 2 8 1 3 5 8 14 3 0 7 82

表 24 S K 123 出 土 陶 磁 器 類 集 計 表



番 号 器 種 成形 (調整等 備 考 産地 P L

4 25 11 1 鉄釉 瀬 22

42 6 112 灰釉+ 鉄釉 瀬 18

42 7 112 灰釉+ 呉須絵 瀬

428 112 灰釉 刷毛目 肥 18

42 9 112 灰釉+ 呉須絵+鉄絵 菖蒲文 京 18

43 0 112 灰釉+ 呉須絵 「清」(刻印) 瀬 18

43 1 118 鉄釉+ 灰釉 「清」(刻印) 瀬 21

43 2 112 灰釉 瀬 22

4 33 112 透明釉+ 染付 環」犬の梅と青巨文 肥 22

4 34 112 灰釉+ 呉須絵 京

435 112 染付 網目に桜文 (桜一部型紙) 肥 18

4 36 118 鉄釉+ 灰釉 .瀬 19

番 号 器 種 成形 . 調整等 備 考 産地 P L

437 113 灰釉十鉄絵十日泥 桜花文 京 20

438 114 灰釉 瀬 21

439 113 灰釉 瀬

440 1 14 鉄釉+ 灰釉 瀬 20

441 1 10 灰釉+ 鉄釉 「瀬戸」 (刻印) 瀬 21

442 7 10 灰釉+ 鉄絵 斜格子文 瀬 21

443 1 12 17C末~ 18 C初
草花文 肥 26

444 12 2 灰釉+ 鉄絵+ 呉須絵 笹文 京

445 12 5 鉄釉 瀬 25

446 12 5 染付 1670- 90代
4師子と牡丹唐草文・「音明年製」 肥 26

447 12 4 灰釉+ 鉄釉+ 自泥 桜文(*) 京 20

448 13 1 高台内釉ハギ(灰釉 肥

図138 S K123出土陶磁器類実測図(1)
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番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 PL

449 13 6 灰釉 瀬 28

450 13 5 灰釉+ 緑釉流し掛け 瀬 28

451 131 染付 肥 27

452 145 灰釉+ 呉須絵 17C未
楼閣山水文 京

453 0 41 染付 肥 28

454 14 1 染付 1690 - 18C初
菊花文 肥 28

455 14 1 灰釉+ 鉄釉+ 呉須絵 山水文 京 20

456 141 灰釉+ 鉄絵 笹文 瀬

番 号 器 種 成形 (調整等 備 考 産地 PL

457 011 鉄釉 瀬 43

458 014 染付 桐文 肥 44

459 013 鉄釉+銅緑釉流し掛け 瀬 43

460 235 鉄釉 瀬

46 1 236 鉄釉 瀬

462 213 不

463 146 灰釉 四角形 瀬 31

464 332 内面赤褐色.外面黒褐色 常

図139 S K123出土陶磁器類実測図(2)
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番 号 器 種 成形 ・調整 等 備 考 産地 P L

465 315 灰 釉 + 鉄 絵 享保～宝暦まで
水棲文(カ) 瀬 34

466 312 18 C 前半 どま り 常

467 0 14 青磁 肥 34

468 3 21 肥 34

469 3 21 鉄釉+灰釉流し掛け 瀬 34

470 8 22 鉄釉+灰釉流し掛け 口綾部 敲打 痕 瀬 34

47 1 9 32 灰 釉 瀬 42

472 3 18 灰 釉 + 鉄 絵 瀬 29

473 8 2- 呉須 絵 17C未~ 18C 初楼閣山水文 肥 35

474 7 3( 灰 釉 京

475 4 11 底 部墨 書痕 不

476 7 21 鉄 釉 瀬

488 J

番 号 器 種 成形(調整等 備 考 産地 PL

477 721 鉄釉 瀬 37

478 721 青磁(脚砂目痕 肥

479 421 鉄釉 瀬 38

480 411 灰釉十銅線釉流し掛け 瀬 28

481 411 底部糸切り 油煙付着 不 38

482 410 鉄釉 転用品 瀬

483 411 灰釉 油煙付着 瀬

484 411 底部糸切り 油煙付着 不 38

485 411 灰釉 油煙付着 瀬 38

486 411 鉄釉 瀬

487 400 焼成後穿孔・カキ立に転用 不 38

488 411 灰釉 瀬 38

図140 S K123出土陶磁器類実測図(3)
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S K212 :本遺構の時期は18世紀後某から19世紀初頭に比定される。

出土遺物は口縁部破片数で881点、総個体数で53.83個体である。この遺構では灯火具が25.42

個体、 51.9%と最も多く、次いで供膳具が10.42個体、 21.3%の出土をみている。さらに調理具

が2.5個体、 5.1%とやや少なめであるのに対し、貯蔵具は5.75個体、 11.7%と多めに出土して

いる。これは本来低比率に留まっていた常滑産の甕Aが1.75個体、貯蔵具の30.4%に達してい

ることにその原因を求めることができる。その反面、供繕具が低率である点については、皿が

0.75個体、鉢に至っては出土0という状況が大きく影響している。従って当然のことながら、

椀と皿の比率は12.89 : 1という数値になる。貯蔵具の増加は瓶の出土量の増加に拠るもので、

さきにみた近世後半へ向けての増加傾向をここでも見て取ることができる。

二雫二二≒三一≡一一壬‐-
図141 SK212出土陶磁器類の用途組成

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 )膳 具 0 5 5 7 0 0 1 25 0 7 6 54 0 1 3 0

梶 0 4 5 26 0 7 1 0 5 6 1 7 0 7 3

小 椀 0 3 4 2 0 45 0 1 34 0 3 5

皿 0 7 2 0 9 0 1 8 3 0 2 1

鉢 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

調 理 具 1 2 1 8 0 0 30 1 6 1 6 0 0 3 2

鍋 . 釜 1 2 2 0 0 14 1 6 5 0 0 2 1

鉢 0 5 0 0 5 0 3 0 0 3

擂 鉢 0 6 0 0 6 0 6 0 0 6

瓶 0 5 0 0 5 0 2 0 0 2

そ の 他 0 0

貯 蔵 具 0 6 9 0 0 6 9 0 2 5 0 0 2 5

瓶 0 3 6 0 0 36 0 5 0 0 5

=土ごまE 0 1 2 0 0 1 2 0 1 0 0 1

甕 A 0 2 1 0 0 2 1 0 1 9 0 0 1 9

甕 B 0 0

鉢 0 0

そ の 他 0 0

灯 火 具 2 9 0 1 5 0 0 3 0 5 6 5 8 4 0 0 6 6 2

火 具 0 2 0 0 2 0 1 0 0 1

化 粧 具 0 4 12 0 16 0 1 1 0 2

神 仏 具 0 4 10 0 14 0 5 6 0 1 1

喫 煙 具 0 6 0 0 6 0 1 0 0 1

調 度 具 0 1 2 8 1 2 1 0 2 1 1 4

蓋 0 5 6 2 0 58 0 1 2 1 0 1 3

合 計 3 0 2 2 4 1 10 2 1 64 6 6 74 1 4 3 6 3 1 8 8 1

表 25 S K 2 12 出土陶磁 器 類集 計表
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番 号 器 種 成 形 . 調 整 等 備 考 産 地 P L

4 8 9 1 1 2 灰 釉 瀬 1 8

4 9 0 1 1 2 染 付 1 68 0 - 1 8 C 初
一重綱 目 「大明年製」

肥 1 9

4 9 1 1 1 2 染 付 山水文 肥 1 8

4 9 2 1 1 4 灰 釉 刷 毛 目 肥

4 9 3 1 1 0 鉄 釉 + 灰 釉 瀬 2 4

4 9 4 1 1 0 灰 釉 瀬 2 4

4 9 5 1 1 5 鉄 釉 + 灰 釉 瀬 2 3

4 9 6 1 2 4 18 C 前半 肥

番 号 器 種 成 形 . 調 整 等 備 考 産 地 P L

4 9 7 1 2 5 白磁 肥

4 9 8 1 2 6 染 付 肥 2 6

4 9 9 1 4 3 鉄 釉 瀬

5 0 0 1 4 3 灰 釉 肥

5 0 1 4 1 1 灰 釉 + 鉄 絵 きび 文 ・油 煙 付 着 瀬 2 8

5 0 2 2 2 1 鉄釉 + 灰釉流 し掛け 瀬

5 0 3 2 2 2 灰釉+ 銅緑釉流し掛け 瀬

図142 S K212出土陶磁器類実測図(1)

-159-



「 ～一- U ;Q
,戸)2

i(/. へl

-

bゝ・、ノ

51
Ⅱ ■■書

番 号 器 種 成形 )調整等 備 考 産地 P L

50 4 315 鉄釉+灰釉流し掛け 瀬 34

50 5 311 灰釉 瀬

50 6 310 鉄釉+灰釉流し掛け 瀬 36

50 7 214 灰釉 被熟 不

508 72 1 高台部鉄釉 青磁 肥 41

50 9 013 鉄釉+ 灰釉散らし 瀬

510 01 1 鉄釉+ 灰釉 内面煤付着 瀬 43

5 11 01 1 鉄釉 瀬

512 016 灰釉 内面黒書痕 瀬

番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 P L

513 4 11 底部糸切 り 油煙付着 不

514 4 11 底部糸切 り 油煙付着 不

515 4 23 灰釉 瀬 38

516 32 2 鉄釉+ 灰釉流し掛け 瀬 34

517 82 0 鉄釉+ 灰釉 瀬 35

518 62 2 灰釉+ 鉄絵 七宝文、底部墨書痕 瀬 39

519 62 2 赤絵 17C後半
網目に梅花文 肥 40

520 33 3 明黄褐色 常

図143 S K212出土陶磁器類実測図(2)
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番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 PL

521 344 鉄釉 瀬

522 234 鉄釉 港

523 236 鉄釉 瀬

524 513 鉄釉 瀬

番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 PL

525 213 不

526 210 不

527 332 常

528 333 にぷい黄桂 常

図144 S K212出土陶磁器類実測図(3)
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S K010 :本遺構の時期は19世紀前葉に比定される。

この遺構からの出土遺物は口縁部破片数で381点、総個体数で39.08個体に及ぶ。この遺構の

用途の組成の特徴は、供膳具が30.50個体、 83.2%と約8割を占めている点である。これは供膳

具のうちで椀・皿・鉢を比較してみると、椀:皿=1.15: 1、椀:鉢=3.91: 1、皿:鉢=1 :0.

29となり、江戸時代の平均値を考慮に入れれば、椀の出土量が少なく、皿が倍近く出土してい

ることが読み取れる。

他の用途の遺物については調理具.貯蔵具に関してはいずれも出土量が少ないため、用途間

での比率については他の遺構と数字を大きく異にするが、内部の器種別比率については、調理

具は鍋・釜が少ない点、貯蔵具は瓶が中心である点以外は平均的構成をしていると言える。

材質面では、陶器が32.0個体、 81.9%と圧倒的多数を占め、次いで磁器が5.92個体、 15.1%、

土器が0.92個体、 2.3%となり、土器製品が極端に少量であることが判る。これは灯火具の比率

の低さに起因していると考えられる。
㌔

図145 S KO10出土陶磁器類の用途組成

用 途

供 膳 具

器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

0 3 0 5 6 1 0 3 66 0 2 4 2 4 8 0 2 9 0

椀 0 1 1 9 2 0 0 1 39 0 1 0 5 2 3 0 12 8

小 椀 0 6 2 7 0 33 0 3 1 2 0 1 5

皿 0 1 3 6 1 4 0 1 50 0 8 2 1 2 0 9 4

鉢 0 4 4 0 0 44 0 5 2 1 0 5 3

調 理 具 0 1 8 0 0 1 8 2 3 0 0 0 3 2

鍋 , 釜 0 3 0 0 3 2 3 0 0 5

鉢 0 2 0 0 2 0 4 0 0 4

擂 鉢 0 5 0 0 5 0 1 7 0 0 1 7

瓶 0 8 0 0 8 0 6 0 0 6

そ の 他 0 0

貯 蔵 具 0 7 6 0 1 3 0 3 2 0 5

瓶 0 6 0 0 6 0 2 0 0 2

=土ごまE 0 0

甕 A 0 0

甕 B 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1

鉢 0 0 6 0 6 0 0 2 0 2

そ の 他 0 0

灯 火 具 l l 12 0 3 2 6 1 8 6 0 2 2 6

火 具 0 4 0 0 4 1 6 0 0 7

化 粧 具 0 0 2 0 2 0 1 1 0 2

神 仏 具 0 1 2 0 3 0 2 1 0 3

喫 煙 具 0 5 0 0 5 0 4 0 0 4

調 度 具 0 3 0 0 3 0 5 0 0 5

蓋 0 2 9 0 0 2 9 0 7 0 0 7

合 計 l l 3 8 4 71 3 4 6 9 2 1 3 0 6 5 2 2 38 1

表 26 S K 0 10 出 土 陶 磁 器 類 集 計 表
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番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 P L

529 112 灰釉 瀬

530 118 灰釉+鉄釉流し掛け 瀬

531 110 長石釉+鉄釉十期絵 きび文 瀬 21

532 111 鉄釉+化粧掛け 瀬

533 112 鉄釉 瀬

534 112 染付 蝶と苛文 肥

535 117 鉄釉+灰釉 京 24

536 114 見込輪ハゲ.灰釉 肥

537 116 灰釉+鉄釉 瀬

538 125 染付 一重圏線+「大明」+二重圏線+「福」 肥 25

番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 P L

539 126 赤絵 肥 26

540 131 輪ノ、ケP・
灰釉+銅緑釉

17C後半 瀬

551 131 灰釉 瀬

542 132 輪ハゲ 青磁・高台砂目痕 肥

543 131 灰釉+呉須絵 梅文十八曜 瀬 27

544 131 灰釉+呉須絵 肥 27

545 137 灰釉 17C 瀬

546 136 長石釉 瀬 31

547 136 灰釉 瀬 31

548 141 蛇ノ目高台、鉄釉 肥

図146 SKOIO出土陶磁器類実測図(1)
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番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 P L

549 143 長石釉+封殺+錦 釉 ツタ文 瀬 29

550 143 長石釉+ 鉄釉 筆散らし 瀬 31

551 146 灰釉+ 鉄釉 底部墨書 .黍文 瀬 32

552 3 51 染付 草花文 肥 35

553 143 透明釉+ 呉須絵 ぶどう文 肥 32

554 721 肥

555 8 12 鉄釉 口縁.内外底部煤付着、口縁敲打痕 瀬

番 号 器 種 成形 .調整等 備 考 産地 P L

5 66 013 灰釉 墨書痕 瀬

557 01 1 鉄釉+灰釉流し掛け 底部墨痕あり 瀬 43

5 58 013 鉄釉 瀬

559 41 1 鉄釉 口綾部油煙付着 瀬

560 41 1 灰釉 外面油煙付着 瀬

561 242 鉄釉+灰釉流し掛け 瀬 33

5 62 215 鉄釉 瀬

図147 S KOIO出土陶磁器類実測図(2)
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S K002 :本遺構の時期は18世紀中葉から19世紀初頭に比定されるが、 18世紀後薬の遺物は少量である。

この遺構からの出土遺物は、口縁部破片数で1330点、稔個体数で140.17個体である。用途別

の占有率は、供膳具50.17個体、 40.1%、調理具11.25個体、 9.0%、貯蔵具6.92個体、 5.5%、

灯火具43.58個体、 34.9%、神仏具5.83個体、 3.7%、化粧具・喫煙具・調度具5.89個体、 4.2%

である。この様に見た場合、神仏具以下は多少の増減はするものの、あまり大幅な数値の変動

は窺えない。これに対し、他の4用途の遺物は遺構により出土量の変化が大きく、この数値の

変化が個別遺構における組成の変化に直結していると言える。中でも供膳具と灯火具はその変

動幅が大きく、見方を変えれば、何らかの相関関係を持っているのかも知れない。それは今回

の遺物の分類に起因するものか(例えば、土器皿の扱い)、近世の生活様式に起因しているのか

は定かではない。分類方法を含めた今後の検討課題である。

器種別に見た場合、椀と皿は2.62 : 1、擂鉢と鍋は1 : 2.60とほぼ近世の平均的比率を示し

ている。また複数の用途に跨がる鉢・瓶については、明確な比較対象が特定しにくいが、瓶に

ついては時代が下がるにつれて皿との比率差は縮まる傾向にある。

図148 S K002出土陶磁器類の用途組成

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 35 2 25 0 0 6 0 2 0 3 3 0 1 8 9 0 5 1 9

梶 0 23 1 10 3 0 3 34 0 2 2 0 9 7 0 3 1 7

小 椀 0 1 6 3 0 64 0 4 3 1 0 3 5

皿 0 9 7 55 0 1 5 2 0 8 6 44 0 1 3 0

鉢 0 2 3 29 0 5 2 0 2 0 1 7 0 37

調 理 具 5 4 8 1 0 0 1 35 1 25 84 0 0 2 09

鍋 , 釜 5 4 ll 0 0 65 1 25 7 0 0 1 32

鉢 0 6 0 0 6 0 1 2 0 0 12

擂 鉢 0 25 0 0 25 0 48 0 0 48
瓶 0 3 9 0 0 39 0 17 0 0 17

そ の 他 0 0

貯 蔵 具 0 7 8 5 0 83 0 49 7 0 56
瓶 0 3 0 0 0 30 0 9 0 0 9

im 0 1 9 1 0 20 0 8 1 0 9

甕 A 0 1 0 0 0 10 0 13 0 0 13

甕 B 0 7 0 0 7 0 4 0 0 4

鉢 0 1 2 4 0 16 0 15 6 0 21

そ の 他 0 0

灯 火 具 4 3 7 8 6 0 0 5 23 39 2 43 0 0 4 35

火 具 1 7 0 0 8 3 12 0 0 15
113 09 1 0 1 6 2 0 18 0 6 1 0 7
神 仏 具 15 3 9 1 6 0 7 0 7 10 5 0 22
喫 煙 具 0 9 0 0 9 0 7 0 0 7
調 度 具. 0 5 1 1 0 5 2 0 18 1 0 19

蓋 0 1 6 7 1 5 0 18 2 0 37 4 0 4 1

合 計 50 7 8 8 6 2 8 9 0 1 68 2 5 2 7 5 96 20 7 0 1 33 0

表 27 S K 002 出 土 陶 磁 器 類 集 計 表
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番 号 器 種 成 形 ・ 調 整 等 備 考 産 地 P L

5 6 3 1 1 1 鉄 釉 瀬

5 6 4 1 1 2 灰 釉 瀬 1 9

5 6 5 1 1 2 鉄 釉 + 灰 釉 瀬 1 9

5 6 6 1 1 2 染 付 印 判 ) 肥

5 6 7 1 1 2 鉄 釉 + 灰 釉 瀬

5 6 8 1 1 2 灰 釉 + 呉 須 絵 山 水 文 京 1 9

5 6 9 1 1 2 灰 釉 京

5 7 0 1 1 2 黄 釉 + 銅 緑 釉 練 込 み 京 1 9

5 7 1 1 1 2 笹 と 菊 文 ・ 底 部 墨 痕 あ り 瀬 1 9

5 7 2 1 1 2 呉 須 絵 花 牡 丹 文 肥 2 2

5 7 3 1 1 2 上 絵 付 1 8 C
松 と 藤 文 莱 1 9

^L

垂___ - I-㌧二

番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 P L

574 112 染付 松竹梅文 肥 19

575 122 染付 17C後半
草花文 ( ?) 肥

576 113 鉄釉+ 灰釉散らし 瀬 20

577 116 灰釉 高台周辺被熟 瀬

578 015 長石釉+ 鉄絵 馬の曰文 港 25

579 110 長石釉+ 鉄絵 馬の目文 瀬 24

580 117 灰釉+ 鉄絵 小杉文 瀬 24

58 1 125 染付 17C前半
魚文.荒磯文 肥 25

582 125 染付 瀬 26

583 015 長石釉+銑陰+染付 草花文 京 28

図149 S K002出土陶磁器類実測図(1)
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番 号 器 種 成 形 ・ 調 整 等 備 考 産 地 P L

5 8 4 1 3 2 灰 釉 瀬 3 0

5 8 5 1 3 1 染 付 1 8 C 前 半 肥 2 7

5 8 6 9 1 3 灰 釉 + 鉄 絵 花 文 ・ 植 木 鉢 に 転 用 瀬 4 3

5 8 7 1 3 1 灰 釉 1 7 C 中 ～ 末 肥 3 2

5 8 8 1 3 1 染 付 山 水 文 ) 砂 胎 土 日 痕 肥 2 7

5 8 9 1 3 1 染 付 唐 草 文 肥 2 5

番 号 器 種 成 形 ・ 調 整 等 備 考 産 地 P L

5 9 0 1 3 6 染 付 肥

5 9 1 1 3 6 灰 釉 瀬

5 9 2 8 1 1 灰 釉 + 鉄 絵 + 呉 須 絵 革 文 京

5 9 3 3 5 1 灰 釉 + 鉄 絵 瀬

5 9 4 3 4 4 鉄 釉 瀬

図150 S K002出土陶磁器類実測図(2)
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番 号 器 種 成形 .調整等 備 考 産地 P L

595 14 3 銅緑釉+ 褐釉 内面刷毛 目 肥 29

596 14 1 染付 肥 29

597 14 1 染付 勃二丹文 肥 28

598 14 0 灰釉+ 鉄絵 外面底部笹文 ・見込梅文 瀬 32

599 3 18 灰釉 瀬 36

600 24 2 灰釉+ 鉄絵 松文 b京 29

601 24 5 灰釉+ 鉄釉 瀬

602 23 5 鉄釉 瀬

603 2 15 鉄釉 18C 中 瀬

- --.- _ )

番号器種成形・調整等 備 考 産地PL

604 013 鉄釉 瀬43

605 241 鉄釉 瀬33

606 422 鉄釉底部砂粒付着 瀬38

607 411 底部糸切り 油煙付着 不

608 411 灰釉外面油煙付着 瀬

609 411 底部糸切り 不

610 411 底部糸切り 不

611 412 鉄釉 瀬

図151 S K002出土陶磁器類実測図(3)
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番号器種成形.調整等備考産地PL

612412 鉄釉 瀬

613322長石釉+鉄釉信玄茶壷

614322鉄釉 瀬36

615322鉄釉+灰釉流し掛け 瀬36

616011 鉄釉 瀬43

617014 17C後半
白磁 肥44

618017 灰釉 瀬

619730 呉須17C後半肥

620712 17C中央
白磁 肥41

621622 染付18C前半松竹梅文肥39

番号器種成形.調整等備考産地PL

622630 灰釉 瀬35

623630灰釉+鉄絵草花文瀬35

624016灰釉+鉄絵+呉須絵草花文瀬35

625961長石釉 瀬

626700底部糸切り 不41

627740 灰釉 瀬38

628740 灰釉 瀬.

629921 灰釉 瀬42

630903灰釉+鉄絵+呉須.絵花文 莱42

631943鉄釉+灰釉+呉須絵 瀬

図152 S K002出土陶磁器類実測図(4)
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S K207 :本遺構の時期は18世紀末を中心として19世紀初頭にかけてである。

この遺構からの出土遺物は口縁部破片数で305点、稔個体数で33.5個体である。この遺構は供

膳具が10.08個体、 33.3%と突出する(梶:皿=4.71 : 1)以外は、調理具5.83個体、 19.3%、

貯蔵具4.67個体、 15.4%、灯火具4.0個体、 13.2%と平均的な数値を示している。その他の用途

の遺物については、化粧具・喫煙具・調度具が4.82個体、 14.4%とやや多めである他は平均値

となっている。この内、調理具と貯蔵具については、調理具は従来多くを占めていた鍋・釜の

出土量は擂鉢との比率から変化しておらず、瓶が2.83個体、 48.6%と出土量を伸ばしているた

め、貯蔵具は鉢が2.25個体と同じく出土量を増やしているために、全体に占める比率が大きく

なっている。また化粧具・喫煙具・調度具が14.4%を占める要因は、調度具が2.83個体、 8.5%

出土しているためである。

材質では、陶器が20.08個体、 60・0%を占め、次いで磁器が9.08個体、 27.1%と多く、土器は

3.0個体、 8 9%と江戸時代初期と比較すると激減している。

享三三一≡ 〒亨三二≡湟:v- ^" ~≡-=-"*s‡三二
図153 SK207出土陶磁器類の用途組成

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 )陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 4 9 72 0 1 2 1 0 7 2 3 5 0 1 0 7

梶 0 2 8 5 4 0 8 2 0 4 9 2 6 0 7 5

小 椀 0 9 8 0 1 7 0 4 4 0 8

皿 0 1 2 9 0 2 1 0 1 7 4 0 2 1

鉢 0 0 1 0 1 0 2 1 0 3

調 理 具 4 5 0 0 1 6 7 0 7 3 4 0 2 2 6 3

鍋 , 釜 4 9 0 1 1 2 4 7 6 0 1 8 3 1

鉢 0 3 0 0 3 0 3 0 0 3

擂 鉢 0 9 0 0 9 0 8 0 0 8

瓶 0 2 9 0 5 3 4 0 1 7 0 4 2 1

そ の 他 0 0

貯 蔵 具 0 5 6 0 0 5 6 0 2 9 0 0 2 9

瓶 0 1 5 0 0 1 5 0 2 0 0 2

=ヒ蛋 0 0

甕 A 0 1 0 0 1 0 2 0 0 2

甕 B 0 1 3 0 0 1 3 0 1 5 0 0 1 5

鉢 0 2 7 0 0 2 7 0 1 0 0 0 1 0

そ の 他 0 0

灯 火 具 3 0 1 8 0 0 4 8 4 3 8 0 0 5 1

火 具 2 6 0 0 8 4 4 . 0 0 8

化 粧 具 0 6 0 0 6 0 1 0 0 1

神 仏 具 0 0 18 0 1 8 0 0 4 0 4

喫 煙 具 . 0 2 0 0 2 0 1 0 0 1

調 度 具 0 34 0 0 3 4 0 2 4 0 0 2 4

蓋 0 20 1 9 0 3 9 0 8 9 0 1 7

合 計 3 6 24 1 1 0 9 1 6 4 0 2 5 4 1 8 1 4 8 2 2 3 0 5

表 28 S K 2 0 7 出 土 陶 磁 器 類 集 計 表
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番 号 器 種 成 形 . 調 整 等 備 考 産 地 P L

6 3 2 1 1 2 染 付 肥 1 9

6 3 3 1 1 2 染 付 18 C 後 半
矢 羽 根 文 肥

6 3 4 1 1 2 染 付 肥 35
19

6 3 5 1 2 4 染 付 肥 2 0

6 3 6 1 2 4 染 付 肥 2 0

6 3 7 0 1 5 染 付 肥

6 3 8 1 3 1 輪 ハ ゲ . 染 付 18 C 後 半
格 子 文 肥 2 7

6 3 9 0 1 6 灰 釉 瀬

番 号 器 種 成 形 ) 調 整 等 備 考 産 地 P L

6 4 0 0 1 4 赤 絵 18 C 中 葉 ～ 末
子羊璃 文 肥 3 5

6 4 1 3 5 2 灰 釉 瀬

6 4 2 1 2 4 灰 釉 瀬 3 1

6 4 3 2 4 1 鉄 釉 瀬

6 4 4 9 0 2 灰 釉 瀬

6 4 5 7 3 - 染 付 草 花 文 肥 3 5

6 4 6 2 4 2 灰 釉 + 鉄 絵 草 花 文 瀬 3 3

6 4 7 2 4 3 灰 釉 不

図154 S K207出土陶磁器類実測図(1)
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番号器種成形・調整等 備 考 産地PL

648 932 呉須絵18C中～未
七宝文 肥

649 932 呉須絵17C未~18C初
牡丹文 肥

650 311 鉄釉+灰釉流し掛け 瀬 34

651 311 鉄釉+灰釉流し掛け 瀬

652 943 鉄釉 瀬 39

番号器種成形・調整等 備 考 産地PL

653 511 鉄釉 瀬 19

654 913 灰釉+鉄釉流し掛け底部穿孔 瀬 40

655 901 鉄釉 瀬 43

656 215 不

図155 S K207出土陶磁器類実測図(2)
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S K202 :本遺構の時期は19世紀前葉に比定される。

当遺構の出土遺物は口縁部破片数で622点、総個体数63.58個体である。用途別の比率は、主

要3用途が、それぞれ供膳具21.0個体、 37.5%、調理具2.08個体、 3.7%、貯蔵具4.67個体、 8.

3%を占め、平均値より調理具及び貯蔵具の比率がやや下回っている。それに対し、一旦比率が

減少していた灯火具が21.58個体、 38.6%と再度増加しており、本遺構の特徴となっている。こ

の灯火具のうち46.3%が土器製品であり、先に述べた様に、灯火具の比率の増加は土器製品の

増減に拠るところが大きい。但し、遺物全体に占める割合は19%と低く、この時期になってく

ると、基本的に土器製品は減少するものと思われる。反面、磁器製品が17.6%と増加して来る

ことも付け加えておきたい。

この遺構の器種比率は、椀と皿の比率が8.60 : 1と大きく差を広げている点が注目される。

また、擂鉢が鍋・釜に比して多く使用されていると言える。

図156 SK202出土陶磁器類の用途組成

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 1 7 8 7 4 0 25 2 0 1 6 7 4 4 0 2 11

梶 0 1 34 3 2 0 16 6 0 1 36 27 0 1 63

小 椀 0 1 9 3 0 0 4 9 0 6 10 0 16

皿 0 2 3 2 0 2 5 0 1 9 3 0 22

鉢 0 2 1 0 0 1 2 0 6 4 0 10

調 理 具 4 2 1 0 0 2 5 16 3 1 0 0 47

鍋 , 釜 4 7 0 0 l l 16 4 0 0 20

鉢 0 1 0 0 1 0 2 0 0 2

擂 鉢 0 6 0 0 6 0 1 8 0 0 18

価 0 7 0 0 7 0 7 0 0 7

そ の 他 0 0

貯 蔵 具 1 4 3 1 2 0 5 6 2 3 1 5 0 38

瓶 0 2 2 0 0 2 2 0 4 0 0 4

i蛋 1 0 0 0 1 2 1 0 0 3

甕 A 0 l l 0 0 l l 0 14 0 0 14

甕 B 0 0

鉢 0 1 0 1 2 0 2 2 0 1 2 5 0 17

そ の 他 0 0

灯 火 具. 1 20 1 3 9 0 0 25 9 1 25 2 8 0 0 1 5 3

火 具 9 5 0 0 14 7 6 0 0 1 3

化 粧 具 0 0

神 仏 具 0 2 0 1 2 0 3 2 0 5 2 0 7

喫 煙 具 0 0 1 2 0 12 0 0 3 0 3

調 度 具 0 2 2 0 0 2 2 0 2 3 0 0 2 3

蓋 12 5 5 2 4 0 9 1 1 2 2 4 0 2 7

合 計 14 6 4 8 3 13 4 0 76 3 1 51 3 1 3 58 0 5 2 2

表 2 9 S K 202 出土 陶磁器 類 集計 表
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番 号 器 種 成形(調整等 備 考 産地 P L

657 111 灰釉+鉄釉+呉須絵 麦わら手 瀬

658 114 灰釉 京 19

659 112 灰釉+鉄釉+呉須絵 梗文 瀬

660 112 染付 「成化年製」・岩に草花文 肥 22

661 114 鉄釉+灰釉 瀬 23

662 112 染付 肥

663 125 上絵付 唐人と草花文・雲文+花文 中 24

664 122 染付 梅文 肥

665 120 灰釉 底部墨書痕 瀬

666 114 灰釉+鉄絵 革文、底部墨書痕 京

667 117 灰釉+鉄絵 柳文 瀬 21

668 117 灰釉+鉄絵 小杉文 京 24

669 110 鉄釉+灰釉流し掛け 瀬

番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 P L

670 131 灰釉+銅緑釉 内外面自泥 京

671 136 灰釉 四角 瀬

672 145 18C前半
白磁 肥

673 014 灰釉+鉄釉 瀬

674 015 鉄釉 瀬

675 014 呉須絵 18C前半
唐草文 肥 44

676 730 染付 肥 35

677 730 灰釉 瀬 41

678 712 上絵付 草花文 瀬

679 932 灰釉+長石釉 瀬 42

680 351 染付 (草花文) 肥

681 811 染付 18C中三築～未
松文、見込墨書痕赤絵の下地 肥 37

682 352 灰釉 瀬

図157 SK202出土陶磁器類実測図(1)
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番 号 器 .種 成形 .調整等 備 考 産地 P L

683 314 鉄釉 瀬

684 440 鉄釉+ 灰釉 施文かきおとし .唐草文 瀬

685 630 長石釉+ 呉須絵 唐草文 瀬 41

686 411 油煙付着 不

687 423 灰釉 瀬

688 420 灰釉+ 鉄絵+ 朱泥 竹文 瀬 23

番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 P L

689 411 灰釉+ 呉須絵 口綾部油煙付着 瀬

690 951 灰釉+ 鉄絵+ 呉須絵 麦ワラ文 瀬

691 237 鉄釉 瀬

692 518 常

693 210 内面黒褐色に変色、外面煤付着 不

694 335 内面鐙色、外面にぷい榎色 常

図158 S K202出土陶磁器類実測図(2)
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S K009 :本遺構の時期は19世紀前葉に位置づけられる。

出土遣物は口縁部破片数で403個体、総個体数で55.25個体である。この遺構は調理具と貯蔵

具の比率が高く、供膳具18.50個体、 35.4%椀:皿-5.24: 1)、調理具12.25個体、 23.4%、

貯蔵具12.83個体、 24.6%を占める。これに対し、灯火具が5.36個体、 10.2%と少数で、その中

の土器製品の比率は、 1.0個体、 18.8%、全遺物中では僅か3.5%にまで減少している8

他の遺構に比して、調理具、貯蔵具が多くを占めている訳であるが、その要因として挙げる

ことができるのは、調理具については、他の器種との比率の面で瓶と鉢の出土量が他の遺構に

比べて多いと言う点である。鍋・釜が多く出土する遺構は江戸時代前期に類例は存在するが、

瓶・鉢が多いという遺構は認められない。貯蔵具についても同様で、瓶がその内の59.1%を占

める点であろう。ここで、調理具・貯蔵具双方の瓶を合わせてみると14.67個体、 26.5%という

高い数値を示す。これは何度も言うように、この遺構の特徴であると共に、この遺物は江戸時

代を通じて比較的多くの量が出土しており、その用途について分類上の問題を含めて考えてみ

る必要があるかもしれない。

図159 SK009出土陶磁器類の用途組成

用 途

供 膳 具

器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

0 1 38 84 0 2 2 2 0 9 6 5 0 0 14 6

椀 0 82 6 1 0 1 4 3 0 6 2 3 3 0 9 5

小 椀 0 7 2 3 0 3 0 0 10 1 2 0 2 2

皿 0 33 0 0 3 3 0 1 8 4 0 2 2

鉢 0 16 0 0 1 6 0 6 1 0 7

調 理 具 1 14 1 0 5 1 4 7 3 1 16 0 4 12 3

鍋 , 釜 1 24 0 5 3 0 3 2 1 0 4 2 8

鉢 0 27 0 0 2 7 0 16 0 0 1 6

擂 鉢 0 5 0 0 5 0 14 0 0 1 4

瓶 0 85 0 0 8 5 0 6 5 0 0 6 5

そ の 他 0 0

貯 蔵 具 10 1 35 0 9 1 5 4 9 4 9 0 2 6 0

価 0 91 0 0 9 1 0 2 1 0 0 2 1

=お重 1 0 0 0 0 1 0 9 0 0 0 9

甕 A 0 7 0 0 7 0 9 0 0 9

甕 B 0 15 0 9 2 4 0 7 0 2 9

鉢 0 22 0 0 2 2 0 1 2 0 0 1 2

そ の 他 0 0

灯 火 具 12 4 1 0 l l 6 4 1 8 1 4 0 6 3 8

火 具 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1

化 粧 具 0 0

神 仏 具 0 0 2 0 0 2 0 0 0 3 0 3

喫 煙 具 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1

調 度 具 0 18 0 0 1 8 0 1 0 0 0 10

蓋 0 35 2 1 0 5 6 0 1 3 8 0 2 1

合 計 23 5 10 1 2 5 2 5 6 8 3 3 0 30 0 6 1 1 2 4 0 3

裏 3 0 S K 009 出土 陶磁器 類集 計 表
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番号器種 成形.調整等 備 考 産地 PL

695 112 灰釉+呉須絵梅文 瀬 19

696 112 染付五弁花 肥 24

697 114 灰釉内面自泥散らし 瀬 19

698 113 鉄釉+長石釉凹み10ヶ所 瀬 21

699 114 染付稲束と雀文(雀文 肥 21

700 117 染付山水文(花文? 肥 21

701 124 染付竹文・五弁花 肥 20

702 126 染付 17C前半
楼閣山水文+「市ー」(嫡一文

瀬 26

703 122 染付 18C中葉～未
蝶に草花文 肥

番号器種 成形(調整等 備 考 産地 PL

704 146 鉄釉+呉須+長石釉方角鉢(菊花文 瀬 40

705 220 常 32

706 215 鉄釉 瀬 32

707 131 灰釉+呉須絵18C後半
花文+九曜 瀬 27

708 140 長石釉+呉須釉 瀬 28

709 241 灰釉+鉄絵 瀬 29

710 241 灰釉 瀬

711 241 灰釉(内面のみ) 信楽写し 瀬

図160 S K009出土陶磁器類実測図(1)
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番 号 器 種 成 形 ( 調 整 等 備 考 産 地 P L

712 242 灰釉 + 鉄絵 + 呉須絵 唐 草 文 京 29

713 013 灰 釉 瀬

714 318 灰 釉 + 鉄 絵 竹 文 瀬 35

715 222 灰 釉 + 銅 緑 釉 外 面 休 部 墨 痕 瀬 32

716 221 長 石 釉 瀬

717 016 灰 釉 瀬

718 342 灰 釉 瀬

719 014 赤 絵 宝文 肥 35

局

番 号 器 種 成 形 ・調 整 等 備 考 産 地 P L

7 2 0 0 1 4 灰 釉 瀬

7 2 1 4 1 2 鉄 釉 瀬

7 2 2 4 1 1 瓦 質 土 器 不

7 2 3 4 1 1 鉄 釉 瀬

7 2 4 9 3 1 灰釉+ 銅緑釉流し掛け 瀬 4 0

7 2 5 0 1 4 染 付 18 C 後半
牡丹唐草文 肥

7 2 6 3 4 1 灰 釉 + 鉄 絵 松 文 瀬 3 7

7 2 7 3 3 3 内 面 淡 赤 榎 、 外 面 に ぷ い 穫 常

図161 S K009出土陶磁器類実測図(2)
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番 号 器 種 成形 .調整等 備 考 産地 P L

728 31 1 灰釉+ 呉須 スタンプ 瀬 34

729 3 13 灰釉 瀬 34

730 3 11 鉄釉+ 灰釉 瀬 33

731 3 14 鉄釉 瀬 34

番 号 器 種 成形 (調整等 備 考 産地 P L

732 310 鉄釉 陰刻 瀬 34

733 325 不 36

734 337 鉄釉+灰釉流し掛け 瀬 36

735 344 鉄釉 港 37

図162 S K009出土陶磁器類実測図(3)
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S K014 :本遺構の時期は19世紀前葉に比定される。

この遺構からは口縁部破片数にして607点、総個体数87.08個体である。この遺構も供膳具が

25.0個体、 36.1%と最も多くを占めてはいるが、平均値を考慮すれば、やはりその割合は決し

て高いとは言えない。これに対し,他の用途の遺物については、調理具9.5個体、 13.7%、貯

蔵具11・08個体、 16.0%、灯火具9.75個体、 14.1%と、いずれも10%強の出土率と成っている。

さらに化粧具・喫煙具・調度具が5.83個体、 6.7%、神仏具5.22個体、 6.0%、蓋17.83個体、

20.5%との割合で存在し、蓋がやや多いものの他はいずれも平均値である。このあり方は先に

見たSK346と同じ状況であり、推定の城は出ないものの、調理具の使用頻度の高い空間の周

辺に存在していた可能性が考えられる。

また、器種別に考えた場合は、若干様相が異なっており、椀が供膳具申に占める割合が低下

しており、皿との比率が1.30: 1となっている。また調理具申に占める鍋・釜の比率も低下し

てきており、この遺構の特徴であると考えられる。

三s^ ^一二三i=三l -享二三…≒l ≡=喜≒壬-; ≒ ;-I-二=^s喜≒甍iこ=_

図163 S K014出土陶磁器類の用途組成

用 途

供 膳 具

器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

0 1 9 4 1 0 6 0 30 0 0 19 4 59 0 25 3

梶 0 9 3 3 5 0 1 28 0 11 4 23 0 13 7

小 椀 0 1 4 2 0 0 3 4 0 8 16 0 24

皿 0 7 4 5 1 0 1 25 0 6 1 19 0 80

鉢 0 1 3 0 0 13 0 ll 1 0 12

調 理 具 4 1 1 0 0 0 1 14 1 9 8 8 0 0 10 7

鍋 . 釜 4 5 1 0 0 55 1 9 4 0 0 0 59

鉢 0 4 0 0 4 0 8 0 0 8

擂 鉢 0 4 3 0 0 4 3 0 34 0 0 34

瓶 0 1 2 0 0 12 0 6 0 0 6

そ の 他 0 0

貯 蔵 具 0 ～ 1 3 3 0 0 1 33 0 53 3 0 56

瓶 0 4 8 0 0 4 8 0 8 0 0 8

づ.璽 0 l l 0 0 ll 0 4 0 0 4

甕 A 0 2 2 0 0 22 0 13 0 0 13

甕 B 0 1 0 0 0 10 0 10 0 0 10

鉢 0 4 2 0 0 42 0 18 3 0 21

そ の 他 0 0

灯 火 具 4 4 7 3 0 0 1 17 4 4 21 0 0 65

火 具 3 3 1 0 0 34 2 26 0 0 28

化 粧 具 0 8 0 0 8 0 3 0 0 3

神 仏 具

喫 煙 具
0 3 7 2 6 0 63 0 7 8 0 15

0 1 3 1 0 14 0 2 1 0 3

調 度 具 0 3 6 1 2 0 4 8 0 26 1 0 27

蓋 0 2 0 1 1 3 0 2 14 0 4 0 10 0 50

合 計 5 1 8 3 6 15 8 0 1 04 5 6 5 4 60 8 2 0 6 07

表 3 1 S K 014 出 土 陶 磁 器 類 集 計 表
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番号器種 成形.調整等 備 考 産地 PL

736 112 灰釉+呉須絵+鉄釉口錬、松林文 瀬 19

737 112 18C前半～中
白ー故 肥

738 112 染付 肥

739 116 灰釉+呉須 自泥化粧、高台周辺煤付着 瀬 20

740 117 灰釉+染付松竹文+変形五弁花 瀬 21

741 117 灰釉+呉須絵小杉文 京 21

742 015 染付「富貴長春」.割子菱+松竹梅文 肥

743 122 灰釉外面体部下半墨付着 瀬

744 114 灰釉 瀬

萃9,

15cm

[ち!引

番号器種成形・調整等備考産地PL

745113鉄釉+長石釉 瀬24

746131灰釉+呉須絵17C末~18C初楼閣山水文京27

747131灰釉+鉄釉nSS 肥

748131輪ハゲ.灰釉+銅材由18C前半 瀬

749131 染付18C後半 肥27

750131灰釉+鉄絵+呉須絵 瀬27

751131 染付 肥25

752132 灰釉 瀬

753137灰釉+鉄絵紅葉文 瀬27

図164 S K014出土陶磁器類実測図(1)
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番 号 器 種 成形 ) 調整 等 備 考 産地 P L

754 131 染付 肥 2 5

75 5 136 染 付 + 鉄 釉 肥 2 8

75 6 137 灰釉+ 鉄釉 + 銅緑釉 瀬

75 7 146 長石 釉 + 鉄絵 口鋳、唐草文.柵に朝顔 + 花文 瀬 2 9

75 8 215 鉄 釉 瀬 3 2

75 9 24 1 鉄釉 脚部 煤仲着 瀬 3 3

76 0 24 1 灰釉 外面 煤付着 肥 2 9

764T 766T

0

番 号 器 種 成形 (調整等 備 考 産地 P L

761 4 11 灰釉 瀬

762 4 11 底部糸切 り 口綾部油煙付着 不

763 4 11 鉄釉 口縁 (休部油煙付着 瀬

764 41 1 長石釉 口縁一部油煙付着 瀬

765 4 12 鉄釉 瀬 38

766 423 灰釉 瀬 38

767 420 鉄釉 瀬 38

図165 S K014出土陶磁器類実測図(2)
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番 号 器 種 成形 .調整等 備 考 産地 P L

768 0 13 全面自然釉 瀬

769 0 11 自然釉 瀬

770 0 12 灰釉 瀬

771 0 11 鉄釉 瀬

772 0 16 灰釉 莱

773 0 16 灰釉 内面墨書あ り 瀬

774 0 14 灰釉+ 鋼緑釉+ 呉須 瀬

775 0 14 鉄釉 瀬 44

776 0 14 灰釉+ 呉須絵 笹文 瀬

777 3 51 灰釉 莱 37

778 3 21 灰釉 瀬 36

ー)

・-,I-.I

BS See

20 cm

I I i !二∃

番号器種成形.調整等備考産地PL

779740 灰釉底部墨書痕 瀬

780740 灰釉 瀬37

781351 染付18C後半 肥35

782352 灰釉 瀬

783811鉄釉+灰釉流し掛け全面煤付着 瀬41

784712 灰釉 瀬41

785932灰釉+鉄釉 瀬40

786730 染付18C前半～菊花散らし 肥

787961 灰釉 瀬42

788931 灰釉「春山」(刻印)信楽写し瀬40

789932 青磁1焼き継ぎ痕肥40

図166 S K014出土陶磁器類実測図(3)
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番 号 器 種 成形 (調整等 備 考 産地 P L

7 90 2 13 不

791 64 1 鉄釉 瀬 36

7 92 3 14 鉄釉 瀬 33

793 3 13 灰釉 瀬 34

7 94 51 1 鉄釉 口綾部敲打痕 瀬 39

番 号 器 種 成形 .調整等 備 考 産地 P L

795 6 21 鉄釉 内面酸化鉄分付着 瀬 39

796 5 16 穿孔部煤付着 不

797 9 11 灰釉 瀬

798 3 35 内面にぷい程、外面程 常

799 3 33 内面灰褐、外面褐灰 常

図167 S K014出土陶磁器類実測図(4)
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S K346 :本遺構の時期は18世紀後葉から19世紀前葉に比定される。

本遺構からは口縁部破片数で761点、捻個体数で89.25個体が出土している。内訳は供膳具46.

75個体、 58.9%、調理具3.25個体、 4.1%、貯蔵具5.42個体、 6.8%、灯火具14.33個体、 18・0%、

化粧具・喫煙具・調度具5.53個体、 3.66%、神仏具4.11個体、 4.6%、蓋9.83個体、 11.0%で

ある。これを江戸時代の平均値と比較してみると、いずれもそれに近い数値であることが判る。

さらに材質面においても、陶器が63.75個体、 71.4%、磁器が18.5個体、 20.7%、土器が6.92

個体、 7.7%と陶器がやや多く、土器がやや少なめではあるがほぼ近世の平均的あり方を示し

ている。

器種の組成では椀と皿の比率は3.29 : 1とやはり4倍近いひらきがあり、江戸時代後半にな

るほどその差が大きくなる傾向は確からしい。平均値では2.54 : 1と単純に戦国時代とその比

率を逆転させたかの様であったが、これはあくまで平均の数値であり、本来的には江戸時代初

頭は戦国時代同様に椀対皿は1 : 2であり、時代が下がるに従い、 17世紀後葉に同率に、 18世

紀前葉には逆転することが、これまで述べてきた遺構の遺物組成から推定することができる。

頼函具
図168 SK346出土陶磁器類の用途組成

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 3 8 6 17 5 0 56 1 0 33 9 1 13 0 4 52

椀 0 2 8 2 7 5 0 35 7 0 23 7 57 0 29 4

小 椀 0 7 6 0 0 6 7 0 7 36 0 4 3

皿 0 8 9 4 0 0 12 9 0 8 6 20 0 1 06
鉢 0 8 0 0 8 0 9 0 0 9

調 理 具 1 8 2 1 0 0 3 9 73 3 4 0 0 10 7
鍋 二 釜 1 8 3 0 0 2 1 73 5 0 0 7 8

鉢 0 8 0 0 8 0 8 0 0 8
擂 鉢 0 1 0 0 0 1 0 0 1 9 0 0 19
瓶 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2

そ の 他 0 0
貯 蔵 具 0 6 2 3 0 6 5 0 3 1 2 0 3 3

柄 0 0

士ヨ監 0 2 3 0 0 2 3 0 1 0 0 0 1 0

甕 A 0 1 2 0 0 1 2 0 8 0 0 8

甕 B 0 2 1 0 0 2 1 0 6 0 0 6
鉢 0 6 3 0 9 0 7 2 0 9

そ の 他 0 0
灯 火 具 6 3 1 0 8 0 1 1 7 2 4 6 3 4 0 1 8 1
火 具 0 1 0 0 1 1 3 0 0 4

化 粧 具 0 6 0 0 6 0 7 0 0 7
神 仏 具 0 25 2 4 0 4 9 0 5 3 0 8
喫 煙 具 0 3 0 0 3 0 7 0 0 7

調 度 具 0 5 7 0 0 5 7 0 3 0 0 0 3 0
蓋 2 9 6 2 0 0 1 1 8 1 2 3 8 0 3 2

合 計 8 3 76 5 2 2 2 1 1 0 7 1 12 1 5 1 3 12 6 1 7 6 1

表 3 2 S K 3 46 出土 陶磁 器 類集 計表
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番 号 器 種 成 形 ( 調 整 等 備 考 産 地 P L

8 0 0 1 1 2 灰 釉 瀬

8 0 1 1 1 2 灰 釉 + 上 絵 付 竹 と 梅 文 京 1 9

8 0 2 1 1 2 灰 釉 瀬 2 2

8 0 3 1 1 2 灰 釉 + 呉 須 絵 + 鉄 絵 花 唐 草 文 瀬 1 9

8 0 4 1 1 2 染 付 1 8 C 後 半 肥 1 9

8 0 5 0 1 5 染 付 1 8 C 後 半 肥 2 8

8 0 6 1 1 2 染 付 肥 1 9

8 0 7 1 1 2 灰 釉 + 呉 須 絵 幾 何 文 瀬 1 9

8 0 8 1 1 1 灰 釉 瀬

8 0 9 1 2 2 鉄 釉 18 C 後 半
白磁 ) r]錬 肥

8 1 0 1 1 6 染 付 肥

8 1 1 1 1 6 灰 釉 + 鉄 絵 鳳 風 文 瀬 2 0

番 号 器 種 成 形 ( 調 整 等 備 考 産 地 P L

8 1 2 1 1 6 長 石 絵 + 鉄 絵 凧 文 港 2 0

8 1 3 1 1 6 灰 釉 刷 毛 目 肥 2 0

8 1 4 1 1 6 灰 釉 + 呉 須 流 し掛 け 瀬 2 0

8 1 5 1 2 5 染 付 18 C 前 半
き び文 + 「大 明 年 製 」

肥 2 6

8 1 6 1 2 2 染 付 焉文 肥 2 4

8 1 7 1 2 6 18 C 代
白磁 . 口鋳 肥

8 18 1 2 2 灰 釉 港 2 4

8 19 1 2 2 染 付 17 C 後 半
(草 花 文 ) 肥 2 4

8 2 0 1 2 2 染 付 18 C 代オこ薬 文 ? 肥 2 6

8 2 1 1 2 2 赤 絵 18 C 後 半草花 文 肥

8 2 2 1 1 8 鉄 釉 + 灰 釉 瀬 2 0

8 2 3 1 1 7 灰 釉 + 鉄 絵 18 C 前 半
草 花文 京 2 3

図169 S K346出土陶磁器類実測図(1)
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番 号 器 種 成形 .調整 等 備 考 産地 P L

82 4 110 灰 釉 + 鉄絵 唐草 文 瀬 2 1

8 25 110 鉄 釉 + 灰釉 瀬

8 26 110 灰 釉 + 鉄絵 雲 に電光文 瀬 3 1

8 27 110 灰釉 瀬 19

8 28 110 灰釉 瀬

8 29 113 灰釉+鉄絵+長石釉 梅文 京 2 3

8 30 117 染付 19C 前半
菊にぶどう文 ・「寿」 肥 2 1

8 31 131 染付 肥 27+ 25(表と裏)

番 号 器 種 成 形 .調 整等 備 考 産地 P L

832 13 1 染付 18 C 前半 肥

833 4 11 灰 釉 + 呉須絵 草花 文 ( ? ) 型紙摺 り 瀬

834 132 灰釉 瀬

835 13 1 灰釉 瀬

836 133 灰 釉 + 銅 緑釉 見込 釉 は ぎ 肥 25

837 13 1 灰釉 + 鉄絵 馬 の 目文 瀬 32+ 27

838 132 灰 釉 + 呉須絵 唐草 文 + 梅 文 瀬

839 13 1 灰釉 瀬

図170 S K346出土陶磁器類実測図(2)
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番 号 器 種 成形.調整等 備 考 産地 P L

840 136 灰釉+鉄釉+鋼緑釉 瀬 31

841 136 青磁釉+呉須 1650- 60代青石王寺卜けうナ̀丁・
型才丁も 肥 28

842 147 灰釉+銅緑釉+鉄絵 草文 瀬 29

843 221 灰釉 瀬 27

844 237 鉄釉+灰釉流し掛け 瀬

845 400 灰釉+鉄絵 梅花文、油煙付着 瀬

846 411 灰釉 口綾部油煙付着、底部墨痕 瀬

847 412 鉄釉 切込2ヶ所 瀬

848 411 鉄釉 内面油煙付着 瀬

849 411 灰釉 高台周辺油煙付着 肥

850 411 鉄釉 瀬

あ。;∈三壬≡≡8
858T 859T

番号器種成形(調整等 備 考 産地PL

851 411 灰釉 瀬

852 411底部糸切り油煙付着 不

853 411底部糸切り 内面油煙付着 不

854 422 鉄釉 瀬38

855 321 灰釉 瀬36

856 343 鉄釉 瀬37

857 943灰釉+鉄釉流し掛 瀬

858 013 鉄釉 瀬44

859 017 灰釉 瀬

860 011 鉄釉 瀬

図171 S K346出土陶磁器類実測図(3)
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番 号 器 種 成 形 ・調 整 等 備 考 産 地 P L

8 6 1 7 1 2 染 付 笹 文 肥

8 6 2 7 1 2 灰 釉 沢 潟 文 ( カ ) 瀬

8 6 3 7 3 0 灰 釉 + 呉 須 絵 菊 文 瀬

8 6 4 9 2 1 灰 釉 瀬

8 6 5 5 1 3 脚 に 空 気 孔 あ り 不

8 6 6 9 6 1 灰 釉 不 4 2

8 6 7 9 0 1 灰 釉 瀬 4 3

8 6 8 9 3 1 灰 釉 + 呉 須 絵 竹 文 瀬 4 2

番 号 器 種 成 形 . 調 整 等 備 考 産 地 P L

8 6 9 9 0 3 灰 釉 + 呉 須 絵 唐 草 文 瀬 4 0

8 7 0 2 3 7 鉄 釉 瀬

8 7 1 2 1 3 不

8 7 2 2 1 3 不

8 7 3 5 1 1 不

8 7 4 9 0 4 明 褐 色 常

8 7 5 3 3 5 常

図172 S K346出土陶磁器類実測図(4)
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S K118 :本遺構の時期は19世紀前葉から中葉に位置づけられる。

本遺構からの出土遺物は口縁部破片数で1420点、稔個体数で107.42個体である。この遺構の

用途別の構成比率は平均値に類似し、供膳具49.92個体、 52.2%、調理具7.83個体、 8.2%、貯

蔵具4.42個体、 4.6%、灯火具19.50個体、 20.4%、化粧具・喫煙具・調度具が9.88個体、 9.2%、

神仏具2.83個体、 2.6%、蓋11.75個体、 10.9%となっている。

このうち、化粧具が2.92個体、 2.7%を占める点については、他の遺構と比較しても最高値で

あり、本遺構の特徴のひとつであると言える。また、灯火具に占める土器製品の割合が79.1%

と増加してはいるものの、遺物全体では土器製品は16.4%と決して多くを占めず、この時期で

は既に土器製品の使用量自体が減少していると思われる。

器種別では、椀と皿の比率が1.09: 1と同数に縮まっている点、調理具の擂鉢が多く出土し

ている点、貯蔵具では瓶が一定量使用されている点等を指摘できるであろう。

-<^>＼二三二-=重量-I;三一=テ--- --s…-
図173 S K118出土陶磁器類の用途組成

用 途 器 種

接 合 後 口縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 . 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 7 3 6 3 22 9 0 5 9 9 7 4 2 9 2 2 3 1 6 6 0

梶 0 12 0 12 2 0 2 4 2 0 2 0 1 1 4 5 1 3 4 7

小 椀 0 7 3 8 0 4 5 0 6 2 0 0 2 6

皿 7 19 2 6 4 0 2 6 3 7 1 7 6 5 5 0 2 3 8

鉢 0 4 4 5 0 4 9 0 4 6 3 0 4 9

調 理 具 1 9 7 5 0 0 94 1 1 0 1 1 3 0 0 2 2 3

鍋 , 釜 1 g 2 0 0 0 3 9 1 1 0 34 0 0 1 4 4

鉢 0 6 0 0 6 0 6 0 0 6

擂 鉢 0 2 2 0 0 2 2 0 5 1 0 0 5 1

瓶 0 2 7 0 0 2 7 0 2 2 0 0 2 2

そ の 他 0 0

貯 蔵 具 0 5 3 0 0 5 3 0 3 9 1 0 4 0

瓶 0 1 9 0 0 1 9 0 2 0 0 2

l*蛋 0 9 0 0 9 0 6 0 0 6

甕 A 0 2 0 0 2 0 9 0 0 9

甕 B 0 l l 0 0 l l 0 10 0 0 1 0

鉢 0 1 2 0 0 1 2 0 12 1 0 1 3

そ の 他 0 0

灯 火 具 1 85 4 3 5 1 2 34 2 5 8 28 1 1 2 8 8

火 具 1 1 4 0 0 15 3 52 0 0 5 5

化 粧 具 0 1 8 1 7 0 35 0 4 3 0 7

神 仏 具 0 2 4 1 0 0 34 0 15 3 0 1 8

喫 煙 具 0 6 0 0 6 0 6 0 0 6

調 度 具 0 7 8 0 0 78 0 83 0 0 8 3

蓋 0 1 1 1 2 9 1 1 41 0 3 1 14 1 4 6

合 計 2 12 7 8 5 29 0 2 1 2 89 3 78 8 00 2 4 5 3 1 4 2 6

表 33 S K 118 出土 陶磁器 類集 計 表
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番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 P L

876 1 12 鉄釉 + 灰釉 瀬 22

877 112 灰釉 + 呉須絵 山水文 瀬 19

878 112 染付 肥 19

879 112 赤絵 梅樹文 肥

880 112 染付、呉須絵 肥 22+ 19

881 117 染付 ねじり花文・梅花文 瀬 21

882 114 鉄釉+ 灰釉流し掛け 瀬

883 9 00 灰釉 瀬

884 9 00 鉄釉 瀬

885 900 鉄釉 + 長石釉 瀬 21

886 116 染付 19C 中～末
二草花文 瀬

番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 P L

88 7 122 灰釉 瀬

88 8 122 染付 鳥文 瀬

88 9 125 赤絵 肥

89 0 125 染付 17C 後半
苛文 肥

89 1 015 染付 18C 後半 肥

89 2 015 18C
白磁 肥

89 3 015 染付 肥

89 4 13 1 呉須絵 肥 26

89 5 135 灰釉 瀬 30

89 6 13 1 輪ハゲ、灰釉+鋼緑釉 l 肥 27

89 7 13 1 灰釉 + 呉須絵 草花文 )菊花文+ 五弁花 瀬 27

図174 S K118出土陶磁器類実測図(1)
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番 号 器 種 成 形 ) 調 整 等 備 考 産 地 P L

8 9 8 1 3 1 灰 釉 + 鉄 釉 笹 文 瀬

8 9 9 1 3 4 灰 釉 + 鉄 絵 笹 文 瀬 3 0

9 0 0 1 3 5 灰 釉 + 銅 緑 釉 瀬 2 8

9 0 1 1 3 7 灰 釉 + 鉄 絵 菊 水 文 瀬 30 + 28

9 0 2 1 3 6 長 石 釉 + 鉄 絵 笹 文 、 角 型 瀬 2 8

9 0 3 1 3 3 長 石 釉 + 鉄 絵 山 水 文 瀬

9 0 4 1 3 6 長 石 釉 + 鉄 絵 藤 文 (カ) 瀬

9 0 5 1 3 7 灰 釉 + 鉄 釉 五 稜 花 瀬

番 号 器 種 成 形 ・調 整 等 備 考 産 地 P L

9 0 6 1 3 6 染 付 + 鉄 釉 肥 2 8

9 0 7 1 4 1 染 付 肥 1 9

9 0 8 1 4 1 灰 釉 + 呉 須 絵 17 C 後 半 瀬 3 2

9 0 9 1 4 0 染 付 楼 閣 山 水 文 ・梅 花 文 肥

9 1 0 1 4 1 灰 釉 瀬

9 1 1 1 4 3 灰 釉 瀬

9 1 2 1 4 3 灰 釉 + 鉄 絵 + 銅 緑 釉 キ ビ 文 瀬 2 9

図175 SK118出土陶磁器類実測図(2)
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番 号 器 種 成形(調整等 備 考 産地 P L

913 141 鉄釉十灰釉窯変流し掛け 瀬 29

914 411 底部糸切り 不

915 411 鉄釉 口綾部油煙付着 瀬

916 411 19C 瀬

917 411 灰釉 口綾部油煙付着 瀬

918 411 底部糸切り 油煙付着 不 38

919 411 底部糸切り 油煙付着 不

920 222 灰釉 瀬 29

921 019 長石釉 瀬

922 213 不

番 号 器種 成形.調整等 備 考 産地 P L

923 311 鉄釉 瀬 33

924 314 鉄釉 瀬 34

925 011 鉄釉 瀬

926 014 鉄釉 瀬

927 012 鉄釉 瀬

928 014 灰釉+鉄絵 墨吹き、折松葉文・亥帖口 瀬

929 241 灰釉+鉄絵 墨吹き、梅花文 瀬

930 241 鉄釉 瀬

931 623 鉄釉 内面酸化鉄分付着 瀬

932 900 鉄釉 瀬

図176 S K118出土陶磁器類実測図(3)
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番 号 器 種 成 形 . 調 整 等 備 考 産 地 P L

9 3 3 3 5 2 灰 釉 底 部 墨 書 痕 あ り 瀬 3 7

9 3 4 7 1 2 染 付 肥

9 3 5 9 3 2 染 付 高 台 釉 ハ ギ 、 草 花 文 肥

9 3 6 7 3 0 染 付 山 水 文 肥 4 1

9 3 7 0 1 7 灰 釉 瀬

9 3 8 0 16 染 付 1 8 C 代
桜文 肥

9 3 9 0 1 7 染 付 1 9 C 瀬

9 4 0 0 16 灰 釉 瀬

番 号 器 種 成 形 . 調 整 等 備 考 産 地 P L

9 4 1 9 4 3 灰釉 + 鉄釉流 し掛け 瀬

9 4 2 9 4 3 灰 釉 瀬

9 4 3 8 1 2 灰釉十銅緑釉流 し掛け 口 緑 敲 打 痕 あ り 瀬 4 1

9 4 4 9 1 3 鉄 釉 底 部 穿 孔 、 転 用 品 瀬

9 4 5 3 5 2 灰 釉 瀬

9 4 6 7 2 1 灰 釉 瀬

9 4 7 9 1 1 灰 釉 + 鉄 絵 宝 珠 文 瀬

9 4 8 9 5 1 灰釉 + 鉄釉 + 銅緑釉 瀬 4 0

図177 S K118出土陶磁器類実測図(4)
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S K101 :本遺構の時期は19世紀中葉に比定される。

出土遺物は口縁部破片数で9582点、稔個体数810.42個体にのぼる。用途別の割合は、供膳具

317.42個体、 46.2%、調理具61.50個体、 9.0%、貯蔵具89.25個体、 13.0%、灯火具106.17個体、

15.4%、火具22.92個体、 3.3%、化粧具・喫煙具・調度具66.45個体、 8.2%、神仏具22.69個体、

2.8%、蓋123.66個体、 15.3%である。これらの数値は今回の発掘調査で出土した江戸時代の遺

物の組成比率とほぼ等しい状況を示している。反面、遺構が江戸時代末期であるということが

影響してか、材質面からの組成比率は、陶器が593.75個体、 73.3%、磁器が162.83個体、 20.1%、

土器が46.5個体、 5.7%となっており、陶器(磁器製品が増加し、土器製品の消費量が減少して

いることが窺える。

器種の側面からは、椀と皿の比率が4.22: 1とその差を広げており、この傾向は先にも述べ

たが、江戸時代初期は戦国時代と同様に椀と皿の比率は1 : 2前後であるのに対し、中期以降

はその比率が逆転し、その比率差は拡大する傾向にある。

図178 S K101出土陶磁器類の用途組成

用 途

供 膳 具

器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 □ 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

0 2 3 69 1 4 3 8 2 3 8 0 9 0 28 5 6 12 14 4 4 0 74

梶 0 1 4 15 5 7 9 1 19 9 5 0 15 8 6 4 0 3 1 19 9 0

小 椀 0 3 0 8 6 3 6 1 9 4 5 0 4 9 1 6 0 7 3 11 0 1

皿 0 5 4 5 1 5 2 0 6 9 7 0 6 2 4 1 5 5 0 7 7 9

鉢 0 1 0 1 7 1 0 1 7 2 0 15 5 4 9 0 20 4

調 理 具 6 0 6 5 8 3 1 7 7 3 8 4 3 5 8 6 8 1 2 4 13 2 8

鍋 釜 6 0 1 9 3 0 1 7 2 7 0 4 3 5 2 5 7 0 2 4 71 6
,
鉢 0 1 0 5 0 0 1 0 5 0 15 8 0 0 15 8

擂 鉢 0 8 7 0 0 8 7 0 2 4 4 0 0 24 4
田
瓶 0 2 7 2 3 0 2 7 5 0 20 7 1 0 20 8

そ の 他 0 1 0 0 1 0 2 0 0 2

貯 蔵 具 7 9 9 3 7 1 0 10 7 1 2 71 0 5 1 2 76 5

瓶 0 2 9 9 7 0 3 0 6 0 7 9 2 1 8 2

-士蛋 7 1 7 1 0 0 17 8 2 9 0 0 1 9 3

甕 A 0 1 2 0 0 0 12 0 0 16 9 0 0 16 9

甕 B 0 1 5 0 1 0 15 1 0 16 7 1 0 16 8

鉢 0 2 5 3 6 3 0 3 16 0 20 5 4 8 0 2 53

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

灯 火 具

火 具

化 粧 具

神 仏 具
喫 煙 具

3 7 0 8 6 7 0 38 1 27 5 5 71 24 4 0 10 8 25

9 2 1 7 7 0 6 2 75 65 1 77 0 5 24 7

0 3 7 9 2 0 1 29 0 30 27 0 57

0 16 8 10 7 0 2 75 0 6 1 36 0 97

0 7 5 0 0 75 0 49 0 0 4 9

調 度 具 8 5 3 9 4 7 0 5 94 6 3 8 8 2 1 0 4 15

蓋 2 1 1 26 7 19 6 0 1 4 84 6 1 6 3 0 8 8 1 1 7 25

A 蔓 5 5 8 7 15 0 1 95 4 6 3 9 7 25 1 0 85 7 0 1 3 14 3 8 46 9 5 82
ロ 口

表 34 S K 10 1出 土 陶 磁 器 類 集 計 表



rh

番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 PL

949 112 灰釉 瀬 22

950 112 透明釉 不

951 112 灰釉 刷毛目 肥 22

952 112 染付 18C未~19C初
鶴に披博文(環状松竹梅十割′ト菱 肥 22

953 112 灰釉+染付 草花文・五弁花 瀬 23

954 112 染付 雲竜宝珠文.垂連孤文 肥 19

955 112 染付 肥 19

956 112 灰釉+呉須 底部墨書 瀬

957 112 染付 18C後半
梅樹文+渦福 肥 19

958 112 灰釉+鉄釉 敏文 瀬 23

番 号 器 種 成形)調整等 備 考 産地 PL

959 112 鉄釉 瀬 23

960 112 鉄釉 瀬

961 112 灰釉+鋼緑釉散らし 瀬 23

962 114 灰釉+呉須絵 笹文、底部墨書 瀬 20

963 114 灰釉+鉄絵 柳文、底部墨書痕 瀬 20

964 114 灰釉+鉄絵 柳文、底部墨書 瀬

965 114 灰釉+鉄釉 柳文 瀬 20-23

966 110 灰釉 瀬

967 110 灰釉+鉄絵+呉須絵 底部「錦光山」刻印、草文 京

図179 SKIOl出土陶磁器類実測図(1)
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番 号 器 種 成 形 . 調 整 等 備 考 産 地 P L

9 6 8 1 1 4 青 磁 + 染 付 剖 小 菱 + 五 弁 花 ( コ ン ニ ャ ク 印 ) 肥

9 6 9 1 1 4 青 磁 + 染 付 剖 小 菱 + 五 弁 花 ( コ ン ニ ャ ク 印 ) 肥 2 3

9 7 0 1 1 4 輪 ハ ゲ 18 C 代 肥

9 7 1 1 1 8 灰 釉 + 鉄 釉 瀬 2 4

9 7 2 1 1 0 透 明 釉 + 鋼 緑 釉 斜 格 子 文 (鉄 絵 ) 肥 2 4

9 7 3 1 1 0 灰 釉 + 鉄 釉 瀬 2 1

9 7 4 1 1 8 長 石 釉 + 鉄 釉 瀬 1 9

9 7 5 1 1 3 灰 釉 瀬 2 3

9 7 6 1 1 1 灰 釉 + 鉄 釉 流 し掛 け 瀬 2 2

番 号 器 種 成 形 . 調 整 等 備 考 産 地 P L

9 7 7 1 1 6 灰 釉 + 呉 須 絵 柳 文 瀬 2 1

9 7 8 1 1 3 灰 釉 底 部 墨 書 「革 」 瀬 2 3

9 7 9 1 1 6 灰 釉 + 鉄 釉 + 呉 須 瀬 2 3

9 8 0 1 1 2 染 付 肥 2 6

9 8 1 1 1 2 長 石 釉 + 呉 須 港

9 8 2 1 1 0 長 石 釉 + 鉄 釉 港 2 4

9 8 3 1 1 7 灰 釉 + 呉 須 絵 小 杉 文 京 2 4

9 8 4 1 1 5 鉄 釉 + 灰 釉 港 1 9

9 8 5 1 1 5 銅 緑 釉 + 灰 釉 瀬 1 9 l

図180 S KIOl出土陶磁器類実測図(2)
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1002 J

1001 J

1003 J

))

書

「

番 号 器 種 成 形 .調 整等 備 考 産 地 P L

9 86 1 15 灰釉 + 鉄絵 竹 文 瀬 20

9 87 115 染付 五弁花(コンニャク印) 肥 20

98 8 116 灰釉+ 呉須絵+鉄絵 宝玉 文 瀬

98 9 116 呉須 口鋳 、見 込花文 (*) 瀬 23

99 0 116 染付 19中～末 瀬 23

99 1 122 灰釉 瀬 24

99 2 015 長石 釉 + 鉄絵 口鏡 、つ る草丈 瀬 2 5

99 3 015 長石 釉 + 鉄絵 黍文 瀬

99 4 015 染付 肥 2 5

99 5 015 染付 遊 び唐子 (火炎 文 肥 2 8

996 117 染付 肥 2 1

99 7 117 染付 肥

998 122 染付 18C 後半
梅樹文 肥 z.a

).)1
999 122 灰 釉 瀬 )

「

1011J

I012J

ロ。13J

番 号 器 種 成形 ・調整 等 備 考 産 地 P L

10 00 122 染付 18C 中～末
松竹梅文 肥 2 0

10 01 122 染付 18C末~ 19C初 松竹梅文.
割小菱十環状松竹梅文 肥

100 2 122 染付 18C 中～未
草花文 肥

100 3 12 2 染付 肥

100 4 12 2 染付 肥 20

100 5 12 5 瀬

100 6 12 2 白磁 肥

100 7 12 2 赤絵 海老文 肥

1008 12 5 染付
草花文 肥 25

1009 126 染付 18C 中～末
竹文 肥 26

10 10 12 7 染付 18C 前半
蝶と草花文 肥 24

101 1 126 白磁 肥

1012 126 18C白磁 肥

1013 126 18C
白磁 肥

図181 SKIOl出土陶磁器類実測図(3)
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1017J
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1021T

1030T

番 号 器 種 成形(調整等 備 考 産地 PL

1014 125 18C代
白磁 肥

1015 125 赤絵 蝶と菊花文
瀬

1016 125 赤絵 18C 肥 26

1017 123 染付 19中～未 瀬

1018 131 灰釉+鉄絵 山水文 肥

1019 131 灰釉+呉須絵+鉄絵 底部墨書・梅文 瀬 30

1020 131 染付 肥 25

1021 132 灰釉+ 呉須絵 唐草文 瀬

1022 131 灰釉+ 呉須絵 梅樹文 瀬 25

1023 131 灰釉十呉須絵 梅文 瀬

1024 131 灰釉 瀬

) I

1019T

療≡
t

・一毒

**./・

≡≡≦≡学:I

^^^^^^S^S^^^^S^^^^ K

番 号 器 種 成形 (調整等 備 考 産地 PL

1025 131 染付 肥 30

1026 131 竜文 (スタンプ) 不

1027 131 灰釉+ 呉須絵 草花文+ 梅文 瀬 30

1028 134 染付 肥 30

1029 132 灰釉 瀬

1030 137 灰釉+ 銅緑釉 流し掛け 瀬 30

1031 133 染付 肥 30

1032 135 灰釉+銅緑釉流し掛け 瀬

1033 135 18C前半
白磁

肥

1034 134 灰釉+ 呉須絵 草花文 瀬

1035 137 灰釉 瀬

図182 S KIOl出土陶磁器類実測図(4)
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1044T

20cm
t-.-..,!清! i

番号器種成形.調整等備考産地PL

1036136灰釉底部墨書「大」(カ)瀬31

1037136染付松某文肥

1038136 白磁、犀角杯+ 瀬

1039136 .≡花弁と菱ffi+ねじ梅文瀬

1040134灰釉+鉄絵草花文瀬30

1041134長石釉+鉄絵+呉須絵桜花文瀬30

1042132輪ハゲ、灰釉 瀬32

堅主翼
1048T

番 号 器 種 成形.調整等 備 考 産地 PL

1043 131 灰釉 瀬 32

1044 133 鉄釉 瀬 32

1045 133 長石釉+鉄絵 朝顔文(*) 瀬

1046 130 灰釉 見込沈線 京

1047 136 灰釉+呉須掛け流し 見込使用痕、五角形 瀬

1048 136 灰釉 瀬

図183 S KIOl出土陶磁器類実測図(5)
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番 号 器 種 成形 ( 調整等 備 考 産地 P L

10 49 131 灰釉 墨書 「卯九月」 瀬

10 50 2 22 灰釉 瀬 32

10 51 2 22 灰釉 墨書「(宝)暦十三年場末正月」 瀬

10 52 2 22 灰釉+鉄釉+銅緑釉 流し掛け 瀬 32

10 53 2 22 鉄釉 瀬

10 54 2 36 鉄釉 「元山」 (刻印) 瀬

番 号 器 種 成形 (調整等 備 考 産地 P L

1055 236 鉄釉 瀬

1056 237 鉄釉 瀬

1057 239 堺

1058 237 鉄釉 瀬

1059 237 鉄釉 瀬

図184 S KIOl出土陶磁器類実測図(6)
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番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 P L

1060 013 灰釉 瀬

1061 014 鉄釉 瀬

1062 012 鉄釉 瀬

1063 012 灰釉 京 43

1064 014 灰釉+鉄絵 草花文 肥 44

1065 014 灰釉+鉄絵 菊花文・墨書 「側」 京 44

1066 241 鉄釉 瀬 33

1067 241 鉄釉 底部煤付着 瀬 33

柳1065T

番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 P L

1068 242 灰釉+鉄絵+呉須絵 草花文 京 33

1069 318 灰釉+鉄絵 本に菊花文(*) 瀬 36

1070 242 鉄釉 瀬 33

1071 318 灰釉 瀬

1072 243 鉄釉+鉄釉 流し掛け 瀬 33

1073 319 染付 19C椿文 肥

1074 200 長石釉+鉄絵 菖蒲文、マンジユウ蒸し器 瀬 33

図185 S KIOl出土陶磁器類実測図(7)
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番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 PL

1075 215 鉄釉 瀬

1076 215 不

1077 215 不

1078 214 鉄釉 体部下半煤付着 不 32

1079 214 灰釉 唐人(型押)、体部下半煤付着 京 32

1080 213 不

番 号 器 種 成形(調整等 備 考 産地 PL

1081 511 瓦質 不 39

1082 511 鉄釉 口縁敲打痕 瀬 39

1083 513 鉄釉 瀬

1084 515 不 39

1085 515 常

図186 S KIOl出土陶磁器類実測図(8)
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番 号 器 種 成 形 . 調 整 等 備 考 産 地 P L

1 0 8 6 5 13 内 面 煤 付 着 不

1 0 8 7 5 13 鉄 釉 内 底 面 墨 書 瀬 3 9

1 0 8 8 5 1 3 不

1 0 8 9 5 0 1 瀬

1 0 9 0 0 1 1 焼 締 常 4 3

1 0 9 1 0 1 1 常 4 3

番 号 器 種 成 形 . 調 整 等 備 考 産 地 P L

1 0 9 2 0 1 1 底 部 煤 付 着 瀬 4 3

1 0 9 3 5 1 6 内 面 煤 付 着 、 孔 7 ヶ 所 常

10 9 4 5 1 6 内 面 煤 付 着 、 孔 6 ヶ 所 (カ) 不

10 9 5 5 3 1 外 面 口 縁 一 部 煤 付 着 不

10 9 6 5 3 2 内 面 部 分 的 に 煤 付 着 不

図187 S KIOl出土陶磁器類実測図(9)
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番 号 器 種 成形)調整等 備 考 産地 PL

1097 014 内面煤付着 瀬

1098 019 返し部周辺煤付着、スカシ7ヶ所 瀬 39

1099 516 内面煤付着 瀬 39

1100 510 灰釉 墨書 瀬

1101 016 内面被熟 不

1102 521 内面から外口縁被熟 不 39

番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 PL

1103 014 不 44

1104 521 内面煤付着 不 39

1105 335 外面暗赤褐色、内面明赤褐色 常

1106 332 外画赤褐色、内面明赤褐色 常

1107 333 外・内面浅黄榎色 常

図188 S KIOl出土陶磁器類実測図(10
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番号器種成形・調整等備考産地PL

1108344 鉄釉 瀬37

1109344鉄釉+灰釉流し掛け 瀬

1110952釉+鉄釉 瀬43

番号器種成形・調整等備考産地PL

mi337 鉄釉墨書「+」 瀬

1112325 常

1113913灰釉+鉄釉+鋼緑釉底部穿孔 瀬43

図189 S KIOl出土陶磁器類実測図(ll)
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番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 P L

1114 014 染付 竹文 肥

1115 014 染付 清 肥 44

1116 014 上絵付 桜文 肥 44

1117 014 灰釉+鉄絵+呉須絵 菊花文 京 44

1118 014 上絵付 菊花文 京 44

1119 014 灰釉+鉄絵 早蕨文 京 44

1120 014 染付 ニヤク印) 肥 44

1121 017 染付 19C中
輪宝つなぎ文 肥 35

1122 351 灰釉+呉須絵 竹文(*) 瀬

1123 351 鉄釉 瀬 41

1124 351 染付 菊花散らし 肥 37

1125 351 呉須 18C中葉～未 肥 37

一≡≡‡

番号器種成形.調整等 備 考 産地PL

1126 351 灰釉 瀬37

1127 351 灰釉+鉄絵竹文、底部墨書 瀬37

1128 351 灰釉 瀬

1129 351 灰釉 瀬37

1130 350 17C未~18C前半、白磁肥

1131 441 鉄釉+長石釉 瀬37

1132 351 灰釉 瀬

1133 351 赤絵 肥

1134 351 染付18C後半 肥

1135 016 染付木の葉文 瀬

1136 018 染付草花文 瀬44

図190 S KIOl出土陶磁器類実測図(12)
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番号器種成形.調整等 備 考 産地PL

1137 016 灰釉内面墨書 瀬

1138 016 灰釉 瀬

1139 740 灰釉 瀬 37

1140 016 灰釉 瀬

1141 352 灰釉 瀬 37

1142 352 灰釉 瀬 38

1143 011 灰釉+鉄釉 瀬

1144 011 墨書「三十二」 瀬

1145 011 瀬 43

1146 011 灰釉墨書「御口口口八l9月」 瀬

1147 013 灰釉+銅緑釉+長石釉松葉文 瀬

1148 012 灰釉 瀬

番号器種成形.調整等 備 考 産地PL

1149 011 鉄釉 瀬

1150 321 灰釉 瀬

1151 321 灰釉 瀬 36

1152 321 鉄釉+灰釉流し掛け 瀬 36

1153 322 鉄釉 瀬 36

1154 011 灰釉象眼 肥

1155 320 鉄釉 不 36

1156 313 灰釉 瀬 33

1157 313 瀬 33

1158 311 鉄釉+灰釉 瀬 33

1159 314 鉄釉 瀬 36

1160 316 鉄釉 瀬 36

図191 S KIOl出土陶磁器類実測図(13
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番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 P L

1161 411 内底面被熟 不 38

1162 411 口縁1ヶ所油煙付着 不 38

1163 411 灰釉 瀬

1164 411 長石釉 瀬 38

1165 411 底部糸切り 口縁2 ヶ所油煙付着 不 38

1166 131 底部糸切り 墨書「器器」呪具カ 不 41

1167 411 底部糸切り 内面油煙付着 不

1168 411 鉄釉 瀬 38

1169 410 長石釉 瀬 38

1170 411 長石釉 瀬

1171 412 灰釉 瀬

1172 412 鉄釉 瀬

1173 412 長石釉 瀬 38

1174 412 鉄釉 瀬 38

番 号 器 種 成形)調整等 備 考 産地 P L

1175 412 長石釉 瀬

1176 411 底部糸切り 内面抽煤付着 不 38

1177 413 黄釉 リ 京

1178 410 鉄釉 底部墨痕あり 瀬 38

1179 441 鋼緑釉 瀬 I 39

1180 420 黄釉 ケ目 京

1181 423 灰釉 瀬

1182 423 灰釉 瀬 38

1183 425 黄釉 胎土褐色 不 38

1184 425 黄釉 胎土葬褐色 莱

1185 422 鉄釉 瀬 38

1186 019 不

1187 310 不 39

1188 431 瓦質 不 39

図192 S KIOl出土陶磁器類実測図(14
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番 号 器 種 成形(調整等 備 考 産地 P L

1189 730 灰釉+ 呉須絵 幾何文 瀬 41

1190 730 染付 18C代
草花文 肥

1191 730 18C代
白磁 瀬

1192 730 染付 18C代
草花文 瀬

1193 019 灰釉 牡丹唐草文 瀬 44

1194 014 灰釉+ 鉄絵 算木文 肥

1195 019 長石釉 墨書「じ寛永二年松浦匚]じ九月匚]
‖-

瀬 44

1196 016 染付 19C
山水文 肥

1197 016 上絵付 梅樹文 瀬

1198 721 灰釉 菊花文 京 41

1199 721 肥 41

1200 711 染付 蛸唐草文 肥

1201 712 灰釉 底部墨書 「栄治郎」 瀬

iま-_」

番号器種成形.調整等備考産地PL

1202712灰釉瀬

1203750灰釉+銅緑釉外面自泥化粧、墨書京

1204750灰釉墨書「爪」瀬

1205810灰釉+(上絵付)菊花唐草文、五角形京41

1206820灰釉+呉須絵草花文瀬42

1207811長石釉+サビ釉口縁敲打痕、墨書痕、カキオトシ瀬41

1208812鉄釉口縁敲打痕瀬

1209810鉄釉口縁敲打調整、再利用瀬41

1210921灰釉外底部墨書瀬42

1211921灰釉瀬42

1212126灰釉瀬

1213921灰釉瀬

図193 S KIOl出土陶磁器類実測図(15
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番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 P L

1214 621 鉄釉 内面酸化鉄分付着 瀬

1215 610 白磁 肥

1216 622 染付 18C中～末
梅文 肥

1217 622 灰釉+ 鋼緑釉 瀬 39

1218 622 灰釉+ 呉須絵 七宝文 瀬

1219 622 灰釉+鉄絵 瀬 39

1220 941 灰釉+鉄絵 牡丹文 瀬 43

1221 931 染付 木に烏文 肥

1222 932 長石釉+ 呉須絵 幾何文 瀬 42

1228T 1229T

葡>患
1230T 1231T

番号器種 成形・調整等 備 考 産地PL

1223 931 鉄釉 瀬

1224 722 灰釉+鋼緑釉流し掛け底部墨書 瀬

1225 943 灰釉 瀬

1226 013 灰釉墨書「口前」 瀬

1227 013 鉄釉菊花文(スタンプ・花弁線毛彫り) 瀬 43

1228 013 鉄釉 瀬

1229 013 灰釉 瀬

1230 014 灰釉内面墨痕 瀬

1231 014 鉄釉 瀬

図194 S KIOl出土陶磁器類実測図(16
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番 号 器 種 成形 .調整等 備 考 産地 P L

12 32 943 灰釉+鉄釉+銅緑釉 五重凹線+ 雷と山文 瀬

1233 913 染付 18C 中～末 肥 40

12 34 914 ル リ釉 竹に雀文 瀬 40

1235 911 鉄釉 瀬 42

1236 914 銅緑釉 印花文 瀬 40

1237 911 長石釉 瀬

1238 911 灰釉+呉須流し掛け 瀬 42

1239 913 灰釉+ 鉄釉 底部穿孔 瀬 23

番 号 器 種 成形 )調整等 備 考 産地 P L

1240 913 長石釉 印花文、焼成後穿孔 瀬 42

124 1 913 鉄釉 焼成後穿孔 瀬

1242 91 1 鉄釉 瀬

1243 912 鉄釉 焼成後穿孔 瀬 36

124 4 9 13 鉄釉 底部穿孔 瀬

124 5 90 1 鉄釉 瀬 43

124 6 902 灰釉 練 り込み 港 42

図195 S KIOl出土陶磁器類実測図(17
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S K333 :本遺構の時期は19世紀中葉に位置づけられる。

本遺構の出土遺物は口縁部破片数で4019点、総個体数で456.08個体である。用途による占有

率は供膳具が164.67個体、 41.5%と最も多く、ついで蓋が59.0個体、 12.9%、貯蔵具が58.42個

体、 14.7%の順となっている。蓋については江戸時代を通じて比較的多くの出土量を維持し続

けている。この遺構では供膳具に次いで高い割合を示しているが、これはこの遺構におけるそ

の他の用途の遺物の比率が低いためであり、蓋の出土量が江戸時代の平均値と比較しても決し

て多い訳ではない。また貯蔵具に関しては、平均値より多く出土しており、これは甕Bの多さ

に起因している。

材質面では磁器製品が100.33個体、 22.0%を占め、やはりその比率が高い状態を維持してい

る。これはこの時期すでに瀬戸・美濃窯での磁器生産が開始されており、その影響がこうした

材質面での比率の変化を起こさせている一因であると考えられる。

器種別では、椀と皿は3.85: 1と4倍近い比率差が認められる。また、調理具の鍋.釜が多

く出土しているのに対し、擂鉢が少量である点はこの遺構の特徴である。

二審二三^ ≡---_‡薬三=;=± ≡ ≒ ±幸二-_
図196 S K333出土陶磁器類の用途組成

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 □ 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 汁 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 1 1 48 8 28 0 19 7 6 0 11 8 2 6 7 5 1 1 8 5 8

梶 0 7 29 3 98 0 11 2 7 0 8 0 4 3 6 9 1 1 1 74

小 椀 0 74 3 10 0 3 8 4 0 6 6 1 8 9 0 2 5 5

皿 0 2 77 1 15 0 3 9 2 0 2 4 4 1 1 2 0 3 5 6

鉢 0 6 8 5 0 7 3 0 6 8 5 0 7 3

調 理 具 3 3 3 8 5 8 1 4 2 7 2 0 5 3 4 3 2 1 5 5 1

鍋 . 釜 3 3 1 74 0 1 2 0 8 2 0 5 1 3 3 0 1 3 3 9

、鉢 0 6 9 0 0 6 9 0 8 5 0 0 8 5

擂 鉢 0 2 1 0 0 2 1 0 4 4 0 0 44

瓶 0 1 1 8 8 0 1 2 6 0 7 9 2 0 8 1

そ の 他 0 3 0 0 3 0 2 0 0 2

貯 蔵 具 ～ 2 6 5 3 43 3 7 0 1 2 4 4 9 2 7 1 4 7 9

瓶 0 1 3 1 0 0 1 3 1 0 2 4 0 0 24

*蛋 2 1 4 7 2 3 1 54 2 7 3 1 1 7 7

甕 A 0 7 3 ゾ0 0 7 3 0 7 7 0 0 7 7

甕 B 0 2 2 2 3 0 2 2 5 0 1 9 8 2 0 2 0 0

鉢 0 8 0 38 0 1 1 8 0 7 7 24 0 1 0 1

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

灯 火 具 1 6 9 4 4 7 7 0 6 2 3 1 4 9 1 6 1 1 0 3 1 1

火 具 4 5 8 1 0 3 1 2 9 3 1 8 3 0 1 1 1 5

化 粧 具 0 29 65 0 9 4 0 8 1 8 0 2 6

神 仏 具 . 0 1 20 97 0 2 1 7 0 2 8 1 7 0 4 5

喫 煙 具 0 18 0 0 1 8 0 2 0 0 0 2 0

調 度 具 .2 5 62 16 0 5 8 0 1 3 7 4 6 0 3 8 1

蓋 6 5 62 14 0 0 7 0 8 2 1 6 2 6 9 0 2 3 3

合 計 2 5 7 4 0 05 1 2 04 7 5 4 7 3 3 9 0 2 8 1 0 8 1 5 4 4 0 1 9

表 35 S K 33 3出 土 陶 磁 器 類 集 計 表
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番 号 器 種 成形 (調整等 備 考 産地 P L

1247 111 鉄釉 .化粧掛 瀬

1248 111 灰釉 瀬 22

1249 112 青磁+ 染付 18C後半 肥

1250 112 呉須絵 18C後半 肥 20

1251 112 灰釉+ 鉄釉流し掛け 瀬 23

1252 112 灰釉 瀬 23

1253 112 灰釉+ 呉須 瀬

1254 112 灰釉+ 呉須絵 桜文 瀬 23

1255 112 鉄釉 瀬 23

1256 112 灰釉+ 呉須 瀬 20

1257 112 灰釉+ 鉄釉+ 鋼緑釉 幾何文 )五弁花 瀬 23

1258 112 灰釉 刷毛 目 瀬 23

番 号 器 種 成形 ) 調整等 備 考 産地 P L

1259 112 灰釉 刷毛目 肥

1260 117 灰釉 瀬

1261 112 染付 19C 中集～未
動物文 瀬

1262 117 染付 菊丸文)昆虫文 肥

1263 117 染付 肥 21

1264 117 灰釉+呉須絵+ 鉄絵 梅花文 )梅花文 港 24

1265 117 灰釉+呉須絵+ 鉄絵 菊松葉文 (五弁花 瀬 24

1266 116 灰釉+ 鉄絵 唐草文+ 如意頭と唐草文・渦巻文 瀬 21

1267 116 灰釉+ 鉄釉 梅花文、内面自泥化粧 港

1268 122 赤絵 19C
蝶と草花文 瀬 24

1269 126 染付 草花文 肥 26

1270 126 19C
白磁 瀬

図197 S K333出土陶磁器類実測図(1)
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番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 P L

1271 116 灰釉+鉄釉+呉須 瀬 21

1272 116 灰釉+ 呉須 瀬

1273 116 灰釉+ 鉄絵 宝珠文、内面自派化粧 瀬 23

1274 116 灰釉+ 鉄絵 柳文 瀬 23

1275 116 灰釉+ 呉須絵 草花文 瀬 21

1276 116 灰釉+ 鉄絵 梅花文 . 内面自泥化粧 京 24

1277 116 長石釉+ 鉄釉 内面自泥化粧、楼閣山水文 不 21

1278 116 鉄釉+ 銅緑釉 亀文 肥 24

1279 132 赤絵 18C 未～幕末
鳳風文+ 「乾隆年製」.花文十一臥麟文 中 25

1280 015 染付 19C 中～幕末 瀬 25

1281 116 染付 19C 中～幕末 肥 21

1282 125 染付 明き台
草花文 不 26

, ∴太八、ミ、)

-～_・ ^」- 「.・-

一一J、

1290T

"rf‥≒主
1292T

∠≡∃F養

凄=妄妄亘.

譲1291J

・′ -～、

20cm

「 ! ! i一二∃

番号器種成形.調整等備考産地PL

1283125 染付羊†と蝶と草花文+「大明年製」肥26

1284110灰釉+呉須絵流し掛け 瀬24

1285125 染付18C前半 肥26

1286110灰釉+呉須絵笹文 瀬24

1287124灰釉+鉄釉 瀬

1288015 染付
牡丹文・花文肥25

1289015 染付 肥25

1290015 鉄釉 瀬

1291015 染付 肥25

1292015灰釉+鉄絵網目文 瀬25

1293123 tziarpE-gj-E;
白磁 肥

1294131輪ハゲ(鋳釉)、灰釉刷毛目 肥

図198 S K333出土陶磁器類実測図(2)
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番 号 器 種 成 形 ・調 整 等 備 考 産 地 P L

1 2 9 5 1 3 7 染 付
、シ1

肥 3 0

1 2 9 6 1 3 1 肥染ま付
1 2 9 7 1 3 1 輪 ハ ゲ ・灰 釉 + 呉須 絵 菊 唐 草 文 + 菊 花 文 肥 3 0

1 2 9 8 1 3 1 染 付 肥 3 0

1 2 9 9 1 3 1 染 付 肥 3 0

番 号 器 種 成 形 . 調 整 等 備 考 産 地 P L

1 3 0 0 1 3 1 染 付 肥 3 0

1 3 0 1 1 3 4 染 付 肥 3 0

1 3 0 2 1 3 6 呉 須 絵 蓮 弁 + 草 花 + 雲青巨文 肥 3 1

1 3 0 3 1 3 6 呉 須 絵 山 水 楼 閣 文 肥 3 1

図199 S K333出土陶磁器類実測図(3)
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番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 PL

1304 134 染付 肥 30

1305 131 灰釉+呉須絵 b晩継痕
「清水」(刻印).楼閣山水文 肥

1306 131 灰釉+呉須絵 (山水文)? 京 30

1307 131 灰釉 墨書 瀬 31

1308 131 鉄釉+呉須絵 雲文 京 30

1309 137 肥

1306T

i-

番号器種成形・調整等 備 考 産地PL

1310 137 灰釉+鉄絵千鳥と橋文 瀬 31

1311 147 長石釉+鋼緑釉+鉄絵梅花文 瀬

1312 136 灰釉+鉄絵+呉須絵竹文 京 31

1313 131 灰釉+鉄絵+呉須絵「天座徳無」 瀬 30

1314 145 銅緑釉唐草文+菊花文 瀬 29

1315 140 長石釉+鉄釉 唐草+草花文 瀬 29

図200 S K333出土陶磁器類実測図(4)
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番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 P L

1316 131 灰釉 瀬

1317 143 灰釉+ 鉄釉 刷毛目 肥

1318 146 銅緑釉.+灰釉流し掛け 瀬

1319 221 灰釉 瀬 32

1320 221 灰釉 瀬 32

1321 221 灰釉 瀬 32

1322 221 灰釉+銅緑釉流し掛 墨書 「文化六己求之」 瀬

番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 P L

1323 222 灰釉+鉄釉流し掛け 瀬

1324 222 灰釉+銅緑釉流し掛け 瀬 32

1325 237 鉄釉 瀬

1326 239 無釉 不

1327 239 鉄釉 瀬

1328 237 鉄釉 瀬

1329 510 鉄釉 使用後転用 瀬

図201 S K333出土陶磁器類実測図(5)
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番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 P L

1330 215 鉄釉 瀬

1331 214 鉄釉 不 32

1332 214 灰釉 京 32

1333 215 鉄釉 外底面煤付着 瀬 32

1334 215 鉄釉 瀬

1335 210 内面煤付着 不

1336 212 不

1337 213 不

番 号 器 種 成形 (調整等 備 考 産地 P L

1338 213 不

1339 213 不

1340 242 鉄釉+灰釉流し掛け 瀬 33

1341 242 鉄釉 瀬

1342 241 鉄釉 外底部煤付着 瀬 33

1343 241 鉄釉 肥 33

1344 241 銅緑釉+ 灰釉 瀬 33

図202 S K333出土陶磁器類実測図(6)
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1353T 1354T

1 1356T躍1357T 1358T

番 号 器 種 成 形 . 調 整 等 備 考 産 地 P L

1 3 4 5 3 1 8 鉄 釉 瀬 3 6

1 3 4 6 0 1 9 鉄 釉 不 4 3

1 3 4 7 0 1 2 鉄 釉 瀬 4 3

1 3 4 8 0 1 8 灰 釉 + 鉄 釉 肥

1 3 4 9 0 1 4 灰 釉 + 銅 緑 釉 流 し 掛 け 瀬

1 3 5 0 0 1 3 灰 釉 瀬

1 3 5 1 2 4 0 灰 釉 急 須 用 茶 コ シ 京 3 3

1 3 5 2 3 1 4 鉄 釉 瀬

1 3 5 3 3 1 4 鉄 釉 瀬 3 3

1 3 5 4 3 1 3 灰 釉 瀬 3 3

1 3 5 5 2 4 4 長 石 釉 京

≡幸
1349T

∈≡≡些≧;。
1350T

∴;毒～ )
1363 J 1364T

番号器種 成形.調整等 備 考 産地PL

1356 315 灰釉 瀬

1357 320 不 36

1358 310 鉄釉 京

1359 316 鉄釉 瀬 36

1360 324 不 36

1361 351 呉須絵 肥 37

1362 351 染付 肥 37

1363 351 染付18C前半
牡丹唐草文 肥 35

1364 351 灰釉 瀬

1365 351 灰釉 瀬 37

1366 351 灰釉+鉄絵柳文 瀬

図203 S K333出土陶磁器類実測図(7)
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番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 P L

136 7 3 51 灰釉+上絵付 折枝文 京 35

136 8 115 灰釉 + 呉須絵 竹文+ 墨書 「藤原」 瀬 37

136 9 3 21 灰釉 瀬 36

137 0 32 1 灰釉 瀬

137 1 9 13 灰釉 瀬

137 2 72 1 鉄釉 瀬 37

137 3 35 2 灰釉 瀬

137 4 35 1 染付 寿文 肥 37

137 5 0 18 灰釉 瀬

137 6 0 18 灰釉 + 呉須絵 あやめ文 瀬 44

13 77 0 13 灰釉 瀬 44

13 78 0 12 鉄釉 瀬

13 79 0 11 長石釉 不 43

138 0 0 12 灰釉 瀬

13 81 0 14 染付 18C 中~ 19 C初
氷製 肥 44

番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 P L

1382 014 灰釉 + 呉須絵 笹文 瀬 44

1383 019 灰釉 瀬 38

1384 411 底部糸切 り 口縁油煙付着 不

1385 411 鉄釉 口縁油煙付着 瀬

1386 411 鉄釉 瀬

1387 411 底部糸切り 不

1388 411 底部糸切り 口縁油煙付着 不

1389 411 灰釉 瀬

1390 411 底部糸切り 胎土黄 白色 不

1391 411 鉄釉 瀬

1392 411 灰釉 瀬

1393 411 底部糸切り 内面油煙付着 不

1394 422 鉄釉 瀬

1395 422 鉄釉 瀬

1396 423 灰釉 瀬 38

図204 S K333出土陶磁器類実測図(8)
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番 号 器 種 成形(調整等 備 考 産地 P L

1397 411 灰釉 口縁油煙付着 瀬

1398 411 輪ハゲ.長石釉 口縁油煙付着 瀬

1399 411 煙付着一 不

1400 411 長石釉 瀬

1401 411 灰釉 京

1402 412 鉄釉 瀬

1403 412 19C
l,]磁

瀬

1404 412 灰釉 瀬

1405 412 長石釉 瀬

1406 431 鉄釉 瀬

1407 411 底部糸切り 焼成前穿孔 不

1408 443 赤絵 17C 末~ 18C初 肥

1409 933 灰釉 瀬 43

1410 712 灰釉+ 鉄絵 松文 瀬 41

1411 712 灰釉 瀬 41

~一二∴)):、

番 号 器 種 成 形 ・調 整 等 備 考 産 地 P L

1 4 1 2 7 1 2 灰 釉 瀬 41

1 4 1 3 7 4 0 白 磁 、 外 底 部 墨 書 痕 肥

141 4 3 5 2 灰 釉 瀬

14 1 5 3 5 2 灰 釉 瀬 38

1 4 1 6 0 1 6 灰 釉 内 面 墨 書 瀬

141 7 0 1 6 灰 釉 瀬

14 1 8 0 1 6 染 付 19LU呆設蒜悪妻 肥

14 1 9 0 1 9 灰 釉 + 鉄 絵 鳥 文 瀬 44

14 2 0 0 1 7 染 付 梅花文 肥 44

1 4 2 1 7 3 0 灰 釉 + 呉 須 絵 菊 格 子 文 瀬

14 2 2 7 3 0 呉 須 絵 19中～幕末 肥

14 2 3 6 2 2 染 付 蛸 唐 草 文 肥

14 2 4 6 2 2 灰 釉 + 呉 須 絵 松 葉 文 瀬 41

1 4 2 5 6 2 2 鉄 釉 瀬

14 2 6 6 3 0 灰 釉 + 鉄 絵 藤 文 瀬 35

図205 S K333出土陶磁器類実測図(9)
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番号器種 成形・調整等 備 考 産地PL

1427 332 暗紫色 常

1428 334 外.内面にぷい穫 常

1429 333 外・内面にぷい黄穫 常

1430 333 外(内面にぷい鐙 常

ノ l
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I
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番号器種 成形・調整等 備 考 産地PL

1431 334 外面淡黄褐色、内面赤褐色 常

1432 335 外面.内面褐灰色 常

1433 344 鉄釉十灰釉流し掛け 瀬 37

1434 344 鉄釉+灰釉流し掛け底部墨書 瀬

図206 S K333出土陶磁器類実測図(10)
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番 号 器 種 成形.調整等 備 考 産地 P L

1435 340 鉄釉 瀬

1436 344 鉄釉 瀬

1437 341 鉄釉 瀬 37

1438 322 外・内面暗紫色 常

1439 518 口縁周辺煤付着 不

1440 335 外底部砂目痕 常

番 号 器 種 成形)調整等 備 考 産地 P L

1441 518 外底部砂目痕 常

1442 511 口縁敲打痕 瀬

1443 511 鉄釉 口縁敲打痕 瀬 42

1444 511 不 39

1445 513 長石釉+灰釉流し掛け 瀬

1446 513 灰釉+長石釉+鋼緑釉 瀬

図207 S K333出土陶磁器類実測図(ll)

-224-



.≡ ーl≡ミ
I

(～)履

ry n̂ r̂ r̂ r̂ n n

番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 P L

144 7 5 13 銅緑釉 スタンプ文 瀬

1448 5 13 鋼緑釉 輪宝つなぎ文 (スタンプ) 瀬

14 49 5 15 長石釉+鋼線釉流し掛け 長方形 瀬

1450 5 14 不

14 51 5 15 外面榎、内面淡赤榎 常

番 号 器 種 成形 ・調整等 備 考 産地 P L

1452 515 外・内面黄赤褐色、内面煤付着 常

1453 530 外面黄鐙、内面浅黄程、煤付着 常

1454 530 外面榎、内面淡榎 常

1455 900 常

図208 S K333出土陶磁器類実測図12)
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番 号 器 種 成形.調整等 備 考 産地 P L

1456 514 鉄釉 不

1457 514 胎土黄白色 不

1458 521 口縁敲打痕 常

1459 011 底部砂目痕 常

1460 952 ^iES K̂s和
誹頓tfiES i 呈

瀬

番 号 器 種 成形(調整等 備 考 産地 P L

1461 952 灰釉+鉄釉+呉須 麦わら文+麦文.麦わら文 瀬 43

1462 913 鉄釉 墨書「+子」 瀬

1463 913 鉄釉 瀬 37

1464 913 鉄釉 底部穿孔 瀬 37

図209 S K333出土陶磁器類実測図(13
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番 号 器 種 成 形 . 調整 等 備 考 産 地 P L

146 5 62 1 鉄 釉 瀬

146 6 6 10 18C 代
白磁 肥

146 7 6 10 白磁 肥

146 8 0 13 鉄 釉 瀬 44

14 69 0 16 染付 19C 初～幕末
山水帆掛舟文 肥

14 70 9 21 灰 釉 墨 書 「熊」 瀬 42

14 71 9 21 灰 釉 瀬

14 72 9 21 灰 釉 瀬

14 73 9 00 銅緑 釉 不

番 号 器 種 成形 . 調整 等 備 考 産地 P L

1474 510 鉄 釉 瀬

1475 321 1 … ・̂ :fE S O
釉 + JW 釉 唐草文 中 36

1476 932 鉄 釉 瀬 42

1477 932 染付 17C 後半
木(め)二丈 肥

1478 932 17C 後半~ 18C 前半
青磁 肥

1479 902 鉄 釉 + 灰 釉 瀬 42

1480 901 灰 釉 + 鉄 釉 瀬 43

1481 951 銅 緑釉 瀬

図210 S K333出土陶磁器類実測図(14
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番 号 器 種 成形・調整等 備 考 産地 P L

1482 913 灰釉+鉄釉+銅緑釉 底部穿孔、墨書痕 瀬 43

1483 951 灰釉+鉄釉+銅緑釉 瀬 43

1484 913 鉄釉 瀬 37

1485 911 鉄釉 漢文+ 「愛口幽蘭」 瀬 42

1486 913 鉄釉+鉄釉流し掛け 瀬

1487 911 灰釉十鋼緑釉流し掛け 瀬

1488 911 鉄釉 瀬

番 号 器 種 成形.調整等 備 考 産地 P L

1489 914 銅緑釉 貼付文 瀬

1490 911 鉄釉 瀬 42

1491 911 鉄釉 瀬 35

1492 911 鉄釉 刺

1493 911 鉄釉 焼成後穿孔3ヶ所 瀬 42

1494 911 鉄釉 瀬

図211 S K333出土陶磁器類実測図(15
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その他の遺構出土遺物

ここでは、図面に掲載していない遺構出土の遺物群についての組成について述べる。先ず、用

途別の比率について、供膳具172.0個体、 49.2%、調理具22.33個体、 8.1%、貯蔵具25.83個体、

7.4%、灯火具87.83個体、 25.1%、火具4.75個体、 1.4%、化粧具、 1.83個体、 0.4%、神仏具5.

5個体、喫煙具5.0個体、 1.3%、調度具18.58個体、 4.8%、蓋36.75個体、 9.5%である。また材質

による比率は、土器18.9%、陶器17.1%となる。

また発掘調査時に、包含層中より出土した遺物群を「検出」と称して、その遺物組成について

~‐-=-ニーi≒二三三f_t…^-一二‐三二-

図212近世遺構出土陶磁器類の用途組成(2)

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 0 1 3 8 6 6 7 8 0 2 0 6 4 0 1 7 3 5 6 9 0 1 2 4 2 6
梶 0 7 2 7 3 2 2 0 1 0 4 9 0 9 1 6 3 7 5 0 1 2 9 1

小 椀 0 1 1 2 1 9 6 0 3 0 8 0 7 8 1 2 0 0 1 9 8
皿 0 4 5 0 1 2 9 0 5 7 9 0 5 4 0 1 5 1 0 6 9 1
鉢 0 9 7 3 1 0 1 2 8 0 2 0 1 4 4 1 2 4 6

調 理 具 71 2 6 2 7 0 3 4 0 2 5 4 4 0 8 3 1 6 6 6

鍋 . 釜 71 8 3 0 0 1 5 4 2 5 4 9 3 0 1 3 4 8

鉢 0 5 3 7 0 6 0 0 3 8 3 0 4 1

擂 鉢 0 6 0 0 ‐0 6 0 0 2 1 3 0 0 2 1 3

瓶 0 6 6 0 0 6 6 0 6 4 0 0 6 4
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

貯 蔵 具 4 2 9 7 9 0 3 1 0 2 2 0 8 1 0 0 2 2 0
瓶 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 2 0
-=ヒqEF 4 6 2 0 0 6 6 2 4 5 0 0 4 7

甕 A 0 3 4 0 0 3 4 0 6 1 0 0 6 1
甕 B 0 4 1 0 0 4 1 0 3 9 0 0 3 9
鉢 0 6 0 9 0 6 9 0 4 3 1 0 0 5 3

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

灯 火 具 7 8 7 2 6 7 0 0 1 0 5 4 7 3 5 1 6 8 0 0 9 0 3

火 具 6 5 1 0 0 5 7 1 3 7 7 0 0 9 0

化 粧 具 5 1 0 7 0 2 2 1 6 3 0 1 0
神 仏 具 2 4 1 2 3 0 6 6 1 3 2 1 3 0 4 6
喫 煙 具 0 6 0 0 0 6 0 0 3 7 0 0 3 7
調 度 具 0 2 2 1 1 1 2 2 3 0 1 0 6 2 1 1 0 9

蓋 0 3 7 2 6 9 0 4 4 1 0 1 0 9 3 0 0 1 3 9
合 計 8 7 5 2 9 6 7 7 9 4 1 4 6 3 7 1 0 0 6 2 8 8 6 7 5 1 3 4 6 4 6

表 3 6 近 世 遺 構 出 土 陶磁 器 類 集 計 表 (2 )



も、また材質や器種の比率の基準となる椀:皿やその他の傾向についても同様の結果を示してい

る。

これらの数値を、近世遺物全体の組成比率と比較した場合、多少の増減は見られるものの、全

体としてはほぼ等しい数値を呈している。また図面掲載分の遺物組成と比較しても、やはり同様

の結果が示されている(表37参照)。このことは近世遺物全体を平均した場合、ここに示された組

成が、三の丸に関しての基本的遺物組成のあり方であると言える。但し、これはあくまで平均値

であり、既に見た様に、各遺構・時代によりそれぞれの組成が窺われる点は注意を要する。

(川井啓介)

言≒ =~-7-幸一~ >-ラ
図213検出陶磁器類の用途組成

用 途 器 種

接 合 後 口 縁 残 存 率 接 合 前 口 縁 破 片 数

土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計 土 器 陶 器 磁 器 そ の 他 計

供 膳 具 1 1 2 8 8 1 1 9 7 4 2 4 9 0 1 1 9 9 4 1 3 0 6 6 3 3 0 7
棉 0 6 4 2 4 6 8 0 1 1 1 0 0 1 2 6 7 6 2 8 0 1 8 9 5

小 椀 1 93 4 2 3 0 5 1 7 1 1 1 4 3 5 1 0 4 6 6
皿 0 5 2 3 2 8 6 0 8 0 9 0 5 5 5 3 1 0 1 8 6 6
鉢 0 3 0 2 0 4 5 4 0 5 8 1 7 5 8 0

調 理 具 13 7 3 3 7 6 1 4 8 1 3 7 6 6 0 0 2 2 9 8 0
鍋 . 釜 13 7 1 0 3 0 1 2 4 1 3 7 6 1 5 0 0 2 5 2 8

鉢 0 6 4 0 0 6 4 0 9 3 0 0 9 3

擂 鉢 0 7 0 0 0 7 0 0 2 6 9 0 0 2 6 9
瓶 0 9 9 6 0 1 0 5 0 8 7 2 0 8 9

そ の 他 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1
貯 蔵 具 1 72 4 8 8 0 8 1 3 3 5 9 7 5 6 0 6 5 6

瓶 0 2 3 4 0 0 2 3 4 0 6 0 0 0 6 0
‐=ヒ璽 1 1 1 9 l l 0 1 3 1 3 8 9 1 5 0 1 0 7

甕 A 0 4 6 0 0 4 6 0 7 3 0 0 7 3
甕 B 0 2 3 8 0 0 2 3 8 0 2 6 2 0 0 2 6 2
鉢 0 8 6 7 7 0 1 6 3 0 1 1 2 4 1 0 1 5 3

そ の 他 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1

灯 火 具 1 0 7 5 5 0 4 1 2 5 1 5 9 6 1 2 7 3 1 8 6 1 1 1 4 6 1

火 具 1 5 1 3 1 0 1 1 4 7 2 4 1 1 8 0 1 1 4 3
化 粧 具 0 1 0 6 5 0 7 5 0 8 2 0 0 2 8
神 仏 具 14 1 3 7 7 6 0 2 2 7 8 4 9 1 9 0 7 6
喫 煙 具 0 25 2 0 0 5 2 0 4 9 0 0 4 9
調 度 具 0 6 1 0 1 8 0 6 2 8 9 5 2 8 1 5 0 5 5 2

蓋 16 7 3 0 1 6 2 2 3 9 3 1 1 0 2 8 8 7 0 2 3 7 0

合 計 1 2 5 9 4 5 2 3 1 6 2 4 3 4 7 4 4 0 1 7 0 4 4 4 1 7 1 4 8 9 1 2 7 6 2 2

表 37 検 出 陶磁 器 類 集 計 表



(3)焼塩壷

本遺跡出土の焼塩壷は、身188個体(底部計測)、蓋168個体(個体識別)であった。身・蓋ともに成形

技法が異なるタイプが出土しており、時期的にもそれぞれ時間幅がみられた。身・蓋の分類については

渡辺誠氏により詳細に行われているものに依拠し、これに従うこととする。

(1)身

身は成形投法の差などにより、 6類に分かれる。

身A潰

柱状の芯で粘土紐を輪積み成形しているもの。

身B類

板状粘土を芯に巻き付け、底部に粘土塊を充填し、口縁部は段状に削り出され蓋受けを持つもの。

身C類

身B類の蓋受けが退化し、痕跡的になったもの。

身E類

器形全体を同時に型によってつくり、小型で器壁が極端に厚く、蓋受けを持たないもの。

身l類

形態は身B類と同様であるが、ロクロ成形のもの。

身L類

ロクロ成形による偏平な壷で、休部が極端に厚手のもの。

1 -34は身A類である。円盤状粘土による底部から、粘土紐を輪積みに成形している。成形時の影響

によるものか、ほとんどのものが六角柱形を呈しており、内・外面ともに僅かに稜線が認められる。口

縁部は内・外両側に成形時の指頭庄痕が認められる。体部内・外面には粘土紐による継目の痕跡が認め

られ、接合痕は内傾である。胎土は密で直径1 - 3mmの粗粒砂及び極粗粒砂を含む。この身A類には時

期及び生産地を決定する上で重要な判断材料となる刻印が押されているものが多い。 1 -20は無印タイ

プのものである。 21-33は「天下一堺ミなと.藤左衛門」、 34には「天下一御壷塩師・堺見なと伊織」と

いう刻印がそれぞれ2行に分割して記されている。これらの刻印は泉州湊村の焼塩メ-カ-である湊屋

が、屋号の他に承応三(1654)年に女院御所より「天下一」の美号を拝してこれを加えたもの、及び延

宝七(1679)年に鷹司殿より呼名「伊織」を拝名してさらに付け加えたものである。 「天下一」という美

号は、天和二1682年には幕府の禁令によって使用できなくなるため、この二種類の刻印の使用年代

はそれぞれ1654-1679年1679-1682年にあたる。

47は身B類である。内面には板状粘土による継目及び、芯を覆った粗い平織りの布目の痕跡が認めら

れる。外側休部には「御壷塩師・堺湊伊織」と2行に分割して記された刻印が押されている。これは先

述した湊屋の刻印で、幕府の禁令にともない「天下一」を削除したものである。したがって使用年代は

天和二(1682)年以降となるが、その下限は不明である。

48・50-78は身C類である。口縁部はB類のようにはっきり削り出されておらず、痕跡的な程度蓋受



け部がつくられている。 48は一重枠に「泉州麻生」または「泉川麻玉」と記された刻印を持つものであ

る。枠が一重であるため、後者の可能性が考えられる。その他の刻印は50-60のような「泉湊伊織」と

いう1行のものと、 61-64のような「泉州磨生(両脇に、サカイ・御塩所)」という3行に分割して記さ

れた刻印とがみられる。使用年代は湊屋の子孫の記録によれば、 「泉湊～」は湊村が堺町奉行所付から外

れた元文三(1738年以降のもので、 「～磨生～」は正徳三(1713)年が上限で、いずれも下限は不明で

ある。

35-47は身E類である。内側には成形時に僅かに回転させながら引き抜いた痕跡がみられる。容量は

極端に少ない。いずれも無印であり、形態も特異であるため不明な点が多い。

79-81は身Ⅰ類である。内・外面共にロクロ目が明確に認められ、蓋受け部のつくりも薄く鋭角的で

ある。底部には回転糸切り痕が残る。

82-94は身L類である。休部が極端に厚く偏平で、底部の薄いもの(94)もある。胎土は緻密で雲母

を多く含んでいる。

(2)蓋

蓋は形態上3類に大別できる。

蓋A類

上面がやや曲面的で、側面が緩やかに外側へ開くもの。

蓋B類

上面が平坦で、側面への変換点がはっきりしていて、垂下か、やや内側に傾くもの。

蓋D類

断面が逆凸字形を呈するもの。

95-117は蓋A類である。内外面ともに丁寧にナデ調整されているものが多い。側面が特に顕著である

のは、整形に伴うものかと思われる。上面とその裏側は指頭圧によって凹凸な面になっているものが多

い。この形態は身A類に伴うものと思われる。

118-166は身B類である。内側には成形時にあてた布目痕が残るものが多い。外側全体に丁寧なナデ

調整が施されているものが多く。この形態は身B. C類に伴うものと思われる。 154-166の外側上面に

は方重に「泉州岸」と記された刻印が押されている。この印文は確認できた限りでは類例が出土してい

ないので詳細は不明であるが、 「泉湊～」、 「泉州麻生」等の印例を考えると「～岸」は地名である可能性

が考えられる。旧和泉国津田村は「泉州麻生」. 「花焼塩.イツミ・ツタ」等の印文で知られる地だが、

岸和田藩領であったことを考えると興味深い。

167-177は蓋D類である。他のものと異なり落し蓋で、胎土は灰白色で雲母を多く含み堅く緻密であ

る。 166-174には方重に「奈んばん里う・七度やき志本・ふか革四郎左衛門」と3行に分割して記され

た刻印が、 175-177には方重に「奈んばん七度・本やき志本」と2行に分割して記された刻印が押され

ている。身L類に伴うものと思われる。

(松田訓)
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焼塩壺(身)

図 版 番 号 遺 構 種 類

法 量 (cm ・cc
有 印

器 高 口 径 肩 径 底 径 容 積

1 S K 0 34 A 8 .9 4 ・9 (3 ・7) 90

2 S K 3 4 1 8 ・5 5 .4 5 . 0 8 0

3 S K 3 4 1 (7 ・9 ) (5 .2 4 ・7 6 5

4 S K 4 0 1 l l . 3 (6 ・4 ) 6 .0 1 5 5

5 S K 0 0 2 1 0 ・0 6 .0 3 ( 9 1 3 5

6 S K 2 1 5 8 ( 7 5 .7 5 ・7 9 5

7 S K 1 2 3 7 .8 4 (7 3 . 9 5 0

8 S K 1 1 8 8 ( 0 5 . 1 4 ・6 5 5

9 S K 1 0 1 8 . 3 5 ・4 3 ・5 9 0

1 0 S K 3 0 4 7 . 9 5 (6 4 ( 5 6 0

l l S D 1 0 6 4 ) 9 (7 5

1 2 S K 2 0 6 7 . 9 5 .2 4 ・2 7 0

1 3 S K 0 2 1 8 ・7 (5 .3 3 ( 6 (6 0

1 4 S D 1 0 4 7 . 8 5 ( 4 4 ・6 6 0

1 5 S K 4 0 1 9 ・1 (6 .1 5 .0 8 0

1 6 S K 2 1 0 9 ・1 5 .7 4 .3 6 5

1 7 S K 0 1 2 8 ( 1 5 ・2 3 ・5 7 5

18 S D 1 0 6 9 . 0 5 ・5 4 (6 9 0

1 9 S K 1 1 8 8 . 5 5 ・5 3 (8 7 5

2 0 S K 0 0 2 7 . 9 5 ・5 3 .9 7 0

2 1 S K 0 0 2 5 . 7 ○

2 2 S K 1 1 8 1 0 . 7 6 ・0 5 .0 1 0 0 ○

2 3 S K 1 1 7 1 0 . 2 6 ( 4 5 .4 1 2 5 ○

2 4 S K 1 1 7 1 0 . 2 5 ・7 5 .4 1 1 5 ○

2 5 S K 1 1 8 1 0 ・1 6 .0 5 ・1 13 0 ○

26 S K 0 2 1 1 0 . 2 6 ・2 5 (2 1 1 0 ○

27 S K 1 0 3 1 0 . 4 ( 6 ・2) 4 .2 1 3 0 ) ○

28 S D 0 0 3 9 . 9 6 . 4 5 ・3 1 15 ○

29 S K 1 0 3 9 . 4 6 . 3 4 ・9 10 0 ○

30 S K 0 1 0 9 ・1 6 ・4 4 .7 1 3 0 ○

31 S K 1 0 3 9 ・4 5 、9 5 ・2 1 10 ○

32 S K 1 1 8 9 .2 6 . 5 5 (8 1 3 0 ○

33 S K 1 0 3 9 (0 6 . 2 5 .0 1 2 5 ○

34 S K 0 1 0 9 )7 6 ・2 5 ・2 1 45 ) ○

35 S K 2 0 6下 層 E 6 .6 5 . 0 3 (9 3 0

3 6 S K 3 3 3 5 ・7 4 ・7 3 (7 3 0

3 7 S K 2 0 6 6 ・8 4 .2 3 . 9 3 0

3 8 S K 2 0 6 6 )7 4 ・4 4 .0 3 0

3 9 S K 1 0 1 7 ・2 4 ・2 3 (9 3 0

4 0 S K 1 0 1 6 ・9 (3 .5 3 . 6 3 0

4 1 S K 2 0 6 6 (7 4 ・3 3 .3 3 0

4 2 S K 2 0 6下 層 7 ・4 4 .2 3 ・7 30

43 S K 3 3 3 6 .9 4 .6 3 . 9 3 0

4 4 S K 1 0 1 6 ・6 (5 ・0 ) (3 ・7) 30

4 5 S K 1 0 1 6 (8 5 .8 3 . 7 3 0

4 6 S K 2 1 9 7 .6 4 .6 3 ・8 35

47 S K 1 0 1 B 7 ・4 3 (8 3 ( 7 3 5

図 版 番 号 遺 構 種 類

法 量 (cm ・CC )

有 印

器 高 口 径 肩 径 底 径 容 積

48 S K 10 1 C 9 .6 5 . 4 7 . 3 5 ・8 14 5 ○

49 S K 1 0 4 1 0 ・3 6 .0 ○

50 S K 1 0 1 7 .3 (5 . 5 7 ・2 5 .2 (9 0 ○

521 S K 0 0 2 7 .4 5 ) 6 7 ・3 5 ・6 10 0 ○

5 2 S K 3 1 5 8 .0 6 ・0 7 .8 5 .9 1 1 5 ○

5 3 S K 0 0 2 7 ・3 5 .8 7 ( 7 5 ・9 1 05 ○

5 4 S K 1 0 5 7 .6 (5 ・5 ) 7 .3 5 . 8 1 0 5 ) ○

5 5 S K 0 0 2 7 )5 5 ・9 (7 .8 5 ・6 1 00 ○

5 6 S K 2 0 2 (7 ・9 ) 5 .6 7 ・3 5 ・0 85 ○

5 7 S K 0 0 2 (5 ・8 ) 7 .6 ○

5 8 S K 0 0 2 7 .4 (5 .9 7 . 7 5 ・5 n o ○

5 9 S K 1 0 1 7 ・2 5 .8 7 . 2 4 ・9 80 ○

6 0 S K 2 1 6 ( 7 . 4 6 . 1 7 . 4 5 ・5 1 05 ○

6 1 S K 1 0 3 8 ・6 (6 .3 ( 7 ・8 ) (5 ・4) 1 15 ○

6 2 S K 1 1 5 (7 ・2 ) 8 (4 ○

6 3 S K 1 1 5 8 ・9 (6 ・3 ) (7 ・2 ) 5 ・2 105 ○

6 4 S K 1 0 4 8 . 5 6 ・2 7 ・8 5 ・6 120 ○ ?

6 5 S K 1 0 4 8 ・6 6 ・2 7 (8 5 ・1 110

6 6 S K 1 0 1 ( 8 ・2) 5 .4 6 .9 4 ・5 80

6 7 S K 1 0 1 7 ・8 4 .9 (6 .9 (4 .9 1 0 0

6 8 S K 2 0 7 7 . 9 5 、7 7 .8 5 ・3 10 0

6 9 S K 2 0 2 ( 8 . 0 (5 . 4 ) 7 ・2 5 (2 1 0 0

7 0 S K 2 0 7 7 ( 9 5 . 6 7 .3 5 ( 3 9 0

7 1 S K 1 0 1 8 . 0 (5 . 9 (7 ・5 ) 5 (0 ( 1 0 0

7 2 S K 1 0 1 9 ・4 (5 .8 (7 .0 ) 4 ( 5 1 3 5

7 3 S K 0 1 4 8 . 1 (5 ・6) 7 (5 4 . 3 1 0 0

7 4 S K 1 0 1 6 . 8 5 . 0 6 (6 4 ( 6 6 0

7 5 S K 1 0 1 7 . 4 5 . 3 4 . 9 8 0

7 6 S K 1 0 1 ( 7 . 5 (5 . 1 ) 9 5

7 7 S K 1 0 3 7 . 8 5 ( 2 6 .8 4 . 9 9 5

7 8 S K 0 0 9 ( 8 . 1 4 . 6 (6 ・2 ) (4 . 8

7 9 S K 1 0 1 I 7 ( 0 5 ・2 7 ・2 4 .9 9 5

8 0 S K 1 0 1 7 ( 0 ( 6 . 0 (7 ・8 ) 4 .8 ( 1 0 0

8 1 S K 3 1 5 7 、5 5 .4 7 .4 5 . 1 1 1 0

8 2 S K 0 0 2 L 3 . 8 6 . 1 7 ・5 5 0

83 S K 0 0 2 3 ・8 5 ・9 7 .7 5 5

8 4 S K 1 0 1 3 . 9 5 ・9 7 .2 4 5

8 5 S K 0 0 2 3 ・8 5 ・7 7 ・6 5 0

86 S K 1 1 8 3 ( 8 5 . 9 7 . 1 5 0

8 7 S K 1 1 8 4 ( 0 6 ( 0 7 ) 2 5 0

8 8 S K 0 1 0 3 ( 8 5 . 9 7 . 7 5 0

8 9 S K 1 1 8 3 ・7 5 (7 7 ( 3 4 0

9 0 S K 0 0 2 3 ( 7 6 ・2 7 .8 5 0

9 1 S K 1 1 8 3 . 9 6 . 3 7 ( 9 4 5

9 2 S K 0 0 2 3 . 6 5 ・7 7 ・4 5 5

93 S D 0 0 2 ( 3 ・7 ) (6 . 3 7 . 9

9 4 S K 2 1 9 (2 ・3 ) 7 .3 (7 .4 ( 4 ・0 )

表38焼塩壺観察表(1)
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焼塩壺(蓋)

図 版 番 号 遺 構 種 類

法 量 (cm ・cc )

有 印
器 高 口 径 肩 径 底 径

95 S K 1 1 7 A 1 . 8 7 ・6 5 .2

9 6 S D 1 0 4 1 . 7 7 ・8 6 ・1

97 S K 1 1 7 2 ) 2 7 ・4 5 ・5

9 8 S K 1 2 1 1 ・9 7 .8 5 .8

9 9 S K 1 2 1 1 ・8 7 .3 5 ・1

10 0 S K 5 0 3 1 . 5 6 ・8 5 (2

1 0 1 S K 0 0 2 下 層 1 (7 7 ( 4 5 ・4

10 2 S K 0 2 1 1 . 8 7 . 1 5 )0

1 0 3 S K 1 1 5 1 ( 9 7 . 4 5 (8

1 0 4 S K 4 0 5 1 ・6 (6 ・0 ) (4 ・6 )

1 0 5 S K 1 1 8 1 ) 9 6 . 2 4 . 3

1 0 6 S K 0 2 1 1 ・3 6 . 2 4 . 5

1 0 7 S K 3 0 4 1 ・6 5 . 9 3 ・5

10 8 S K 3 4 3 1 ・5 (5 ・6) 4 . 0

1 0 9 S K 2 1 9 1 . 6 5 ( 7 3 ・5

11 0 S K 2 1 9 1 ( 7 6 ～1 3 ・6

11 1 S K 2 1 9 1 (8 5 ・8 3 . 4

1 1 2 S K 3 3 3 1 . 7 5 . 1 4 . 4

1 1 3 S K 0 0 2下 層 1 .9 6 ( 2

1 1 4 S K 1 0 1 1 (9 6 . 2 1 ( 7

1 1 5 S K 2 0 6下 層 1 ・6 5 ( 1 3 ・8

1 1 6 S K 1 0 1 1 .9 5 ・5

1 1 7 S K 1 0 1 1 (9 5 .5 4 ( 1

1 1 8 S K 2 1 9 B 2 .2 7 ・2 6 ( 3

1 1 9 S K 1 0 1 2 ・0 7 (8 6 ・4

1 2 0 S K 0 0 2 1 ・8 7 (6 6 .6

1 2 1 S K 2 1 9 2 ・0 7 ・3 6 ・3

12 2 S K 1 1 5 1 ・7 7 .4 6 ・6

12 3 S K 1 0 3 1 ( 9 7 ・5 6 ・7

12 4 S K 0 1 0 2 ・4 8 .0 ) 6 (8

1 2 5 S K 1 0 4 ( 2 ・0 ) 7 .6 (6 .7 )

1 2 6 S K 1 1 5 1 . 8 7 ・4 6 .5

1 2 7 S K 1 1 5 1 ・8 7 ( 5 6 .6

1 2 8 S K 1 0 1 ( 1 ・5) 7 . 0 6 .4

1 2 9 S K 1 0 1 1 ・7 7 . 0 6 ・0

13 0 S K 1 0 1 1 ・9 7 . 0 6 ・2

13 1 S K 2 0 6 (2 . 0 ) ( 7 . 7 ) (6 ・7 )

1 3 2 S K 1 0 1 1 . 7 7 ・2 6 . 1

1 3 3 S K 1 0 1 1 (7 7 . 0 5 . 9

1 3 4 S K 1 0 5 2 ・0 7 ( 3 6 ・4

1 3 5 S K 2 0 6 下 層 1 ・8 7 ・6 6 ( 5

1 3 6 S K 2 0 7 1 )9 7 .3 6 . 1

図 版 番 号 遺 構 種 類

法 量 (cm ・cc )

有 印
器 高 口径 肩 径 底 径

13 7 S K 0 0 2 B 1 . 7 7 . 2 6 ・3

13 8 S K 1 0 1 1 . 8 7 ・2 6 ( 1

1 3 9 S K 2 0 2 1 (8 6 . 9 5 ・9

14 0 S K 1 0 1 1 . 7 7 . 3 6 ・3

14 1 S K 0 1 4 1 (8 7 ・2 6 . 2

1 4 2 S K 1 0 1 1 ・7 7 . 3 6 . 3

1 4 3 S K 2 0 6 2 (3 7 . 4 6 . 8

1 4 4 S K 1 0 1 1 ・4 6 .6 5 ) 8

1 4 5 S K 1 0 1 2 ・0 7 .3 6 . 0

1 4 6 S K 1 0 1 1 .9 4 ・3 6 ( 1

1 4 7 S K 0 0 2 1 .9 7 (6 6 . 5

1 4 8 S K 0 0 2 1 (9 7 、3 6 (3

1 4 9 S K 0 0 2 1 ・8 7 (3 6 ・6

15 0 S K 1 0 4 2 )0 7 .4 6 .2

1 5 1 S K 1 0 1 1 .8 7 (3 6 .3

1 5 2 S K 2 0 7 2 ・0 7 .3 6 ・0

15 3 S K 3 3 3 1 .6 5 .0 4 .4

1 5 4 S K 1 0 1 1 ・5 7 .1 6 .3 ○

1 55 S K 1 0 1 1 . 5 7 (3 6 (4 ○

1 56 S K 1 0 1 1 ( 7 7 .1 6 ・4 ○

1 57 S K 1 0 1 1 . 6 7 .2 6 .4 ○

1 58 S K 1 0 1 1 ・7 7 ( 3 6 )・6 ○

1 59 S K 1 0 1 1 . 6 7 ・1 6 .4 ○

1 60 S K 1 0 1 1 ・6 7 . 2 6 ・4 ○

16 1 S K 1 0 1 1 . 6 7 ・0 6 .3 ○

16 2 S K 1 0 1 1 ・7 7 ・1 6 ・2 ○

16 3 S K 1 0 1 1 . 5 7 ・3 6 . 4 ○

16 4 S K 3 1 5 1 ・4 7 ・1 6 . 3 ○

16 5 S K 1 0 1 ( 1 ・5) 7 . 1 6 . 6 ○

16 6 S K 1 0 1 ( 1 . 4 ( 7 ・1) ( 6 ・4) ○

16 7 S K 0 1 0 D 1 . 1 6 ・7 5 . 2 4 . 6 ○

16 8 S K 0 1 0 1 )0 6 ( 5 5 ・6 4 ( 8 ○

16 9 S K 1 1 5 1 ・0 6 . 9 5 ・6 4 ( 7 ○

17 0 S K 0 0 2 0 ・9 6 . 9 5 ・3 4 ・8 ○

17 1 S K 0 0 2 1 .0 6 . 9 、5 )4 4 ・4 ○

17 2 S K 0 0 2 1 ・0 6 .8 5 ・5 4 . 1 ○

173 S K 0 0 2 東 上 層 0 ・9 6 ( 7 5 ・5 4 1 7 ○

174 S K 0 0 2 1 (0 5 .4 4 ・6 ○

1 75 S K 0 0 2 東 下 層 0 (9 (6 ・8 ) 5 .7 (4 ・8 ) ○

1 76 S K 0 0 2 0 .9 (7 ・3 ) 5 .8 5 .9 ○

1 77 S K 0 0 2 0 . 9 6 ・9 5 ・3 4 (7 ○

参考文献

渡辺誠「焼塩」 『講座日本技術の社会史2塩業・漁業』 1985

表39焼塩壺観察表(2)
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(4)瓦類

瓦類については、下記のような分類で整理を行った。

本瓦

軒平瓦:中心葉の形と子葉の組み合わせで分類1 -25)。

軒丸瓦:巴と珠文数で分類。小ぶりの一群は掛瓦に多くみられた26-37)。

棧瓦

軒機瓦: (38-49、滴水瓦を除く)

滴水瓦: 40-43)

家紋瓦:棧瓦ではあるが、模様に家紋が入っているもの54-61)。

これ以外の瓦類に関しては、以下個別遺物の記述中で名称を述べることとしたい。

(47)は、水返し付きの機瓦である。これには金箔が塗布されていた痕跡が窺えた。 50 -(53)は菊丸

瓦の丸瓦部分で巴文・菊文(陽刻、陰刻の2種類)のタイプが見られる。 (54 - 61は家紋タイプの桟

瓦で、 (54)は五三桐が陽刻されており、清洲城下町で出土する戦国時代に見られる瓦である。 (55 、 56

はいずれも竹腰家の家紋が刻されており、前者は寛文三年以前の梅鉢文、後者は四ツ目文と言われるも

のである。

I Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ 屋

敬

地

① ② <D ②

1 2 3 4 5 6 1 1 2 3 1 2 3 4 5 6 1 2 1 2 3 4 1 1 1 1 1 1

S K 0 1 5 . . . A

S D 2 0 3 . . . . . . . . . . B

S K 2 1 0 . . . . . . . . . . 、 . . B

S K 4 0 1 、 B

S D 1 0 6 . . C

S D 1 0 4 . . C

S K 3 0 4 、 . . . . . . . . 、 D

S K 1 2 3 . . . . . 、 . . * . . . . D

S K 2 0 . D

S K 2 1 2 . D

S K 2 0 . . 、 D

S K 2 1 1 . . . . . . . D

S K 2 1 . D

S K 1 0 1 . . . . . . . . . ( . . . . D

S K 3 3 3 、 、 . . D 」

表 4 0 近 世 軒 平 瓦 出 土 遺 構 対 応 表
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57 -(67)は鬼瓦の一群である。 57は山澄氏の家紋である六ツ自足文が陽刻されている。 (58)は

さきにみた竹腰氏の寛文三年以前の梅鉢文が見られる。 59から61は裏葵と言われる家紋が刻され

ている。この裏葵と呼ばれる家紋については、 『金城温古録』 (1)に「うら御紋」あるいは「もと菓うら御

紋」と記されてはいるが、明確な由緒は定かではない。 62は巴紋の、 63は水の文字が刻まれた鬼

瓦の一部である。は同じく鬼瓦の一部であるが文様が花状であることを除けば、それ以外の全体の

意匠は不明である。また(65)・66についても『金城温古録』 (1)に「御深井丸吹貫御門棟の鬼板」、 「御

本丸御風呂屋の御紋形」として記載されている桃のつぼみ、若しくは葵つぼみ形の鬼瓦の一部である可

能性を持つ。 (67)は「誂主尾州名古屋(後欠) □□羽根田甚六享保六辛丑年三(ヵ)」と線刻されてお

り、家臣の屋敷の作事葺師の棟梁が係わっている点が注目される。また68は「濃州御瓦師金兵

衛」の刻印がみられ、美濃の瓦師が尾張藩の家臣の屋敷の造成に関係していたことが理解できる。 69 、

(70)は掛瓦で菊水文が描かれている。 (71)と(72)は同一個体と思われ、本瓦の軒平瓦を写した織部

の瓦である。その釉調等から屋根に葺く事を目的としたのではなく、風炉敷と呼ばれ、茶会等の席上、

風炉の下に敷いたと考えられている。 73も織部の丸瓦を写したもので、用途は不明である。上記の3

点の遺物については、不明な点が多く、その成形技法が瓦職人が用いる瓦作製時に用いる技法ではなく、

例えば73はロクロをもちいた輪積み成形で、円筒状に作製したものを半裁している。これはあきら

かに陶磁器等の製作技法が用いられており、その面からもこの3点の瓦が本来の使用目的とは異なる用

途のために作製されていることが推測される。 74 、 75は噂と称される。これらも織部の釉調がほど

こされており、焼成窯は、瀬戸市穴田町に所在する大田第1号窯から同一の製品(敷瓦)が出土してお

り(2)、尾張藩祖徳川義直の廟所である定光寺の焼香殿に使用されているものと同タイプのものである。

(川井啓介)

証

( 1) 『金城温古録』 2 (『名古屋叢書続編』名古屋市教育委員会1965)

(2) 『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要ⅤⅠⅠ』 (瀬戸市歴史民俗資料館1988)

番 号 出 土 遺 構 備 考 P L 番 号 出 土 遺 構 備 考 P L

1 S K 015 47 20 S K 101 47

2 表 採 47 2 1 S K 101 47

3 S D 203 47 22 S K 101 47

4 S K 312 47 23 S K 3 04
-

5 S K 304 47 24 S K 3 33 47

6 S D 203 47 25 S D 20 3 47

7 S K 206
- 26 S K 2 10 48

8 S K 101 47 27 S K 2 10 48

9 S K 304 47 28 S K 2 10 48

10 S K 304 47 29 S D 20 3 48

ll S K 211 47 30 S K 30 4 48

12 S K 209 47 31 S K 30 4 48

13 S D 203 47 32 S K 2 11 48

14 S K 210
- 33 S K 123 48

15 S K 211 47 34 S K 123 48

16 S K 101 47 35 S K 10 1 48

17 S K 123 47 36 S K 118 48

18 S K 101 47 37 S K 333 48

19 S K 304 47 38 S K 327 47
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番 国 出 土 遺 構 備 考 P L

39 検 Ⅰ 47

40 表土ハギ 47

4 1 S S 301 4 8

4 2 検 I 4 8

4 3 表土ハギ 48

4 4 S K 127 49

4 5 S K 002 49

4 6 S K 101 -
4 7 S D 145 48

4 8 S D 104 下層 48

4 9 S K 101 48

5 0 S K 127 -
5 1 S K 002 下層 49

52 S K 304 49

53 S K 101 49

54 0 区撹 Ⅰ 49

55 検 Ⅰ 49

56 南壁一括 49

57 49

(≡国≡ヨ=

_-:: ::-

20cm

番 号 出 土 遺 構 備 考 P L

58 S D 203 -
59 S K 211 -
60 S K 009 49

61 S K 101 49

62 S D 104 下層 -
63 S K 333 -
64 S K 206 -
65 S D 203 -

66 S K 101 -

67 S D 001 49

68 検Ⅰ -
69 検Ⅰ 49

70 S K 127 -

71 S K 101 -
72 S K 101 -
73 S K 101 -
74 S D 104 上層 -

75 S K 210 -

図223近世瓦実測図(6)
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(5)人形類

今回の発堀調査で出土した人形類は、個体識別法で、包含層中の出土遣物も含めると総数1214点にのぼ

る。但し、遺物の出土状況には、若干の偏りが見られ、それが逆に遺構を特徴付ける材料となっている。

その点については後述することとし、まずは分類の基準を示す。

1.人形1.人物1-小僧、 2-神様、 3-その他

2.動物1-鳥(1-とり、 2-にわとり)、 2-馬(1-馬、 2-騎馬人物)

3-猫、 4-その他

I
SK118 SKIOI SK202

- SK206 -SK202 --S K333
-→-SK207

図224土坑出土人形類の組成パターン

遺 構

人 形 器 財 水 滴

土 錘 そ の 他 不 明

-1

合 計人 物 動 物 そ の 他 建 造 物 調 理 具 そ の 他 方 形 形 象 そ の 他

S D 1 0 3 1 2 1 1 5

S D 1 0 4 2 1 1 1 5

S K 0 0 2 5 1 1 1 1 9

S K 0 0 9 1 3 1 1 6

S K 0 1 4 2 6 1 1 1 1 1 1 3

S K 1 0 1 1 0 8 1 3 1 1 9 5 0 2 4 1 0 1 9 1 0 1 9 8 8 8 4 7 7

S K 1 0 4 1 1 1 1 4

S K 1 1 8 2 1 4 2 6 1 1 1 6 4 3

S K 1 2 3 2 2 4 1 9

S K 2 0 2 5 2 7 9 1 8 2 1 2 1 4 1 5 9

S K 2 0 6 6 1 2 7 8 1 1 7 2 2 1 5 6 1

S K 2 0 7 2 3 3 7 1 5 4 1 1 1 8 8 1

S K 2 0 8 2 6 8

S K 2 1 6 5 1 1 1 1 9

S K 3 0 1 3 1 1 5

S K 3 3 3 1 3 1 2 1 1 7 3 1 1 0 6 1 0 3 1 3 1 5 1 2 2

S K 3 4 6 2 2 1 1 1 7

他 の 遺 構 6 8 3 2 8 3 4 5 5 4 3

検 出 1 8 2 2 2 4 2 4 1 6 4 9 6 1 5 1 8 1 4 7

小 計 2 3 3 3 3 6 3 6 8 1 5 2 6 1 24 6 5 2 8 3 2 2 7 1 8 5 1 2 1 4

合 計 5 7 2 2 8 1 1 1 7 3 2 2 7 1 8 5 1 2 1 4

表 4 1 近 世 人 形 類 集 計 表



2.器財1.建造物1-家、 2-灯龍、 3-橋、 4-船、 5-その他

2.調理具1-なべ(行平)、 2-かま(茶がま、羽釜)、 3-(くど、かまど

へっつい、こんろ)、 4-土瓶(鉄瓶)、 5-銚子、 6-蓋(な

べ・かま等と明確に対になるものは、なべ・かまとする)

7-その他

3.その他1-紅皿、 2-文具、 3-その他

3.水滴1.方形11模様入り、 2-無文

2.形象1-人物、 21動物、 3-植物、 4-器財、 5-その他

4.土錘1一大、 2-中、 3-小

5.その他1-合子、 2-型抜き、 3-鈴、 4-貨幣、 51その他

0.不明

以上の分類に従って、個体識別法により分類した人形類の一覧が表41である。これをみると、遺構か

らの出土については、 SK101、 SK202、 SK207、 SK333の4遺構に集中していることが判る。中で

もSK101は477個体と全体の39.3%が出土している。但し、 SK101、 SK202、 SK207の3遺構はSK

207-SK202-SK101の順で掘削されており、それぞれが切り合い関係を持ち、本来の遺物の帰属とは

異なる遺構で出土している可能性がある。このことを遺物の構成から考えてみると、 SK207は陶磁器類

の出土は見られず、基本的に無遺物の遺構であると考えられる。ここではこのSK207から人形類のみが

出土しているとは考えにくく、またSK202と比較した場合、人形類の構成比も相似形をしている。この

ことからSK207として扱った遺物群については、本来はSK202の遺物であったと考えられる。同様の

ことがSK101とSK202に関しても言えると思われる。但し、水滴、土錘については、 SK202では出土

しておらず、 SK101本来の遺物群としてとらえることができる。

また、その他の遺構から出土している人形群については、組成パターンに表現される様に、水滴・土

錘はSK206が、器財・水滴はSK333が、 SK202と比べても抽きんでた数値を示している。さらにSK

118に関しては、人形・器財が大半を占め、水滴・土錘の出土はほとんど見られない。この結果から、人

形類の投棄は限定された遺構にのみで行われて

おり、無作為になされているのではない事が理

解される。そしてその遺構や立地空間の性格付

けを人形類の組成から考えることもあながち無

理のないことといえるのではなかろうか。

(川井啓介) -.、「
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(6)木製品

今回の発堀調査で出土した木製品は、大きく漆器類、箸、曲物、結桶、下駄、建築部材、その他に分

類できる。中でも漆器のなかに蒔絵が多く含まれていること、建築部材が限られた遺構から出土してい

ることが特徴である。

漆器については、 17世紀後半から18世紀代の遺構から多く出土し、該当の遺物を出土したSK210、 S

D104、 SD106等から判断すると一般的傾向として汚水溜まりからの出土といえる。またSK014からは

供膳具の椀の蓋と身が出土しているが、いずれも蒔絵の製品であり、単なる汚水溜まりとはやや性格を

異にするかもしれない。

箸については、全出土量のうち70%に相当するものがSK212から出土している。この遺構はSK123、

SK010の上層と切り合い関係が見られる。 SK212とSK123とを比較した場合、 SK123からは、他の

遺構には見られない木葉が多く出土しており、これらは屋根の下地に使用されていたものと考えること

ができる。また、 SK010からは建築部材が多く出土しており、この2遺構は本来は屋組等の建物の処理

に伴う瓦溜まり的性格であったと推定される。従って、この2遺構から出土している木製品は基本的に

はSK212に帰属する遺物群であると言える。

遺～構

供 膳 具 調 度 具
そ の 他 計 備 考椀 身 椀 蓋 皿 不 明 小 計 箱 物 曲 物 不 明 小 計

S K 0 1 0 5 5 2 2 7 ※

S K 0 1 4 2 2 4 4 ○○

S K 1 1 8 2 1 3 3 - ■ ○○

S K 1 0 1 4 2 1 2 9 2 2 l l " 喜

S K 1 2 3 8 2 3 1 3 1 1 1 4 ※

S K 2 1 2 2 2 2 1 7 4 4 1 9 1 6 ※

S K 2 0 6 3 . 2 5 5 ■喜" 1 案 ○○

S K 2 1 0 1 0 5 1 5 1 2 3 1 8 - " 喜

S K 2 1 1 3 3 3 ■- " ○○

S K 3 0 4 9 2 1 6 1 8 1 1 2 2 0 " 喜

S K 3 3 3 3 2 4 9 1 1 0 ※

S K 4 0 1 1 2 3 1 2 3 6 題喜"

S D 1 0 4 2 2 4 2 2 6 ■ 喜

S D 1 0 6 3 1 4 4 ■ ○○

他 の 遺 構 1 2 1 1 2 2 5 5 1 6 3 1 ■喜"

計 6 4 1 0 9 4 4 1 2 7 l l 6 1 3 3 0 1 1 5 8 i " "

検 出 1 2 1 4 ■" " 1

表42 近世 漆 器集 計表

遺 構

漆 絵 蒔 絵 ‐根 来 塗

計梶 蓋 不 明 小 計 梶 蓋 不 日w 小 計 梶 蓋 不 明 小 計

S K 0 1 0 1 1 4 4 5

S K 0 1 4 2 2 4 4

S K 1 1 8 1 1 1 1 1 1 3

S K 1 0 1 2 1 3 2 1 3 1 1 2 8

S K 1 2 3 1 1 2 6 1 2 9 1 1 1 2

S K 2 1 2 1 2 3 2 2 5

S K 2 0 6 2 1 3 1 1 4

S K 2 1 0 3 3 6 7 1 8 1 4

S 、K 2 1 1 2 2 2

S K 3 0 4 1 1 2 7 2 9 1 1 2 1 3

S K 3 3 3 3 3 2 1 3 6

S K 4 0 1 1 1 1 1 2

S D 1 0 4 1 1 2 2 3

S D 1 0 6 1 1 2 1 1 1 1 4

他 の 遺 構 3 3 6 3 1 2 6 3 2 3 8 2 0

計 1 3 1 1 3 2 7 3 7 8 … 1 1 5 6 6 l l 5 2 2 1 0 5

表43 漆器供 膳具 の細工分 類 一覧



また、今回木製品が出土した遺構の遺物の出土傾向と調査区内での検出位置から、判明している居住

者との関係は、 SK010、 SK014、 SK118は山澄氏の屋敷地に帰属すると思われ、 SK210、 SK401は

竹腰氏以前の居住者の投棄したものと考えられる。さらに、 SK211、 SK212、 SK304は熊谷氏以前、

SD104、 SD106は山澄氏以前の段階で投棄された遺物群と考えることができる。

(川井啓介)

～

～
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図230漆器の出土傾向

番 号 分析番号 出 土 遺 構 備 考 P L 番 号 分析番号 出 土 遺 構 備 考 P L
1 S K 123 漆椀蓋 52 9 S K 219 木札 ■■1 -

2 S K 002下層 漆椀 52 10 S K 333 杓 〃■■■ -

3 S K 212 漆椀 ll S K 212 育 ■■" I "

4 S K 212 梶 12 S K 333 蓋 鵜■■ -

5 S K 333下層 棉 52 13 S K 212 曲物の底板 ■喜■ 喜 "

6 S K 212 刷毛 14 S K 333 下駄 (一木造り) - 喜 "

7 S K 123 刷毛 15 S K 212 下駄 (差し歯) 〃■■ 喜 "

8 S K 356 刷毛

表44 近世 木 製 品一覧
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10cm

番 号 分析番号 出 土 遺 構 備 考 P L

16 102 S K 333

17 128 S K 210

18 151 S K 210

19 38 S K 202

20 86 S K 101

21 93 S K 210

22 53 S K 210

23 149 S K 202

24 56 S K 356

25 25 S K 101

26 16 S K 014 52

27 105 S K 210

a-噂
19 20

Lfr-24翁25
i:コ

濫9 2翌30

4I封33

番 号 分 析 番 号 出 土 遺 構 備 考 P L

2 8 7 6 S K 3 0 4

2 9 2 9 S D 0 0 1

3 0 1 2 1 S K 2 1 0

3 1 2 4 S K 2 0 9

3 2 15 S K 2 1 0

3 3 1 5 0 S K 2 0 2

3 4 1 5 2 S K 2 1 0

3 5 8 9 S K 0 1 0

3 6 9 7 S K 3 0 4

3 7 1 2 S K 3 0 4

3 8 9 7 S K 3 0 4

図232加飾漆器の紋様集成(1)
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番 号 分析番号 出 土 遺 構 備 考 P L

39 125 S K 123

40 160 S K 401

41 54 S K 101

42 139 S D 106

43 164

44 50 S K 304

45 13 S K 304

番 号 分析番号 出 土 遺 構 備 考 P L

46 21 S K 118

47 51 S K 304

48 90 S K 123

49 55 S K 014

50 110 S K 012 52

51 17 S K 014 52

図233加飾漆器の紋様集成(2)
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番 号 分 析番 号 出 土 遺 構 備 考 P L

52 91 S K 12 3

53 95 S K 2 10

54 44 (100) S K 12 3

55 20 S K 10 1

56 81 S K 10 1

57 142 S D 10 6

誓メ毎
＼

、

10cm

番 号 分析番号 出 土 遺 構 備 考 P L

58 62 S K 123

59 87 S K 101

60 112 S K 123

61 129 S K210

62 14 S K009 52

63 42 S K356 52

図234加飾漆器の紋様集成(3)
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(7)加飾漆器の製作技法

一般に漆器の製作は、原木から木地をつくり挽き物(板物の形態にする木胎製作の工程と、その木胎

に下地および漆を塗布し、加飾・研磨作業を行う漆工の工程から成り立っている。この様な漆器資料の

製作技法を調査することは、個々の資料の性格を正確に把握する上で有効な方法であり、それらが出土

した遺構・遺跡の性格を考える上でも意味があると考える。本稿では、漆器資料の製作技法に関する調

査として、まず形態・漆塗り表面の状況を表面観察した後、 (1)用材選択(樹種鑑定) (2)木取り方法(3)

漆膜面の漆塗り構造(4)色漆の使用顔料等の項目別に自然科学的な手法を用いた分析を行った

(1.2.3.4)。

調査結果

本遺跡の場合、木質等有機質の残存状態がそれほど良好な方ではないため、漆器資料も漆膜面のみの

資料が多かった。今回の調査で用いた漆器資料は合計181点である。これらを項目別に記した方法を用い

て調査を行った。その結果を(表1)に示す。

まず挽き物類である本漆器資料の形態は、椀・蓋型を中心にしており、それぞれ当時の基本的な飲食

器類である飯椀・汁椀・菜椀である壷・平椀に対応するものと考えられる。また板物類は、箱物・曲物

の部材破片を中心としており、いずれも生活什器としての調度品類に対応すると考えられる。

資料総数に比較して調査可能な点数はあまり多くなかったが、材の利用(用材選択)の状況をみてみ

ると、挽き物類では、広葉樹のトチノキ、ケヤキ材が、板物類では、針葉樹のヒノキ、スギ材が確認さ

れた(写真1. 2)。

末沢(1975)の研究によると、近世以降のろくろ挽き物である漆器類の用材には、早晩材の組織の差

が少ない広葉樹の散孔材もしくは環孔材であるが靱性がある材を適材としている(5)。これらの木材の

組織、工作の難易、割れ狂い、色光沢、塗り等を考慮に入れて分類すると、 (表2)に示すようになる。

また、板物である漆器類の用材には、アテ(アスナロ)、ヒノキを最良材とし、ネズコ、サワラ、ヒバ、

スギ、モミ、マツ等の針葉樹が適材であるとしている。この点を考慮に入れて、本漆器資料の用材選択

の傾向をみてみると、挽き物類.板物類ともに最良材であるケヤキ、ヒノキ材などと、かたや加工や入

手の容易さという大量生産の点からみて、一般性が高い適材のトチノキ、スギ材の2種類のグループに

邑デl地

≒～l‐ ±二二二
図235漆塗り構造の分類



別れた。

次に、挽き物類である本漆器資料の木取り方法をみてみる。資料は、いずれも横木地であり、板目取

りと柾目取りの2種類が見出だされた。須藤(1982)の調査によると、近世以降の近江系(小椋谷)木

地師による挽き物類の木取り方法の場合、横木地板目取りはトチノキ地帯に、同柾目取りはブナ地帯に

定着し、その細かい技術は、個々の集団に受け継がれてきたとされている(6)。一般にトチノキは、芯

を中心として割れ狂いの多い赤味が広がり、表皮に近い部分にシラタとよばれる白い部分がある。シラ

タは、多く取れても四寸(約12cm)程度しか利用できないので、おのずと椀を伏せたような形で木地を

取る板目取りの方法が適している。一方、ブナは、芯に近いところまで利用が可能なので、木の狂いが

少なく木地が多く取れる柾目取りの方法が通していることは理にかなっているといえよう。この事例を

考慮に入れて本漆器資料の樹種と木取り方法の関係をみてみると、トチノキ材は、いずれも横木地板目

取りを用いており、木胎製作の工程が一貫してそれぞれの材の性質を考慮に入れたものであった可能性

が理解される。

次に、個々の漆器表面の漆塗り技法をみてみる。塗りは、地と文様からなり、本漆器資料の場合、無

文様で地塗りのみの資料と、家紋等の漆絵文様を地外面に描く資料、さらには梨子地、蒔絵等きわめて

高度な漆工投法をもつ資料に分かれた。

漆塗り膜面の構造、 2特に、各漆器資料の堅牢性を知る目安となる木胎と漆塗り層との間の下地層を定

性分析してみると、無機物を含んでいないためピークがほとんど見出だされない資料と、 Al (アルミニ

ウム)、 Si (シリカ)、 K (カリウム)、 Ca (カルシウム)、 Fe (鉄)など粘土鉱物もしくは珪藻土の構成

要素に近いピークが認められる資料に分けられた236-1・ 2)。

さらにこれらを顕微鏡観察し、前者を炭粉を柿渋などに混ぜて用いる炭粉下地(代用下地)、後者を細

かい粘土もしくは珪藻土を生漆に混ぜて用いるサビ下地(堅下地もしくは本下地ともいう)と理解した。

また、地の漆塗り層は、いずれも1層塗りから3-4層塗りまで見出だされ、文様等の加飾は、いずれ

も地の上塗り層の上に描かれていた(写真3、 4、 5、 6、 7)。また、梨子地、蒔絵等の加飾は朱漆や

生漆の上に蒔くいわゆる高蒔絵の技法や研ぎだしの技法がいくつか見出だされた。

このような近世漆器の製作技法のあり方を示す民俗事例の1つに、新潟県糸魚川市大所のナカジマ家

小椋丈助氏による実用に即した近世木地師の漆器椀の生産技法に関する口碑資料がある(7)。

それによると、 『[上品]布着せ補強(椀の欠け易い縁や糸じりに麻布を巻く) ～サビ下地(砥の粉を

生漆に混ぜたサビを二回塗布) ～下塗り(生漆) -上塗り(生漆に赤色系顔料もしくは黒色系顔料を混

ぜた赤色系漆もしくは黒漆)の工程をふみ、人一代は持つ堅牢なもの。 [下品]炭粉下地(柳や松煙を柿

渋に混ぜて用いるサビ下地の代用下地) ～上塗り(生漆の使用量を節約するために偽漆である不純物や

油分を多く混入して用いる粗悪な漆)。 [中品]下品とほぼ同様の工程をふむが上漆りの漆を濃く塗布し

たり、ミガキを丁寧にしたりする。下品よりかなり持ちが良い。』などとしており、各漆器ランク別の工

程をよく示している。この事例を参考にして、本漆器資料の塗り構造をみてみると、きわめて簡素で一

般的な日用漆器の塗り構造を持つ資料から、やや堅牢で複雑な多層塗り構造を持つ優品資料まで、いく

つかのランク別資料に分類された(図235)。

次に、色漆の性質についてみてみる。赤色系漆の使用顔料の定性分析結果では、 Fe (鉄)のピークが



強く認められる資料(図236-3)、 Hg (水銀)およびS (硫黄)のピークが強く認められる資料(図

236-4)、その両者のピークが強く認められる資料(図236-5)、の三種類に分けられた。これをさら

に顕微鏡観察し、それぞれベンガラ(酸化第二鉄Fe2O3)、朱(辰砂もしくは水銀朱HgS 、ベンガラ+

朱の三種類の異なる赤色系顔料を用いた赤色系漆であると理解した。ベンガラ、朱ともに赤色系顔料と

しての歴史は古い。近世漆器の顔料としては、幕府の統制物資であった朱に比較して、江戸時代中.後

期以降人造ベンガラの工業生産化により量産体制が確立するベンガラ方が廉価で一般的であったようで

ある(8)。本漆器資料の場合も、簡素で一般的な塗り構造を持つ資料にはベンガラを、堅牢で複雑な多

層塗り構造を持つ資料には朱を使用する例や、地内面にはベンガラを地外面の家紋等の加飾部分のみに

朱を使用する例が見出だされ、その状況が理解された。

金粉状装飾(金彩)の定性分析結果では、 Au (金)のピークが認められる資料(図236-6)の他、 Sn

(スズ)や、 As+S石黄、硫化ヒ素)のピークが強く認められる資料が確認された(図236-7・8)。

この結果は、本漆器資料の金粉状装飾(金彩)として、金粉自体を使用する事例とともに、石黄粉や錫

粉などの代用金粉を使用する事例の存在を示すものと理解しており、個々の漆器資料の性格を考える上

で参考になろう。なお金粉(Au)を梨子地粉として用いる場合、若干銀Agの含有が認められる資料

もいくつか見出された(図236-8)。

本漆器資料の場合、他遺跡と比較して、地外面の加飾として銀粉状装飾(銀彩)を施す資料が多い特

徴を持つ。これらの定性分析結果では、 Ag (銀)のピークが強く認められる例(図236-9)の他、 Sn

(スズ)のピークが強く認められる例(図236-10)も確認された。これなども、代用銀粉の使用を示す

事例と考えられ、個々の漆器資料の性格を考える上で一つの指標となろう。



(写真3) (73%縮尺)

赤色系漆器(I) (100×)

=.
U

5.12

6金粉状装飾(金Au)

図236-2漆器のⅩ線分析結果(2)

-③赤褐色系漆

11b②淡赤褐色系漆

-①炭紛下地

(エポ芸文孟脂)

黒色漆器(Ill) (100×)

漆塗り構造の顕微鏡写真
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(写真1)とちのき科トキノキ

木口(30×)

(写真2)にれ科ケヤキ

有加飾漆器(II) (100×)

柾目(100×)

(6)

色漆(ベンガラ)
1②赤褐色系漆
111①炭紛下地

(エポ芸文孟脂)

赤色系漆器(根来系B) (VII) (100×)

縮尺100% (そのまま)

板目(50×)

(73%縮尺)

赤色系漆器(根来系A) (VII) (100×)

-263-



考察

以上、前項では項目別に名古屋城三ノ丸遺跡出土漆器資料の製作技法をみてみた。その結果、本漆器

資料は簡素で一般的な日用漆器資料から、やや堅牢で複雑な漆技法を持つ資料、さらには梨子地・金蒔

絵等高度な加飾技法を持つ資料に至るまで、いくつかのランク別のグループに分類された。そしてこれ

らは文献資料等を参考にしてみると、基本的にはいずれも実用に即した生活什器(飲食器)類を中心と

しているものの、いわゆる大名道具と呼称されるきわめて高度な漆工技術を有する上級武家の調度品類

の破片と考えられる資料も幾つか確認された(No.19、 42、 46、 54、 144等(9)。

そしてこれら本漆器資料の製作技法を名古屋城下町関連の他遺跡のそれと比較してみると相対的にサ

ビ下地の優占率が高く、高度な加飾を施すなど優品資料が多いこともわかった(図237) (註10)。この点

が、本漆器資料の大きな特徴の一つとも言えよう。

なお本漆器資料の製作技法の傾向を、共伴の陶磁器類の年代観を参考として分類してみると、基本的

には各年代を通してあまり大差がなくほぼ同様の傾向が認められた(図238)。

しかし個々の漆器資料の棄漆投法を細かく検討してみると、いわゆる「根来手もしくは根来塗」と呼

称される地塗りのみの朱漆器類では、中塗の黒漆を省く簡便な投法が後期の資料を中心に認められる点、

若干石黄を顔料として用いる例が前期の資料に多く、銀粉を用いる例が後出する点など漆工技術史上の

特徴の一端が確認された。また本遺跡からは、飲食器等の漆器製品類ではないが、容器内に残存付着し

た漆紙および漆樹液塗料の固化膜面や寄った漆渦紙の残片など、実際の漆工作業に伴う資料(No.1 、 27、

28、 33、 98、 134、 135)も同時に検出されている。これなどは、文献史料等で知られる武家の屋敷内に

出向いて注文の婚礼道具の作成や什器塗り直し等の作業を行った江戸時代当時の漆工職人の仕事ぶりの

一端が実際の出土資料からも理解され興味深い。 (北野信彦)

註

(1)樹種の同定作業は、出土木材の内部形態の特徴を顕微鏡で観察し、その結果を新材と比較することでなされる。試

料上は、遺物本体をできるだけ損傷しないように破切面などオリジナルでない面から木口、柾目、板目の三方向の切片

をカミソリの刃を用いて作成した。切片は骨法に従い脱水し、検鏡プレパラートに仕上げた。

(2)挽き物である漆器資料の木取り方法の調査は、樹種鑑定の切片作成時に同時に行った。

(3)まず肉眼で漆器資料の漆塗り表面の状態を観察した後、簡易顕微鏡を用いて細部の観察を行った。次に漆器資料の

表面洗浄作業の際に出た1mmX 3mm程度の漆剥落片を採取し、合成樹脂(エポキシ系樹脂/アラルダイトGY1251 J

P・ ハードナーHY837)に包理した後、断面を研磨し、漆膜の厚さ、塗り重ね構造、顔料粒子の大きさ、下地の状態に

ついて顕微鏡観察を行った°

(4)色漆に用いられた顔料の無機物に関する定性分析には、先の漆膜剥落片をカーボン台に取り付け、日立製作所S

‐415型の走査電子顕微鏡に堀場製作所EMAX-2000エネルギー分散型X線分析装置(X線マイクロアナライザー)を

連動させてそれを用いた。分析設定時間は500SEC.分析ポイントは30倍照射8なお、分析チャートの補正には、 Geo-

chemical Journal vol・8 pl75-192 「1974 compilation of data on The GSJ geochemical reference sample JG-1

grandiorite and JB-1 basaltJ Atusi Ando and othersのJG」, JB-1サンプルを用いた。

( 5 )末沢春一朗(1975) 「近世以降木地師のロタロ製品製作技法の研究」 『京都大学農学部林学科卒業論文』

橋本鉄男(1979) 『ろくろものと人間の文化史31』法政大学出版局

(6)須藤護(1982) 『日本人の生活と文化⑤暮らしの中の木器』日本観光文化研究所編ぎょうせい

(7)文化庁文化財保護部編(1974) 『木地師の習俗民俗資料選集2』国土地理協会

(8) 『輪島市史第六巻資料編』 (1973)輪島市教育委員会

( 9 )消費地における生活什器である漆器の販売状況を知る文献史料の一つとして『名古屋諸色直段集、寛延四末年小買

物諸色直段帳』寛延四年(1751)の以下の記載がある。



「塗物

一、一匁一分せしめ漆-匁

一、三分七厘こくその粉一袋

、二匁五分五厘布着せ蝋色塗一尺四方-秤

、二匁

、二匁二分

一、一匁五分

一、七分五厘

、二分五厘

一、 -分七厘

一、三分

、二分

、二分

一、一分五厘

一、八厘

一、五厘

布なし同断-秤

上花塗-秤
布なし堅地花塗-秤

常花塗-秤

上溜塗-秤
常滑塗-秤

春塵塗-秤

常春慶塗-秤

上かき合塗-秤

常かき合塗-秤
拭塗-秤

常拭塗-秤

この記載内容から、当時、漆器の髭漆技法の程度別に、明確な価格のランク付けが存在していたことが理解される。

10北野信彦(1990 「近世尾張における生活什器としての出土漆器資料」 『綜合郷土研究所紀要35』愛知大学P

82-94

北野信彦(1982) 「近世武家社会における生活什器としての漆器資料」 『綜合郷土研究所紀要38』愛知大学P

115-134

ろくろ挽き物の用材分類一覧表

A
環

礼

材

a ・ ケ ヤキ 系 木 目が 明瞭 に表 わ れ る° 堅硬 で あ るが靭性 もあ り、木 皿 な ど薄手

ニ レ、 ケヤキ 、 シオ ジ、 バ リギ リ、 ク

リ、 ヤマ グ ワな ど

物 に適 す る°

B

敬

礼

材

b ) サ ク ラ、 カエ デ系 白木 で 美 しい光 沢 が あ り、 白木地 物 に も適 してい る° 割 れ狂 いが

イ タヤ カエ デその 他 の カエデ 頬、 ヤ マ 少 な くて 、や や堅 さは あ るが、 加工 は容 易° 下地 が少 量 で足 りるの

ザ クラ、 ウ ワ ミズサ ク ラ、 ミズ メな ど で 、塗 り物 に もつ と も適 す る°

C ・ ブ ナ、 トチ ノキ 系 軟 か くて加工 は 容 易で あ るが、 竜燥 が 難 しくて狂 い も多 い° しか

トチ ノキ 、ブ ナ、 ミズキ、 カツ ラ、 ホ

オ ノ キな ど

し、 大 量 に入 手で きるの で使 用量 は大 で あ る°

d ・ エ ゴノ キ系 白い軽 軟 で 加工 が容 易で ある° 仕上 げ は見 た 目に もよ く、 彩色 も

エ ゴ ノキ、 ア オバ グな ど し易い ので 、玩 具 、′ト物等 に向 いて い る° と くにエ ゴノ キは大 材 を

得 られ な いが、 入 手が 容 易で あ り、割 れ に くいの で使 用 に適 す る○

橋本鉄男「ろくろ、ものと人間の文化史31」 1979などを参考にして作成

柾目取柾目取(ニッ割)板目取(追取)

(2)竪木地

ー1横木地と竪木地の要領

(芸霊芸認諾芸宣誓芸師のロクロ)

横木地柾目取

仁==∃

臣三∋
臣≡±∋

CE-y ⊃

こ堅さ=±ニ
ー==.I

色、亀〕 、白

lオカタギリ

～2近世会津木地師の木取りの方法
須藤1982より原図引用

近世以降の漆器(挽き物頬)の木取り方法
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3.幡下小学校跡

資料数26点

4.清洲宿場町

資料数10点

トチノキ

図237遺跡別出土漆器資料の品質組成の傾向

3.名古屋城三の丸ⅠⅠ期

(県警本部地点)

資料数5点

サビ下地

飾率(%)

ベンガラ

錫

図238年代別出土漆器資料の加飾技法の傾向
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出土漆器資料観察表

名古屋城三ノ丸遺跡

N 0 . 午 樹種
木
敬

表 面 塗 り の 技 法 使 用 顔 料 漆 塗 構 造
備 考

内 外 文 様 内 外 文 様 内 外

1

2

3

Ⅲ

I

ケヤキ

けノキ

B

A

B

A

A

A

A

A

A

A

赤

赤

赤

赤

赤

里 絵 b 鍍

ベ ン ガラ

朱

ベ ンベ ラ

朱

A g

Ⅴ

Ⅲ

V

IⅤ

布 着 せ

布 着せ

ベ ン ガ ラ) 栄

5

6

Ⅲ

lII

ⅠⅤ

ⅠⅤ

ⅠⅤ

ケヤキ

トナノキ

赤

赤

赤

黒 絵 ～ 叙

朱

ベ ン ガ ラ

栄

A u + A c

A u + A e

ベ ンガラ

A g

V

I

V

IⅠ

7 け ノキ 赤 黒 紋 ～ 銀 ベ ン ガ ラ A g 、A s+ S I IⅠ

・ チ 赤

赤

隻 紋 ー 銀

絵 一 銀
8

9

ト ノキ

け ノキ
里

へ / カ フ

ベ ン ガ ラ

g
A g 、A s+ S

I

I

ⅠⅠ

Ⅱ
10 け ノキ 赤 黒 紋 ～ 銀 ベ ン ガ)ラ A g I Ⅱ

l l H -'*

トナノキ

赤 黒

盟

紋 1 赤 ベ ン ガラ ベ ン ガラ

A

I ⅠⅠ

12

13

lII

Ⅲ 赤 莱
紋 1 銀

絵 - 赤

△ 里

ベ ン ガ ラ
g

ベ ン ガ ラ

A A F

I
II

II

1 4

1 5
I

ⅠⅤ

ⅠⅤ

ⅠⅤ

ⅠV

lⅠI

lⅠⅠ

ⅠⅤ

Ⅲ

lII

III

赤

赤 里
絵 T金 、)日、

紋 1黄 、赤

奉

ベ ン ガ ラ

u 、 g 、 e
As+ S、ベンガラ I

ⅤI

II
1 6

1 7

赤 茶

茶

紋 1黒 、銀

絵 ～ 銀

ベ ン ガラ S n

S n

I II

IⅠ

1 8

1 9 梨 子地

黒

梨 子地

絵 - 赤

有 Au 十朱(A n)

末+ ベ ンガラ

A u + A g 、朱 VIⅠ

ⅠⅠ

Vtl

2 0 赤 暗 紫 絵 1 銀 ベ ン ガ ラ S n I Ⅱ

2 1

2 2

赤

盟

赤

盟

絵 1黒 、銀 ベ ン ガ)ラ A g I

IⅡ

II

Ⅲ

2 3

2 4

茶

赤

茶 紫

里 紋 1黄 、赤 ベ ンガ ラ As+ S、ベンガラ

V

I II

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 1

3 2

3 2 -2

3 4 -1

3 4 -2

3 5

赤

赤

赤

赤

栄

赤

赤

赤

赤

赤

茶

茶

赤

赤

栄

黒

盟

黒

茶

紋 ～ 赤

紋 l 銀

ベ ンガ ラ

ベ ンガ ラ

ベ ン ガ ラ

ベ ン ガ ラ

ベ ン ガ)ラ

ベ ン ガ ラ

栄

栄

ベ ン ガ ラ

ベ ン ガ ラ

A u

朱

I

I

VlⅠ

I

I

X

V

I

Ⅱ

I

VII

X

I

ⅠI

3 7 I 赤 茶 紋 1 赤 ベ ン ガ)ラ I Ⅱ

3 8

3 9

4 0

4 1

4 2

4 3

4 4

I

lⅤ

m

m

茶

赤

赤

赤

赤

赤

莱

莱

黒

黒

里

黒

黒

級 - 赤

絵 ー 赤

紋 ～ 銀

*」一 蝣&

絵 一 銀

絵 ー 赤

ベ ン ガ ラ

ベ ン ガ ラ

朱

ベ ン ガ ラ

I

I

I

I

I

II

II

ⅠⅠ

I

ⅤⅢ

I

ⅠⅠ
4 5 -1

45 ー2

赤

赤

暗 紫

暗 紫

tLJ

ベ ン ガ ラ

朱 栄 )ベ ン ガラ

A A ′1、) 栄

I

V

Ⅲ

Ⅵl

46

47 赤
米子 地

異 ベ ン ガ ラ
i+ A e y 、 VlⅠ

I

ⅥI

II
48

49

50

51

52

53

54

55

56-1

56-2

57

58

59

a

61

62

SE

65

66

67

68

69

70

72

73

74

75

76

77

78

79

81

82

83

m

85

86

87

88

lⅡ

ⅠⅤ

Ⅲ

IIⅠ

胤

I

IⅤ

Ⅲ

Ⅲ

那

11Ⅰ

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

暗紫

黒

金

黒

金茶

慕

茶

黒

暗紫

黒

赤紫

栄

茶

栄

茶

黒

栄

黒

慕

茶

栄

莱

茶

黒

茶

茶

茶

慕

茶

栄 干、、、、 ;

V

I

I

I

V

I

V

I

ⅥⅠ

Ⅴ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

IV

ⅥI

II

IⅠ

IⅠ

I

へンガラ十朱

ベンガラ

Ag

Sn

Sn

Ag

Ag、ベンガラ

V

I

I

mi

I

I

I

Ⅴ

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

II

II

II

II

II

II

ⅠI

ベンガラー朱～ウルミ朱

N 0 . 辛 樹 種
敬

表 面 塗 り の 技 法 使 用 顔 料 漆 塗 構 造
備 考

内 外 文 様 内 外 文 様 内 外

9 1- 2

9 2- 1

9 2- 2

9 5

ⅠⅤ

ⅠⅤ

IⅤ

I

け ノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒ′キ

イスノキ

赤

黒

黒

慕

絵 ( 赤

紋 ー 赤

級 - 銀 ベ ン ガ ラ

朱

ベ ン ガ ラ

.ベ ン ガ ラ
ベ ン ガ ラ

朱

朱

ベ ン ガ ラ

ベ ン ガ )ラ

朱

朱

朱

朱

栄

ベ ン ガ ラ

ベ ン ガ ラ

A g

V

I

I

I

II

II

II

朱 (粗 I 紳 )

黒 ー朱 ～朱

黒 ～ 朱

ペ ン がラー朱 -ベ ンガ ラ

黒 - 朱

ベ ン ガ ラ 1 朱

9 6

9 7 Ⅲ

ⅠⅤ

ⅠⅤ

Ⅲ

赤

茶 紋 I 銀 A g

V

II

9 8

9 9

10 0

赤

赤

赤

茶

栄 絵 - 銀 A g

I

II

10 1 赤 黒 紋 ー 赤 ベ ン ガ ラ ベ ン ガ ラ I II

10 2 Ⅲ 赤 茶 紋 ー 銀 ベ ン ガ ラ A g I Ⅱ

10 3

10 4

10 5

10 6

10 7

10 8

10 9- 1

10 9- 2

1 11

Ⅲ

Ⅲ

I

ⅠⅤ

ⅠⅤ

I

I

ⅠⅤ

IⅤ

ⅠⅤ

ⅠⅤ

I

赤

赤

赤

赤

赤

慕

慕

茶

黒

赤

里

紋 ～ 銀

紋 ～ 黄

ォ ー *

紋 b黒 、銀

ベ ン ガ ラ

朱

A g

A s + S

ベ ン ガ ラ

A g

I

I

Ⅴll

I

I

I

Ⅱ

Ⅱ

II

ⅤⅡ

V

I

ⅠI

栄

茶

す、 ガ 一へ / フ

ベ ン ガ ラ

ベ ン カ一ラ

11 2 赤 里 絵 ー 銀 ベ ン ガ ラ A g I ⅠI

1 13 赤 里 絵 ) 銀 ベ ン ガ ラ

+ 、 一一

A g Ⅲ II

11 4

1 15

赤

赤

慕

茶 紋 ー 赤

里

へ / カ フ

ベ ン ガ ラ ベ ン ガ ラ

A

I

I

I

ⅠⅠ

1 16

11 7 赤
茶

茶

絵 ～)…、金

紋 ー 赤

Ji

ベ ン ガ ラ

。、 一.1-

g

ベ ン ガラ

ベンガ ラ、As+ S

I
II

II

11 8

11 9

ⅠⅤ

I

赤

赤

茶

莱

文 子 ～ 銀

絵 - 銀

へ / カ フ

ベ ン ガ ラ

X

I

I

II

12 0

12 1 I

IⅤ

ⅠⅤ

I

赤

赤

茶

黒 紋 1赤 、黄
朱

ベ ン ガ ラ

Ⅵ11

I

YTH

II
12 2

12 3

赤

赤

茶

慕

絵 ー赤 、黄 ベ ン ガ ラ

ベ ン ガ ラ

A u、ベ ンガ ラ I

I

Ⅱ

I

12 4

12 5

12 6

赤

赤

赤

秦

黒

赤

絵 ー 銀

ベ ン ガ ラ

ベ ン ガ ラ

朱

A g

Ⅰ

I

ⅤⅡ

I

IⅠ

Ⅴll

12 7

12 8 I
赤

赤 茶 紋 1赤 、銀
ノ ガ 7 b朱

ベ ン ガ ラ
ベ ン ガ ラ

Ⅷ

I

Ⅷ

ⅠⅠ
12 9 I

ⅠⅤ

V

IⅤ

I

Ⅲ

ⅠⅤ

ⅠⅤ

u

I

I

赤 黒 絵 - 赤 ベ ン ガ ラ 栄 + ベ ン ガ ラ I ⅠI

13 0- 1

13 0- 2

赤

赤 莱 紋 1 銀
朱

ベ ン ガ ラ
A g

V

I. ⅠI

13 1

13 2

13 3

13 4

13 5

13 6

13 7

13 8

13 9
14 0

赤

赤

赤

赤

赤

紫

赤

赤

赤

赤

慕

紫

赤

紫

赤

黒

里

紋 1 黄

紋 (赤 、黄

ベ ン ガ ラ

栄

栄

ベ ン ガ ラ
栄

朱+ ベンガラ

ベ ン ガ ラ
栄

A s + S

ベ ン ガ ラ

I

V

I

ⅥI

I

V

I

Ⅴ

II

V

ⅥI

I

V

IⅠ

Ⅴ

14 1 紫

絵 b 赤

ベ ン ガ ラ

栄

A s + S

A

vu Ⅴ

14 2- 1

14 2 】2

赤

赤

黒

黒

朱

朱

Ⅲ

Ⅷ

Ⅱ

Ⅷ 黒 一票 ー朱

布 着 せ

14 3

14 4

14 5

14 6

14 7

14 8

IⅤ

II

H Ⅰ

Ⅲ

ⅠⅤ

I

I

I

赤

赤

赤

赤

生 漆

茶 紫

莱

莱

黒

茶

生 漆

茶 紫

紋 一黒 、銀

級 - 銀

ベ ン ガ ラ

朱

朱

朱

ベ ン ガ ラ

I

多

V

V

I

Ⅴ

II

多

Ⅴ

I

II14 9

15 0
赤

慕

茶 紋 1 赤
g

ベ ン ガ ラ I II

15 1

15 2

赤 慕

黒

紋 ー 赤

絵 ～ 赤

ベ ン ガ ラ A g

ベ ン ガ ラ

I ⅠI

II

15 3

15 4 -1

I

IⅡ 赤

黒

秦

紋 b赤 、黄

紋 ～ 銀 ベ ン ガ ラ

ベ ンガラ・As+ S

S n

～..).・.1.

I

II

II

15 5

1 56

Ⅲ

I
赤

莱

黒

里

紋 ～ 赤

紋 1赤 、銀 ベ ン ガ ラ
へ / カ フ

ベ ンガ ラ、Sn

一 AS S

I
Ⅱ

IⅠ

1 57

15 8- 1

I

II 赤 黒
紋 ー赤 、叙

絵 1 金 ベ ン ガ ラ
へ/ ガ 7 、 十

A u I
Ⅱ

Ill
1 58 -2

1 59

1 60

Ⅱ

ⅠI

Ⅱ

赤

赤 里

茶

絵 1 赤

絵 ー 銀

ベ ン ガ フ

ベ ン ガ ラ ベ ン ガ ラ

A g

多

I Ⅱ

IⅠ

1 61

1 62

1 63

1 64

ⅠⅤ

lIⅠ

IⅤ

I

I

Ⅲ

I

IⅤ

IⅤ

赤

赤

赤

茶

赤

黒
絵 ( 級

朱

ベ ン ガ ラ

朱
A g

V

V

Ⅴ

I

V

IⅠ
1 65

1 66 赤

慕

赤

絵 ～ 赤

朱 朱

ベ ン ガ ラ

A

ⅥⅠ

IⅠ

Vll 黒 ー 朱

1 67

1 69

1 70

1 72

1 73

赤

生 漆

黒

赤

赤

赤

黒

茶

朱

ベ ン ガ ラ

ベ ン ガ ラ

朱

ベ ン ガ ラ

Ⅴ

I

I

Ⅰ

I

Ⅴ

I

I I

IⅠ1 74

175

A 赤

茶

栄

里

紋 ー 銀

絵 - 金 、叙

梨 子 地
栄

g
A u+ F e、A g

A u + A g、朱

ⅠⅤ

ⅤlI

IⅤ

Ⅶ (

B 赤 黒 梨 子 地 朱 A u + A g、朱 Ⅴ ⅤⅠ

年代
I-17世紀(中)
ll-17-位紀(未)

Ⅲ-18世紀(前)
IV-18世紀(中) -19世紀(中)

表45出土漆器資料観察表
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(8)金属器

今回の発掘調査で、金属製品が出土した遺構は90遺構である。その内、工具等下記の一覧に表示した

各種の遺物が数点ずつ、合計10点未満の遺構が69遺構にのぼる。これに対し、合計10点以上出土した遺

構は21遺構で、遺構出土の遺物の83%を占め、包含層出土を含めた全遺物量に対しても73%とその大半

を占める。言い換えれば、金属製品の出土は限定された地点(遺構)に集中していると考えられる。こ

の点については、個別製品についても、工具はSK101.118に、武具はSK118に、調度具はSK206に、

喫煙具はSD106に、といった様に出土傾向に集中性を窺うことができる。

こうした出土傾向は、第一に、武具は比較的江戸時代でも早い時期の遺構から多く出土しており、遺

構からの出土遺物はある程度、遺構が形成された時代差に基づくであろうことが推定される。第二に、

例えば工具が多く出土しているSK101は、隣接して瓦滑として使用されていたSK123が存在し、同様

にSK210には瓦溜のSK213が存在している。このように、瓦止めとして使用された工具(釘)は、当

然のことながら瓦滑の周辺に位置している。つまり、遺構から出土する遺物は、各遺構の性格の差異に

基づくものであると考えることができる。但し、この観点から各遺構の性格を考えた場合、 SK118につ

いては工具に合わせて武具が大量に出土しており、単純にその性格を規定することは困難であり、一考

を要する。

個別の遺物について、注目される点の一つは先述の釘と瓦の関係である。また、これ以外にも幾つか

の点を挙げることができる。まず銭貨であるが、 SK002・ SK333からは「さし」の状態で出土してい

る。その内の大半が寛永通寳であったが、他に2枚の元祐通寳が混入していた。これは「さし」状態で

遺 構 工 具 武 具 調 度 具 調 理 具 容 器 装 身 具 ¥}JiM ≡ そ の 他 計 銭 貨

S D 1 0 4 3 7 6 3 1 1 4 8

S D 1 0 6 1 6 5 1 1 2 3 4

S D 2 0 3 1 6 1 6 〟

S K 0 0 2 1 6 1 2 1 2 0 7 4

S K 0 0 9 1 1 1 1 ー

S K 0 1 4 2 9 1 1 3 1 1

S K 1 0 1 1 4 0 3 8 1 4 1 1 1 6 7 2

S K 1 0 3 1 6 1 1 2 2 0 2

S K 1 0 5 1 8 1 8

S K 1 1 8 1 1 2 1 2 1 1 1 2 6 1

S K 1 2 3 1 1 1 1 1 1 1 1 6 1

S K 2 0 2 1 7 1 2 2 0 〟

S K 2 0 6 8 8 2 1 3 1 1 1 1 0 6

S K 2 1 0 6 7 4 1 5 2 7 9 3

S K 2 1 1 5 3 2 2 5 7

S K 2 1 7 6 4 1 0 〟

S K 2 1 9 1 3 1 1 - 1 5 1

S K 3 0 4 1 3 1 6 1 2 1 5

S K 3 1 2 1 2 2 1 1 1 6 - 喜

S K 3 3 3 5 7 1 1 )1 1 5 5 7 1 4 7

S K 4 0 1 3 6 2 1 5 4 4 1
小 計 7 8 4 4 2 3 5 4 6 1 4 0 3 4 9 4 6 1 3 8

計 1 0 3 0 5 3 6 6 7 1 0 1 6 2 6 5 1 2 9 4 2 0 9
小 計 2 4 6 1 1 3 1 3 4 0 2 2 3 1 3 4 8 7 1 -
そ の 他 1 4 6 5 1 2 1 2 0 1 2 1 4 1 9 2 5 4 i

検 出 1 0 0 6 1 9 2 2 1 0 1 7 1 5 6 1 7 -
l

表46 金属製品出土遺構一覧



の貨幣取引が行われるとすれば、明らかな違法行為であり、武家の屋敷地から出土したことをどの様に

解釈すればよいのであろうか。また、表46の一覧でその他として記載した銭貨の54点のうち、 41点がS

K010から出土している。実際はSK010とSK002には切り合い関係があり、 SK010からはこれ以外の

金属製品は殆ど出土していない。この点から、 SK010出土の銭貨は本来はSK002に帰属するものと考

えることが妥当であるとおもわれる。

いま一つ注目されることは、 SD302から出土した溶鉱炉である(図239 。溶鉱炉の径が60-70cmあり、

かなりの容量を有していたことが想像される。この他にフイゴの羽口やルツボ、鉄滓・銅澤の付着した

椀の転用品も出土している。このことは屋敷地内で多様な金属製品の製造が行われており、それも簡単

な修理の範囲を越えた製品の鋳造と言えるものであると理解し得る。

(川井啓介)

、こ.、~→H、、~≠ 、、、.、、-
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療盤面盛衰転転華萄転義葱薬芸蒜蒜蒜蒜蒜芸西芸慧慧慧慧監禁芸西監護

図239出土した溶鉱炉

番 号 出 土 遺 構 備 考 P L 番 号 出 土 遺 構 備 考 P L

1 鋲 14 S K 333 刀装具

2 S K 40 1 鋲 15 検 I 刀装具 51

3 S K 333 鋲 16 検 Ⅰ 小柄 喜

4 検 Ⅰ 鋲 17 S K 210 小柄 i " 1 喜

5 S K 10 1 釘 18 S K 408 小柄 喜

6 S K 206 釘 19 S K 0 14 火箸 喜

7 S K 33 3 鐘 20 S K 101 火箸

8 S K 26 3 ヤリガンナ 21 検 Ⅰ (火箸カ) 喜

9 S K 0 10 銘 22 検 Ⅰ 火箸

10 検 Ⅰ (ヘらヵ) 23 S K 3 06 掛金具

ll 南壁 蝶番 51 24 S K 103 飾金具 51

12 S K 10 1 不明 25 検 Ⅰ 箪笥取手 喜

13 S K 118 刀 26 S K 3 61 飾金具

番 号 出 土 遺 構 備 考 P L 番 号 出 土 遺 構 備 考 P L

2 7 S K 101 錠前 51 40 検 Ⅰ (つまみ) 喜

28 S D 104 引き手 41 S D 103 注口 喜

29 検 Ⅰ0 区 座金(割 ピン 42 S K 333 筒型容器

30 飾金具 43 S K 210 留金具

31 南壁 1 区 飾金具 44 把手 ■ 葛 ■ 〃

32 S K 408 不明 45 検 1 3 区 蓋置(壁) 52

33 S K 3 33 銅線 46 S K 212 金箔(三業葵) 52

34 S K 2 06 鎖 47 検 1 2 区 不明 51

35 S K 117 鎖 48 S K 346 (毛抜きカ) 〟

36 S K 3 02 鎖 49 キセル ■ ■ ■ 喜

37 南壁立会 ジヤカゴ 52 50 S K 206 キセル 喜

38 S K 2 08 火キリ金 51 S K 304 キセル

39 S D 4 01 火キリ金

表 4 7 金 属 製 品観 察 表
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(9)ガラス・石製品

出土した石製品には、ガラス製品も含め、臼、かんざし、硯等がある。

(1)は不明石製品である。 (2)は石臼、 (3)は茶目である。 (4)は五輪塔の一部、水輪と思われ

る。 (5)から(10はガラス製のかんざし。 (5)は断面が隅丸長方形で花(桜?)の細工が施されてい

る。 (6)・(7)は断面が花弁状に細工されている。 (10)もかんざしの一部と考えられ、花(?)の細工

が見られる。 11はガラス製の合子の蓋と思われ、やはり上面に花の細工が施されている。

(12)から(19)はいずれも硯である。うち(12)と(14)の底部に線刻が認められる。

(川井啓介)

_-ニー--、、

-. 噴き珪藻*i:チ
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(番 国 1出 土 遺 構 - 備 考 1 P L 1番 号 1出 土 遺 構 1 備 考 1 P L

- 1 S K 123 3 S K 214 茶目 1

( 2 S K 101 石 臼 4 S K 123 水輪 1

図 244 近 世 製 品 実 測 図
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番 号 出 土 遺 構 備 考 P L

5 S K333 かんざし 53

6 S K333 かんざし 53

7 S K333 かんざし 53

8 SK 333 かんぎし 53

9 S K 333 かんざし 53

10 S K 206 かんざし 53

ll 南壁 合子

12 S K 101 硯(線刻あり)

、
、
～
「
、

番 号 出 土 遺 構 備 1 考 P L

13 S K 101 硯

14 S K 101 硯(線刻あり)

15 S K 101 硯

16 検 Ⅰ 硯

17 S K 3 21 硯

18 硯

19 S K 2 02・20 7 硯

図245ガラス製品・石硯実測図
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